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iiトii「

不
作
為
に
よ
る
共
犯
の
限
定
化
」

に
つ
い
て

次

口一口

一
は
じ
め
に

二
住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
過
程

-
住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
現
在
の
状
況

住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
い
た
回
年
判
決
以
前
の
状
況

住
居
の
危
険
源
性
が
犯
罪
阻
止
義
務
を
基
礎
ε

つ
け
る
と
し
た
四
年
判
決

2 3 
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位
年
判
決
を
踏
襲
し
、
犯
罪
阻
止
義
務
を
否
定
す
る
傾
向
を
強
く
す
る
位
年
判
決
以
後
の
状
況

5

ま
と
め

三
「
限
定
化
」
の
理
論
的
背
景

-
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解

2

住
居
自
体
が
危
険
源
で
あ
る
場
合
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解

3

住
居
の
危
険
源
性
に
基
づ
く
見
解
を
批
判
す
る
見
解

4

ま
と
め
|
|
「
限
定
化
」
の
実
質

四
ド
イ
ツ
判
例
の
「
限
定
化
」
と
わ
が
国
の
理
論
状
況

-
学
説
の
展
開

2

判
例
の
展
開

3

「
限
定
化
」
と
排
他
性

お
わ
り
に

研究ノート

4 
五

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
故
意
作
為
正
犯
者
に
対
し
て
不
作
為
に
よ
り
関
与
し
た
者

の
罪
責
、
い
わ
ゆ
る
「
不
作
為
に
よ
る
共
犯
」
(
以
下
で
は
、
端
的
に
「
不

作
為
共
犯
」
と
す
・
る
)
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

こ
の
不
作
為
共
犯
に
関
し
て
は
、
次
の
ふ
た
つ
の
問
題
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は
、
①
不
作
為
犯
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯

の
区
別
の
問
題
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
②
不
作
為
共
犯
の
成
立
要
件
の
問
題

(1) 

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
問
題
点
が
ふ
た
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
な

が
ら
も
、
学
説
に
お
い
て
も
っ
ぱ
ら
関
心
を
集
め
て
い
る
の
は
、
な
か
で

(
2
)
(
3
)
 

も
、
問
題
①
と
し
て
の
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
問
題
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

問
題
①
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、
@
不
作
為
に
よ
る
関
与
は
、
単
独
正
犯
で

し
か
あ
り
え
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
共
犯
(
広
義
)
を
認
め
る
の
か
と
い

う
問
題
と
、
@
不
作
為
犯
の
共
同
正
犯
と
脅
助
の
区
別
の
問
題
に
分
け
ら

北法53(6・160)1776 



「不作為による共犯の限定化Jについて

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
@
で
は
、
そ
も
そ
も
不
作
為
に
よ
る
作
為
正
犯

者
へ
の
加
功
が
あ
り
う
る
の
か
が
問
わ
れ
、
問
題
@
で
は
、
そ
の
加
功
を

認
め
た
上
で
の
共
同
正
犯
と
常
助
の
区
別
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
問
題
@
に
お
い
て
も
、
問
題
⑮
に
お
い
て
も
、
そ
こ
で
は
、
作
為
犯

に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
の
区
別
基
準
の
、
不
作
為
犯
へ
の
適
用
の
可
否
と

い
う
、
両
者
の
行
為
構
造
上
の
差
異
か
ら
生
じ
る
困
難
な
問
題
ゆ
え
に
、

(4) 

主
に
理
論
的
な
観
点
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

問
題
@
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
、
不
作
為
に
よ
る
作
為
正
犯
者
へ
の
加

(5) 

功
を
認
め
る
と
い
う
見
解
が
一
般
的
で
あ
り
、
わ
が
国
の
判
例
も
、
当
初

(6) 

か
ら
不
作
為
共
犯
を
認
め
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
問
題
@
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
‘
問
題
@
の
検
討
の
際
に
は
、
前
提
と
し
て
、
不
作
為
関
与
者
の

共
犯
(
広
義
)
と
し
て
の
罪
責
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
問
題
②
と
し
て

の
、
不
作
為
共
犯
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
不
真
正
不
作
為

犯
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
問
題
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、

(
7
)
 

学
説
に
お
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ

ち
、
不
作
為
共
犯
は
、
作
為
正
犯
者
が
介
在
す
る
と
い
う
特
質
を
有
し
て

い
る
以
上
、
そ
の
可
罰
根
拠
に
つ
い
て
は
、
共
同
正
犯
と
常
助
の
区
別
を

議
論
す
る
以
前
に
、
別
個
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
、
不
真
正
不
作
為
犯
論
に
お
け

る
議
論
の
、
そ
の
ま
ま
の
適
用
で
よ
い
の
か
ど
う
か
で
さ
え
、
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
最
近
で
は
、
製
造
物
責
任
を
め
ぐ
る
不
作
為
犯
の
議
論
が

(8) 

活
発
に
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
不
作
為
者
も
関
わ
る
複
数
人
に
よ

る
犯
罪
行
為
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
議
論
に
お
い
て
は
、

単
に
不
作
為
単
独
正
犯
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
不
作
為
間
接

正
犯
、
不
作
為
犯
同
士
の
共
同
正
犯
、
不
作
為
に
よ
る
不
作
為
正
犯
に
対

す
る
帯
助
、
と
い
う
よ
う
な
関
与
形
態
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
不
作
為
共
犯
と
し
て
の
基
本
的
な
形
態
で
あ
る
「
故
意
作
為
正
犯
者

に
対
す
る
不
作
為
に
よ
る
関
与
」
が
、
そ
の
中
心
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
作
為
正
犯
者
の
介
在
す
る
不
作
為
共
犯
の
成
否

自
体
が
、
そ
の
重
要
性
に
比
べ
て
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
問

(9) 

題
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に
不
作
為
共
犯
の
成
立
要
件
の

問
題
に
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
に
は
、
価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
、
一
般
的

な
不
作
為
犯
論
に
お
け
る
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
、
法
益
に
対
す

(
叩
)

る
排
他
的
支
配
の
要
件
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
不
作
為
共
犯
お

(
日
)

い
て
も
、
明
確
に
同
要
件
を
求
め
る
見
解
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
理
論
状

況
に
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
理
論
状
況
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る

(ロ)

住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
し
た
い
。

ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
は
、
自
己
の
管
轄
領
域

(
N
g
g
E釘
'

宮
宮
σ
0
5
n
E
)

に
あ
る
特
定
の
危
険
源
に
対
す
る
責
任
に
基
づ
い
て
作
為

義
務
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
と
し
、
例
え
ば
、
物
や
工
作
物
の
所
有
者
、

占
有
者
は
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
危
険
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
い

(
日
)
る
。
そ
の
よ
う
な
問
題
領
域
に
お
い
て
、
例
示
し
た
よ
う
な
、
物
や
工
作

物
か
ら
の
危
険
を
阻
止
し
な
い
不
作
為
単
独
正
犯
が
問
題
と
な
る
場
合
と
、

そ
の
管
轄
領
域
に
お
い
て
他
人
が
犯
罪
行
為
を
し
て
い
る
の
を
阻
止
し
な

い
不
作
為
共
犯
が
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
不
作
為
単
独

正
犯
が
問
題
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
損
害
の
な
い
状
態
は
、
危
険
源

に
対
す
る
支
配
を
有
す
る
者
(
国
自
由

n
E宮
E
E
Z『
)
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
者
に
は
、
危
険
源
の
支
配
を
法
が
認
め
る
こ
と
の
引
き

換
え
に
、
な
い
し
は
危
険
の
な
い
共
同
生
活
の
た
め
に
、
自
己
の
支
配
領

域
か
ら
第
三
者
へ
危
険
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
防
止
す
る
保
障
人
義

(
は
)

務
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
他
人
の
犯
罪

行
為
の
阻
止
義
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
は
、
判

例
が
学
説
の
展
開
を
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
、
当
初
は
、
住
居
の
閉
鎖
的
・

排
他
的
特
徴
に
基
づ
い
て
、
不
作
為
単
独
正
犯
と
同
様
に
犯
罪
阻
止
義
務

を
認
め
て
い
た
も
の
が
、
や
が
て
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
た

場
合
に
の
み
犯
罪
阻
止
義
務
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

犯
罪
阻
止
義
務
が
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
と
い
う
「
限
定
化
」
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
「
限
定
化
」

は
、
わ
が
国
の
理
論
状
況
に
参
考
と
な
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る。

北法53(6・162)1778

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
住
居
の

居
住
者
に
関
す
る
犯
罪
阻
止
義
務
の
「
限
定
化
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
の
理
論
状
況
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
に
し
た
い
。
考
察
の
方

法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
過
程
を
概
観
し
て
、
そ
の
「
限

定
化
」
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
(
二
)
。
そ
の
後
、
学
説
に
検
討
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
限
定
化
」
の
理
論
的
背
景
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
「
限

定
化
」
の
実
質
を
考
察
し
た
い
(
三
)
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
そ
の
「
限

定
化
」
の
実
質
を
、
わ
が
国
の
理
論
状
況
に
反
映
さ
せ
て
み
た
い
と
思
う

(四)。
な
お
、
わ
が
国
の
判
例
に
お
い
て
、
大
阪
高
裁
平
成
二
年
一
月
二
三
日

(
日
)

判
決
が
、
「
不
作
為
に
よ
る
暫
助
犯
に
つ
い
て
は
、
不
真
正
不
作
為
犯
自

体
に
実
質
的
に
み
て
犯
罪
成
立
の
限
界
が
不
明
確
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と

い
う
点
で
罪
刑
法
定
主
義
に
か
か
わ
る
問
題
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
が
正
犯

の
犯
罪
(
刑
罰
)
拡
張
事
由
と
し
て
の
常
助
犯
に
か
か
る
場
合
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
成
立
の
根
拠
と
な
る
法
的
作
為
義
務
の
認
定
は
特
に
慎
重
で
な



「不作為による共犯の限定化」について

け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
例
外
と
し
て
そ
の
成
立
が
明
白
な
場
合
に
限

(
日
)

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
不
作
為
共
犯
の
成
立
に
つ
い
て
限

定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
釧
路
地
裁
平
成
一
一
年
二
月
一
一
一

(口)

日
判
決
が
、
「
罪
刑
法
定
主
義
の
見
地
か
ら
不
真
正
不
作
為
犯
自
体
の
拡

が
り
に
絞
り
を
掛
け
る
必
要
が
あ
る
上
、
不
真
正
不
作
為
犯
を
更
に
拡
張

す
る
脅
助
犯
の
成
立
に
は
特
に
慎
重
な
絞
り
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
被
告
人
に
具
体
的
に
要
求
さ
れ
る
作
為
の
内
容
と
し
て
、
ほ
ぼ

確
実
に
阻
止
し
え
た
行
為
を
想
定
す
る
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
じ

く
限
定
的
な
態
度
を
示
し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
本
稿

の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
判
例
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
不
作
為
共
犯
の
可

罰
範
囲
に
つ
い
て
の
限
定
的
な
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
も
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お
い
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
を
め

ぐ
り
認
め
ら
れ
る
、
現
象
と
し
て
の
「
限
定
化
」
を
客
観
的
に
考
察
し
、

そ
こ
で
得
た
示
唆
を
わ
が
国
の
理
論
状
況
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。以
下
.
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
検
討
を
は
じ
め
る
こ
と
に
す
る
。

(
1
)
曽
根
威
彦
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
三
一
三
号
(
一
九
九
一
年
)

一
二
四
頁
。

(
2
)
入
江
猛
「
判
批
」
研
修
六
一
八
号
(
一
九
九
九
年
)
二
八
頁
以

下
も
、
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

(3)
わ
が
国
で
不
作
為
犯
の
正
犯
と
共
犯
の
区
別
を
扱
っ
た
主
な
文

献
と
し
て
、
斉
藤
誠
二
「
不
作
為
犯
と
共
犯
」

E
垣

印

nzoo-
一
四

号
(
一
九
七
九
年
)
一
一
一
一
頁
、
阿
部
純
二
「
不
作
為
に
よ
る
従
犯

(
上
)
(
中
)
」
刑
法
雑
誌
一
七
巻
三
・
四
号
(
一
九
七
一
年
)
一

頁
、
一
八
巻
一
・
二
号
(
一
九
七
一
年
)
七
一
頁
、
中
義
勝
「
不

作
為
に
よ
る
共
犯
」
刑
法
雑
誌
二
七
巻
四
号
(
一
九
八
七
年
)
七

三
九
頁
(
同
『
刑
法
上
の
諸
問
題
』
(
一
九
九
一
年
)
所
収
、
一
二

二
九
真
)
、
神
山
敏
雄
『
不
作
為
を
め
ぐ
る
共
犯
論
』
(
一
九
九
四

年
)
特
に
一
一
頁
以
下
、
松
生
光
正
「
不
作
為
に
よ
る
関
与
と
犯

罪
阻
止
義
務
」
刑
法
雑
誌
三
六
巻
一
号
(
一
九
九
六
年
)
一
四
二

頁
、
平
山
幹
子
「
『
義
務
犯
』
に
つ
い
て
(
一
)
(
二
・
完
)
」
立

命
館
法
学
二
七
O
号
(
二
0
0
0
年
)
一
一
二
頁
、
同
二
七
三
号

(二
0
0
0
年
)
二
O
七
頁
、
内
田
文
昭
「
不
真
正
不
作
為
犯
に

お
け
る
正
犯
と
共
犯
」
神
奈
川
法
学
三
四
巻
三
号
(
二
O
O
一
年
)

一
頁
、
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
正
犯
と
共
犯
の
区
別
の
観
点

か
ら
、
わ
が
国
の
判
例
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
中
義
勝
「
わ

が
判
例
と
不
作
為
に
よ
る
帯
助
」
法
学
論
集
(
関
西
大
学
)
三
六

巻
三
・
四
・
五
合
併
号
(
一
九
八
六
年
)
四
九
三
頁
、
吉
川
真
理

「
不
作
為
に
よ
る
共
犯
」
秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
紀
要
五

号
(
二
0
0
0
年
)
五
一
頁
、
阿
部
純
二
「
不
作
為
に
よ
る
従
犯

に
関
す
る
最
近
の
判
例
に
つ
い
て
」
研
修
六
三
九
号
(
二
O
O
一
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年
)
三
頁
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
論
考
と
し
て
、

国
自

?
g
a

∞n
F
垣
与
岨
吋
島
田
町
『
凹
n
Z
Hち
w

E

E

J

「
刊
即
日
ロ
各
自
由

σmF

C
ロ
四
四
己
曲
師
国
ロ
ロ
加

g
f
-唱
唱
。
・
一
【
川
町
民
目
立
山
富
∞
刊
ロ
ロ
や
回
包
F
F
Z
-伺
【

】

Z
R
E
Cロ
円
四
?

宮田町田・

Nog-
な
ど
が
あ
る
。

(4)
神
山
敏
雄
『
不
作
為
を
め
ぐ
る
共
犯
論
』
(
一
九
九
四
年
)
一
一

頁
以
下
、
松
生
光
正
「
不
作
為
に
よ
る
関
与
と
犯
罪
阻
止
義
務
」

刑
法
雑
誌
三
六
巻
一
号
(
一
九
九
六
年
)
一
四
二
頁
。

(
5
)
大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
i
ル
刑
法
(
五
)
』
〔
堀
内
信

明
・
安
庚
文
夫
〕
(
第
二
版
、
一
九
九
九
年
)
五
五
四
頁
、
山
口

厚
「
プ
ロ
パ
イ
ダ
i
の
刑
事
責
任
」
法
曹
時
報
五
二
巻
四
号
(
二

0
0
0
年
)
人
頁
以
下
、
同
「
共
犯
論
の
現
状
と
課
題
」
法
学
教

室
二
六
六
号
(
二
O
O
二
年
)
三
九
頁
以
下
。

(
6
)
公
表
さ
れ
て
い
る
不
作
為
共
犯
に
関
す
る
判
例
を
、
確
認
さ
れ

た
範
囲
内
で
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
お
く
。

①
大
判
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
年
)
三
月
九
日
刑
集
七
巻
一
七

二
頁
〔
投
票
関
渉
罪
常
助
〕
、
②
大
判
昭
和
二
二
年
(
一
九
三
八

年
)
四
月
七
日
刑
集
一
七
巻
二
四
四
頁
〔
詐
欺
耕
助
〕
、
③
大
判

昭
和
一
九
年
(
一
九
四
四
年
)
四
月
三
O

B
刑
集
二
三
巻
八
二
具

〔
詐
欺
常
助
〕
、
④
福
岡
高
判
昭
和
二
五
年
(
一
九
五
O
年
)
八

月
一
一
日
高
刑
特
報
二
一
号
一
一
一
一
一
頁
〔
関
税
法
違
反
常
助
・
貿

易
等
臨
時
措
置
令
違
反
常
助
|
無
罪
〕
、
⑤
高
松
高
判
昭
和
二
八

年
(
一
九
五
三
年
)
四
月
四
日
高
刑
特
報
三
六
号
九
頁
〔
窃
盗
脅

助
〕
、
@
東
京
高
判
昭
和
二
八
年
(
一
九
五
三
年
)
六
月
二
六
日

東
高
刑
時
報
四
巻
三
号
六
九
頁
〔
麻
薬
取
締
法
違
反
脅
助
l
無

罪
〕
、
⑦
最
判
昭
和
二
九
年
(
一
九
五
四
年
)
三
月
二
日
裁
判
集

刑
九
三
号
五
九
頁
〔
公
然
わ
い
せ
つ
常
助
〕
、
⑧
名
古
屋
高
判
昭

和
二
二
年
(
一
九
五
六
年
)
二
月
一

O
日
高
刑
集
九
巻
四
号
三
二

五
頁
H

高
刑
特
報
三
巻
五
号
一
四
八
頁
〔
現
住
建
造
物
放
火
幣
助

|
無
罪
〕
、
⑨
東
京
地
判
昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
年
)
二
月
一

八
日
判
時
一
八
五
号
コ
一
五
頁
〔
傷
害
暫
助
〕
、
⑩
高
松
高
判
昭
和

四
O
年
(
一
九
六
五
年
)
一
月
一
一
一
日
下
刑
集
七
巻
一
号
一
頁
〔
銃

刀
法
違
反
暫
助
〕
、
⑪
大
阪
地
判
昭
和
四
四
年
(
一
九
六
九
年
)

四
月
八
日
判
時
五
七
五
号
九
六
頁
〔
不
動
産
侵
奪
常
助
〕
、
⑫
高

松
高
判
昭
和
四
五
年
(
一
九
七
O
年
)
一
月
一
三
日
刑
月
二
巻
一

号
一
頁
H
判
時
五
九
六
号
九
八
頁
〔
業
務
上
横
領
有
助
〕
、
⑬
大

阪
高
判
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
年
)
一

O
月
二
日
判
タ
六
七
五

号
二
四
六
頁
〔
殺
人
常
助
〕
、
⑪
大
阪
高
判
平
成
二
年
(
一
九
九

O
年
)
一
月
一
一
一
二
日
高
刑
集
四
三
巻
一
号
一
頁
〔
売
春
防
止
法
違

反
脅
助
|
無
罪
〕
、
⑮
東
京
高
判
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)

一
月
二
九
日
判
時
一
六
八
三
号
一
五
三
頁
〔
強
盗
致
傷
脅
助
|
無

罪
〕
、
⑬
釧
路
地
判
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)
二
月
一
一
一
日

判
時
一
六
七
五
号
一
四
八
頁
〔
傷
害
致
死
常
助
|
無
罪
〕
、
⑪
札

幌
高
判
平
成
二
一
年
(
二
0
0
0
年
)
三
月
一
六
日
判
時
一
七
一

一
号
一
七
O
頁
H
判
タ
一

O
四
四
号
二
六
三
頁
〔
⑮
の
控
訴
審
・

傷
害
致
死
脅
助
〕
。

ま
た
、
大
阪
高
判
平
成
二
二
年
(
二
O
O
一
年
)
六
月
一
一
一
日
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「不作為による共犯の限定化Jについて

判
タ
一

O
八
五
号
二
九
二
頁
は
、
子
供
を
こ
た
つ
の
天
板
に
た
た

き
つ
け
て
殺
害
す
る
、
実
行
正
犯
者
た
る
妻
の
事
案
で
あ
る
が
、

そ
の
共
謀
性
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
、
夫
に
不
作
為
的
関
与
を
認

め
て
い
る
(
被
告
人
上
告
。
夫
に
関
し
て
は
有
罪
が
確
定
し
て
い

る)。他
方
、
堀
内
捷
三
「
不
作
為
犯
論
』
(
一
九
七
八
年
)
二
四
五

頁
、
松
宮
孝
明
「
不
作
為
と
共
犯
」
中
山
研
一
ほ
か
著
『
レ
ヴ
イ

ジ
オ
ン
刑
法
(
こ
』
(
一
九
九
七
年
Y
iず
八
七
頁
は
、
わ
が
国
で

は
、
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
が
不
作
為
共
犯
を
吸
収
し
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
不
作
為
関
与
者
に
つ
い
て
、

例
え
ば
意
思
の
疎
通
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
不
作
為
に
よ
る

関
与
と
は
認
め
ら
れ
ず
に
、
端
的
に
共
謀
共
同
正
犯
と
し
て
可
罰

性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
(
ま
さ
に
、
先
の
大
阪
高

裁
平
成
二
三
年
六
月
一
一
一
日
判
決
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
し
、
夫
の
罪
責
は
未
公
表
で
あ
る
こ
と
か
ら
確
認

で
き
て
い
な
い
)
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
不
作
為
共
犯
の
成
立

要
件
を
問
題
と
す
る
の
で
、
あ
く
ま
で
、
判
例
が
不
作
為
共
犯
と

し
て
扱
っ
た
も
の
だ
け
が
念
頭
に
置
か
れ
る
。
な
お
、
共
謀
共
同

正
犯
の
理
論
に
よ
る
不
作
為
共
犯
の
吸
収
の
問
題
性
を
指
摘
す
る

論
考
と
し
て
、
東
公
明
「
共
謀
共
同
正
犯
の
一
考
察
」
創
価
大
学

大
学
院
紀
要
一
七
集
(
一
九
九
五
年
)
六
一
頁
。

(
7
)
不
真
正
不
作
為
犯
論
に
お
い
て
は
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
議
論

が
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
(
栗
本
茂
樹
「
不

作
為
と
常
助
」
法
研
会
論
集
(
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
)
一
七
巻

一
・
二
号
(
二
O

O
二
年
)
七
五
頁
も
、
同
様
の
指
摘
を
し
て
い

る)。

(8)
例
え
ば
、
堀
内
捷
三
「
製
造
物
の
欠
陥
と
刑
事
責
任
」
研
修
五

四
六
号
(
一
九
九
三
年
)
三
頁
、
北
川
佐
世
子
「
製
造
物
責
任
を

め
ぐ
る
刑
法
上
の
問
題
点
」
早
稲
田
法
学
七
一
巻
二
号
(
一
九
九

六
年
)
一
七
一
頁
、
鎮
目
征
樹
「
刑
事
製
造
物
責
任
に
お
け
る
不

作
為
犯
論
の
意
義
と
展
開
」
本
郷
法
政
紀
要
人
号
(
一
九
九
九
年
)

三
四
三
頁
、
岩
間
康
夫
「
製
造
物
責
任
と
不
作
為
犯
論
」
現
代
刑

事
法
四
一
号
(
二
O

O
二
年
)
二
六
頁
。
ま
た
、
製
造
物
責
任
に

つ
い
て
は
、
田
寺
さ
お
り
「
製
造
物
責
任
領
域
に
お
け
る
刑
事
責

任
の
可
能
性
」
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
(
明
治
学
院
大
学
大
学
院
)
一

六
号
(
二
O
O
一
年
)
五
七
頁
も
、
参
照
。

(
9
)
不
作
為
犯
同
士
の
共
犯
関
係
に
お
い
て
、
直
接
的
に
結
果
を
阻

止
し
う
る
者
の
背
後
に
位
置
し
、
筒
接
的
に
結
果
を
阻
止
し
う
る

に
す
ぎ
な
い
者
の
作
為
義
務
の
有
無
が
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
と

指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、
斉
藤
彰
子
「
進
言
義
務
と
刑
事
責
任
」

金
沢
法
学
四
四
巻
二
号
(
二
O
O
二
年
)
一
三
四
頁
。

(
叩
)
井
田
良
「
不
真
正
不
作
為
犯
論
」
現
代
刑
事
法
三
号
(
一
九
九

九
年
)
九
三
頁
は
、
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
、
法
益
に
対

す
る
排
他
的
支
配
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
、
学
説
上
、
見
解
の
一
致

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
日
)
林
幹
人
『
刑
法
総
論
』
(
二
0
0
0
年
)
四
四
三
頁
以
下
。
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(
ロ
)
本
稿
で
「
犯
罪
阻
止
義
務
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
不
作
為
関

与
者
の
義
務
を
「
阻
止
義
務
」
と
「
保
護
義
務
」
に
分
け
、
そ
れ

に
よ
り
正
犯
と
共
犯
と
を
区
別
す
る
見
解
と
は
何
ら
関
係
は
な
い
。

不
作
為
単
独
正
犯
者
に
認
め
ら
れ
る
作
為
義
務
と
は
異
な
り
、
特

に
、
故
意
作
為
正
犯
者
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
し
な
い
と
い
う
共
犯

と
し
て
の
意
味
を
込
め
て
、
「
犯
罪
阻
止
義
務
」
と
し
て
い
る
。

(日
)
ω
n
z
α
ロ
宵
史
的
n
F円
。
向
日
開
史
的
可
白

p
m可
白
『
明
白
田
町
民
σ
E
n
z・
国
内

O
B
5
2円釦
F
N
a・

〉
Z
P
M
0
2・掛目凶
-
E
P
S・
判
例
も
、
例
え
ば
、
Z臼
円

N
'
m
m
3
F

】
・
(
切
。
戸
匂
見
〈
-
u
・叫

3
3・
)
が
、
多
く
の
可
燃
物
が
あ
る
部
屋

で
の
火
の
不
始
末
に
よ
る
失
火
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
、
そ
の
飲

食
庖
の
経
営
者
と
し
て
、
他
人
へ
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
適

切
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

(

凶

)

知

己

主

歪

記

o
E
ω
g
g
己
E
P
E
F
E
-∞
豆
町
自
白
押
広
島
町
『

開
。

g
g
g
H
R
N己
目
的
可
民
間
刊
目
。
同

Nσ=口
町
・
回

g
a
-
-
〉

zmEdo-口町
司
同

dmp

a
・〉ロ戸咽苫喝、ア一叩】凶
-
M
N

【同ロ・凶吋

(
日
)
大
阪
高
判
平
成
二
年
(
一
九
九
O
年
)
一
月
一
一
一
一
一
日
高
刑
集
四

三
巻
一
号
一
頁
。

(
凶
)
内
田
文
昭
「
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
六
六
号
(
一
九
九
一
年
)

九
二
頁
は
、
こ
の
大
阪
高
裁
の
見
解
に
つ
い
て
、
「
不
作
為
に
よ
る

常
助
」
が
「
作
為
に
よ
る
常
助
」
に
同
置
で
き
る
か
ど
う
か
だ
け

を
問
題
に
す
れ
ば
足
り
る
の
に
、
同
高
裁
が
こ
と
さ
ら
「
例
外
」

を
強
調
し
た
こ
と
に
、
疑
問
を
示
し
て
い
る
。

(
げ
)
釧
路
地
判
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)
二
月
一
一
一
日
判
時
一

六
七
五
号
一
四
八
頁
。
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住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
ド

イ
ツ
判
例
の
展
開
過
程

1 

住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
現
在
の
状
況

現
在
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
住
居
や
土
地
の
居
住
者
・
管
理
者

(
E
Z
E
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
、

次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ツ
ヴ
ア
イ
ブ
リ
ユ
ツ
ケ
ン
高
等
裁
判
所
一
九
九
九
年
一
月
一

(2) 

四
日
決
定
(
以
下
、
「
的
年
決
定
」
と
す
る
)
は
、
女
性
被
告
人
と
正
犯

者
U
が
、
被
告
人
が
賃
借
し
て
い
る
庭
つ
き
の
住
宅
に
U
を
迎
え
入
れ
る

か
た
ち
で
同
棲
関
係
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

U
が
、
被
告
人
の
同
意
な
く
、

被
告
人
宅
の
庭
で
大
麻
を
栽
培
し
、
他
方
、
被
告
人
自
身
は
、
こ
の
こ
と

を
認
識
し
な
が
ら
も
、
同
棲
関
係
を
考
慮
し
て
黙
認
し
た
、
と
い
う
事
案

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
不
作
為
に
よ
る
脅
助
は
、
被
告
人
に
大
麻
の
栽
培
を
閉
止
す
べ
き
法

的
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
問
題
と
な
る
」
。
た
だ
、
こ
の
と
き
、



「
判
例
や
学
説
の
一
般
的
見
解
に
従
え
ば
、
土
地
や
住
居
の
管
理
者
・
居

住
者

(
E
E
σ
R
R
E
D
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
そ
の
場
所
ま
た
は

土
地
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
義
務
が
生
じ
る
こ
と

は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
し
か
し
、
「
住
居
が
、
特
別
な
性
質
(
回
g
n
u
ネ

時
四

5
2
)
あ
る
い
は
状
態

(Emn)
の
た
め
に
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場

合
に
は
、
住
居
の
居
住
者
は
、
住
居
が
犯
罪
行
為
の
実
行
を
容
易
に
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
護
、
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い

ヲ
心
。

「不作為による共犯の限定化jについて

こ
の
こ
と
か
ら
、
的
年
決
定
は
、
当
該
事
案
に
お
い
て
は
、
「
被
告
人

宅
の
庭
が
柵
に
因
わ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
普
通
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
犯
罪
の
手
段
と
し
て
の
特
別
な
意
味
を
も
た
な
い
。
ま
た
、

大
麻
の
栽
培
は
住
居
や
テ
ラ
ス
な
ど
の
他
の
閉
鎖
的
な
場
所
で
も
行
わ
れ

う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
土
地
の
性
質
が
特
別
な
危
険
源
を
基
礎
づ
け
る
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
土
地
は
、
犯
罪
行
為
と
特
別
な
関
わ
り
を
も
っ

状
態
で
も
な
い
」
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
「
被
告

人
に
は

U
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
べ
き
保
障
人
義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
判
例
で
は
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
に

つ
い
て
、
不
作
為
関
与
者
が
、
そ
の
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
も
っ
て
、
直
ち
に
住
居
内
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る

義
務
が
あ
る
と
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、

住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
た
場
合
に
は
、
住
居
が
犯
罪
行
為
の
実

行
を
容
易
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
護
、
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
判
断
枠
組
み
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
枠
組
み
は
、
一
九
八
二
年
二
月
二
四
日
の
連
邦
通
常
裁
判

(3) 

所
判
決
(
以
下
、
「
回
年
判
決
」
と
す
る
)
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
回
年
判
決
以
前
は
、
こ
の
よ
う

な
現
在
の
考
え
と
は
異
な
る
見
解
が
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
白
年
判
決
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
時
系
列
的
に
現

在
ま
で
の
判
例
の
展
開
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

2 

住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
い
た

位
年
判
決
以
前
の
状
況

判
例
は
、
当
初
、
住
居
な
ど
の
イ
ン
ハ

l
パ
l
(
E
E宮
門
)
で
あ
る

(4) 

こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
肯
定
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
飲
食
庖
経
営
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
に
関
す
る
連
邦
通
常
裁

(5) 

判
所
一
九
六
六
年
七
月
五
日
判
決
(
以
下
、
「
前
年
判
決
」
と
す
る
)
は
、

次
の
よ
う
に
判
一
不
す
る
。

事
案
は
、
飲
食
庖
の
女
性
経
営
者

(EZち
3
ロ
巳
ロ
旬
。

E
3
5
n
z
m
)
北法53(6・167)1783



研究ノート

で
あ
る
被
告
人
は
、
四
人
の
男
性
常
連
客
が
、
ダ
ン
ス
の
誘
い
を
断
っ
た

被
害
女
性
に
対
し
て
頭
髪
や
陰
毛
の
一
部
を
無
理
や
り
に
切
る
と
い
う
行

為
に
及
ぶ
の
を
黙
認
し
た
。
こ
の
結
果
、
被
害
女
性
は
、
防
御
反
射
の
た

め
に
陰
部
の
あ
た
り
に
ハ
サ
ミ
に
よ
る
刺
し
傷
を
負
ぃ
、
四
人
の
実
行
者

が
顔
を
背
け
る
ほ
ど
の
出
血
を
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
飲
食
庖
営
業
法
(
。
皇
忠
告

gmn認
可
)
二

条
一
項
一
号
、
一
二
条
二
項
一
号
に
基
づ
い
て
(
そ
の
参
考
判
例
と
し
て
、

(6) 

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
二
四
年
一

O
月
一

O
日
判
決
を
挙
げ
て
い
る
)
、
被

告
人
に
は
四
人
の
男
性
客
の
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
被

告
人
と
四
人
の
男
性
客
に
、
危
険
な
傷
害
の
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る

と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
前
年
判
決
は
、
原
審
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
適
切
で

あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
い
ず
れ
に
せ
よ
被

告
人
に
は
、
飲
食
庖
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
、
被
告
人

が
処
分
権
限
を
有
す
る
場
所
内
の
秩
序
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
義
務
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
、
本
件
の
よ
う
に
、
客
に
対
す

る
他
の
客
か
ら
の
暴
行
に
つ
い
て
は
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判

(7) 

示
し
、
被
告
人
の
上
告
を
斥
け
、
原
判
決
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
印
年
判
決
が
示
し
た
、
飲
食
庖
の
経
営
者
に
つ
い
て
、

特
定
の
場
所
に
対
す
る
処
分
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
直
ち
に

犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
と
い
う
考
え
方
が
、
住
居
の
居
住
者
に
対
し
て

(8) 

も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(9) 

す
な
わ
ち
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
七
六
年
一

O
月
六
日
判
決
(
以
下
、

「
苅
年
判
決
」
と
す
る
)
は
、
住
居
の
居
住
者
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な
事

案
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

被
告
人
は
、
飲
食
庖
で
六
五
歳
の
年
金
生
活
者

K
と
知
り
合
い
、
数
日

後
、
被
告
人
宅
に

K
を
迎
え
入
れ
た
。
そ
の
夜
、
被
告
人
と

K
は
、
被
告

人
宅
の
部
屋
で
、
別
の
二
人
の
客
S
と
T
と
と
も
に
、
か
な
り
の
量
の
お

酒
を
飲
ん
だ
。
夜
も
更
け
た
こ
ろ
、

K
は
泥
酔
し
、
ソ
フ
ァ
ー
の
上
で
眠

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

S
は
、
そ
れ
を
奇
貨
と
し
、

K
の
上
着
か
ら
現
金

の
入
っ
た
財
布
と
預
金
通
帳
を
奪
い
取
っ
た
。
そ
し
て
、
三

0
0
0
ド
イ

ツ
マ
ル
ク
の
預
金
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
暗
証
番
号
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も
、

K
は
泥
酔
し
て
い
た

た
め
に
答
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

S
は
、
無
理
や
り
に
聞
き
出
そ
う

と
顔
面
を
何
度
も
力
を
込
め
て
殴
っ
た
。
そ
の
問
、
被
告
人
は
、
近
く
に

い
て
事
の
な
り
ゆ
き
を
見
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
、

S
が
K
を
脅
そ
う
と
し

て
い
る
の
を
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

結
局
、

K
は
、
激
し
い
一
撃
を
受
け
、
鼻
と
の
ど
に
損
傷
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
暗
証
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
吸
い
込
ん
だ
血
液

に
よ
り
窒
息
死
し
た
。

北法53(6・168)1784



こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
被
告
人
は

S
の
行
為
を
阻
止
し
な
か
っ
た

「不作為による共犯の限定化」について

と
し
て
、
不
作
為
に
よ
る
「
致
死
を
伴
っ
た
強
盗
的
恐
喝
未
遂
な
Ra

g
S
R
&
5
2
m
n
Z
開
号

B
a
E
m
B
X
4
a
g
E加
開
)
」
の
正
犯
と
し
て
有
罪

(
叩
)

と
し
た
(
ち
な
み
に
、

S
に
は
す
で
に
「
致
死
を
伴
っ
た
強
盗
的
恐
喝
未

遂
」
が
成
立
し
、
確
定
し
て
い
る
)
。

そ
し
て
、
花
年
判
決
は
、
原
審
が
被
告
人
に
保
障
人
的
地
位
を
認
め
た

こ
と
に
は
異
議
を
唱
え
る
べ
く
も
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
被
告
人
は

K
を
自
宅
へ
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
客
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
侵
害
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
飲
食
庖
の
経
営
者
に
対
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
〔
同
年
判
決
、

筆
者
註
〕
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
飲
食
庖
の
経
営
者
は
、

自
己
が
処
分
権
限
を
有
す
る
場
所
に
お
い
て
は
秩
序
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
、
特
に
、
客
に
対
す
る
他
の
客
か
ら
の
暴
行
に
つ
い
て
は

(
日
)

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
?
い
」
と
。
そ
う
す
る
と
、
住
居
の
居
住
者
に
も

適
切
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
、
被
告
人
に
犯
罪
阻

止
義
務
を
認
め
た
。

た
だ
、
続
け
て
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
が

認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
何
ゆ
え
義
務
が
課
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
次

(ロ)

の
よ
う
に
判
示
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
被
害
者
K
を
自
宅
内
へ

と
迎
え
入
れ
、
保
護
に
つ
い
て
も
意
の
ま
ま
に
で
き
た
の
で
あ
る
。
同
時

に
、
そ
の
こ
と
は
、
保
障
人
と
し
て
み
な
す
こ
と
を
正
当
化
す
る
信
頼
根

拠

2
2
3ロ
gお
EE-am)
を
作
り
出
す
。
つ
ま
り
、
他
人
の
住
居
に
、

そ
の
住
居
の
居
住
者
の
招
待
に
基
づ
い
て
訪
れ
た
者
は
、
そ
の
住
居
の
居

住
者
の
支
配
領
域
内
に
お
い
て
は
、
重
大
な
危
険
に
つ
い
て
味
方
に
な
る

こ
と
を
信
頼
し
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
客
が
そ
の
住
居
に
滞
在
中
、

(
本
件
の
よ
う
に
、
侵
入
者
な
ど
の
外
部
の
第
三
者
か
ら
で
は
な
く
、
住

居
の
居
住
者
自
身
が
招
い
た
客
か
ら
侵
害
を
受
け
た
場
合
の
よ
う
な
)
危

険
に
脅
か
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
」
と
し
た
。
「
も
っ
と

も
、
す
べ
て
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
さ
さ
い
な
暴
行
や
ト
ラ
ン
プ
ゲ

l
ム
を
め
ぐ
る
わ
ず

か
な
詐
欺
に
対
し
て
ま
で
義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
、
そ
の
住
居
内
に
お
い
て
女
性
が
強
姦
さ
れ
る
と
か
、
客
が
殺
害
さ
れ

る
な
ど
の
重
大
な
犯
罪
行
為
に
対
し
て
は
、
住
居
の
居
住
者
は
介
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
様
に
、
強
盗
的
恐
喝
の
被
害
者
に

対
し
て
も
あ
て
は
ま
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
の
も
と
に
お
い
て

も
、
被
告
人
は
恐
喝
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
の
で

あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
市
年
判
決
は
、
被
告
人
に
は

S
の
恐
喝
を
阻
止
し

(
日
)

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
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要
す
る
に
、
河
年
判
決
は
、
前
年
判
決
を
引
用
し
、
住
居
の
居
住
者
に

つ
い
て
、
イ
ン
ハ

l
パ
1

2
吾
ち
R
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い

て
犯
罪
阻
止
義
務
が
生
じ
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
何
ゆ
え

住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
が
生
じ
る
の
か
と
い
う

(
日
比
)

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
信
頼
根
拠
」
に
基
づ
く
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
は
、
単
に
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
そ
の

場
所
に
お
け
る
す
べ
て
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
住
居
の
居
住
者
が
、
客
を
迎
え
入
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
客
に
対
す
る
犯
罪
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
前
年
判
決
よ
り
も
狭
い
可
罰
範
囲
を
想
定
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
さ
さ
い
な
犯
罪
行
為
に
対
し
て
は
義
務
づ
け
ら
れ

な
い
が
、
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
と
こ

(
日
)

ろ
も
、
可
罰
範
囲
の
限
定
を
意
図
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
百
年
判
決
で
は
、
前
年
判
決
と
比
較
し
て
、
す
で
に
ひ
と

(
凶
)

つ
の
「
限
定
化
」
が
図
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
、
均
年
判
決
が
、
あ
く
ま
で
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
に
基

づ
い
て
犯
罪
阻
止
義
務
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
認
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
、
次
に
見
る
回
年
判
決
、
並
び
に
そ
れ
以
後
の
判
例
と
決
定
的
に

(

η

)

(

凶
)

異
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
判
例
の
展
開
の
上
で
転
機
と
な
る
、

回
年
判
決
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
詳
し

く
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

事
案
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
正
犯
者

B
は
、
一
九
八
一
年
一
月
二
九

日
早
朝
、
他
の
四
人
の
男
と
共
同
し
て
、
一
八
歳
の
女
性
A
に
対
し
、
路

上
で
襲
い
掛
か
り
殴
打
し
た
上
、
自
動
車
で
連
れ
去
っ
た
。

B
は
、
必
要

で
あ
れ
ば
暴
力
を
も
っ
て
し
で
も
、
車
内
で
性
的
交
渉
に
及
ぶ
意
図
で

あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、

A
の
激
し
い
抵
抗
に
あ
い
、
果
た

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
逃
げ
場
と
な
る
屋

根
裏
部
屋
を
も
っ
、
同
じ
く
被
告
人
で
あ
る

S
及
び
そ
の
妻
の
家
に
、

A

を
連
れ
込
ん
だ
o

そ
し
て
、
そ
の
屋
根
裏
部
屋
に
お
い
て
、

B
は
、
暴
力

を
も
っ
て
性
的
交
渉
に
及
ん
だ
上
、
さ
ら
に
殴
る
蹴
る
の
暴
行
も
加
え
た
。

そ
の
後
、

S
が
、
屋
根
裏
部
屋
に
現
れ
た
の
で
、

A
は
こ
れ
ま
で
起
こ
っ

た
こ
と
を
告
げ
、
助
け
を
求
め
た
が
、

B
か
ら
殺
す
ぞ
と
い
っ
て
脅
さ
れ

た
。
他
方
、

S
夫
人
も
、
九
時
ご
ろ
姿
を
現
し
、

A
の
話
を
聞
い
て
、
血

の
つ
い
た

A
の
顔
を
拭
き
、
壊
れ
た
電
灯
の
破
片
を
掃
除
し
た
が
、
ま
た

も

B
か
ら
殺
す
ぞ
と
脅
さ
れ
た
上
、
灰
皿
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

住
居
の
危
険
源
性
が
犯
罪
阻
止
義
務
を
基
礎
づ
け
る
と
し
た
回
年

判
決

~1: 1去53(6 ・ 170)1786
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の
脅
迫
に
よ
っ
て
、

S
夫
妻
は
、

A
の
解
放
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
、

S
夫
妻
は
、

B
が
A
を
無
理
や
り
に
誘
拐

し
、
性
的
交
渉
に
及
、
び
、
そ
の
後
も
暴
行
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
。
結
局
、

A
は
、
五
時
間
後
、
匿
名
の
通
報
を
受
け
た
警
察
官
に

よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
原
審
は
、
先
の
前
年
、
花
年
判
決
と
同
様
に
、

被
告
人

S
及
び

S
夫
人
が
、
と
も
に
正
犯
者
が
行
為
に
利
用
し
た
場
所
に

対
す
る
処
分
権
限
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
、
保
障
人
的

地
位
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、

S
夫
妻
に
そ
れ
ぞ
れ
、
被
拐

取
者
の
意
思
に
反
す
る
誘
拐
の
罪
、
並
び
に
危
険
な
傷
害
の
罪
と
の
所
為

単
一

(
d
E口
宮
町
民
)
と
な
る
、
強
姦
罪
、
に
対
す
る
不
作
為
に
よ
る
暫

助
の
成
立
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
四
年
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
原
審
は
、
被
告
人
の
所
為
を
、
不
作
為
に
よ
る
常
助
の
法
的
観
点
で

の
み
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
障
人
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
作
為
義

務
の
根
拠
を
、
被
告
人
が
、
正
犯
者
が
行
為
に
利
用
し
た
場
所
に
対
す
る

処
分
権
限
を
有
し
て
い
た
と
い
う
事
情
か
ら
導
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

図
。
図
的
門
町
-
-
0
・
〔
苅
年
判
決
、
筆
者
註
〕
の
刑
事
部
判
決
に
依
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
事
案
は
、
被
告
人
自
身
が
被
害
者
を
自
宅
に

迎
え
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
保
護
に
つ
い
て
も
意
の
ま
ま
に
で
き
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
の
保
障
人
的
地
位
は
、
信
頼
根
拠
に

基
づ
き
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
住
居
の
居
住
者
が
、
被
告

人
と
は
関
係
な
く
住
居
に
手
を
の
ば
し
た
者
か
ら
の
危
険
も
回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
決
に
お
い
て
明
ら
か

(
ゆ
)

に
さ
れ
て
は
い
な
い
」
0

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
被
告
人
の
犯
罪
阻
止
義
務
に
つ
い
て
、
次

(
初
)

の
よ
う
に
検
討
し
た
。

「
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
す
る
結
果
を
回
避
し
な
か
っ
た
者
は
、
法
的

に
結
果
の
不
発
生
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
、
刑

(
幻
)

法
二
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
可
罰
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
不
作
為
は
、

作
為
に
よ
る
構
成
要
件
実
現
に
準
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.. 

こ
の
と
き
、
保
障
人
的
地
位
の
法
的
性
格
は
、
法
律
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

は
い
な
い
。
た
だ
、
す
で
に
二
二
条
の
適
用
に
際
し
て
は
、
判
例
、
学
説

に
よ
っ
て
、
発
生
根
拠
か
ら
の
分
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、

法
律
上
の
義
務
、
事
実
上
の
引
き
受
け
、
危
険
を
創
出
し
た
先
行
行
為
、

に
基
づ
く
と
す
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
な
る
結
果

阻
止
の
事
実
上
の
可
能
性
、
倫
理
上
の
義
務
は
、
保
障
人
義
務
を
肯
定
す

る
に
あ
た
っ
て
、
決
し
て
十
分
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
」
。

「
第
三
者
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
対
し
て
そ
の
場
所
に
い
る
す
べ
て
の
人

を
保
護
す
る
と
い
う
、
住
居
の
居
住
者
の
義
務
に
つ
い
て
、

北法53(6・171)1787

一
部
の
学
説



研究ノート

に
よ
れ
ば
、
法
秩
序

(pnzgaE口
問
)
が
、
第
三
者
や
警
察
の
介
入

を
困
難
に
す
る
(
ド
イ
ツ
基
本
法
一
三
条
二
項
、
ド
イ
ツ
刑
訴
法
一

O
三

条
、
一

O
四
条
)
住
居
の
不
可
侵
性
に
関
す
る
基
本
的
権
利
(
ド
イ
ツ
基

(n) 

本
法
一
一
一
一
条
一
項
)
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
特
別
な
拒
否
権
限
(
〉

σ52『宮
P
官
互
に
基
づ
い
て
、

高
度
な
権
利
の
反
射
的
効
果
と
し
て
、
保
護
義
務
を
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
住
居
権
の
保
護
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
一
一
一
一
条
三
項
が
明
ら
か
に

す
る
よ
う
に
、
切
迫
し
た
犯
罪
行
為
に
際
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
見
解
は
根
拠
を
欠
い
て
い
る
。
他
方
、
別
の
見
解
と
し

て
、
義
務
を
基
礎
づ
け
る
明
ら
か
な
法
的
根
拠
が
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
、

住
居
の
居
住
者
が
賃
借
者
(
〉
ロ

B
E
g
)
や
占
有
者
(
阿
国
ロ
各
各
自
)
と

し
て
侵
害
に
寄
与
し
て
い
な
く
て
も
、
す
べ
て
の
住
居
の
居
住
者
に
、
住

居
内
に
い
る
人
に
対
す
る
保
護
者
や
監
督
者
の
役
割
を
強
い
る
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
発
生
し
た
危
険
の
惹
起
に
対
す
る
考
慮
も

な
く
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
発
生
し
た
法
益
侵
害
に
対
す
る
刑
法
上
の
義

務
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
為
義
務
の
範
囲
を
倫
理
的
義
務

の
範
囲
に
広
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
住
居
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
法
益
を
保
護
す
る
社
会
倫
理
的
義
務

(
8
N
E
a
F固
定
宮
苫
jkZ)
は
、
住
居
や
人
、
物
に
あ
る
、
意
味
や
目
的

と
し
て
、
物
的
保
護

(
Z
Z
2
z
g
M
n
E
R
)
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の

み
、
法
的
義
務
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
」
。

「
住
居
の
居
住
者
と
し
て
の
身
分
(
巴
加

g
ぉ

zm)
に
の
み
基
づ
く
保

障
人
的
地
位
は
、
学
説
上
も
一
般
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
判
例

に
お
い
て
も
、
住
居
や
そ
れ
以
外
の
場
所
の
居
住
者
・
管
理
者

(
E
E
a

北法53(6・172)1788

宮
司
)
は
、
法
的
義
務
を
基
礎
づ
け
る
特
別
な
事
情

(
v
a
s
a
n
5
C
B
B

E
E
n
)
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
場
所
に
お
け
る
法
益
侵
害

に
対
し
て
可
罰
的
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
事

情
は
、
妻
に
よ
る
子
供
の
殺
害
に
対
す
る
世
帯
主
主
主
岳
岳

5
2
2
g

と
し
て
の
地
位
、
妻
の
堕
胎
に
対
す
る
夫
と
し
て
の
地
位
、
さ
ら
に
は
、

飲
食
庖
の
経
営
、
住
居
の
保
護
領
域
に
被
害
者
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
、
に

認
め
ら
れ
る
」
。

「
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
住
居
の
居
住
者
の
保
障
人
義
務
は
、
住
居

が
特
別
な
性
質
(
回
何
回

n
E信
号
包
円
)
あ
る
い
は
状
態

(
E
m
m
)
の
た
め
に

危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
、
住
居
が
犯
罪
の
実
行
を
容
易
に
す
る
手

段
と
な
り
え
な
い
よ
う
、
保
護
、
監
督
す
る
義
務
と
し
て
生
じ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
原
審
の
事
実
認
定
か
ら
、
被
告
人
の
住
居
が
、

l
外
部
か

ら
隔
絶
し
た
領
域
と
し
て
、
住
居
内
で
の
出
来
事
を
認
識
さ
れ
る
の
を
防

ぐ
と
い
う
、
住
居
と
し
て
の
性
質
、
を
超
え
た
と
す
る
意
味
に
お
い
て

l

特
別
な
危
険
源
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
回
年
判
決
は
、
原
審
に
よ
る
犯
罪
阻
止
義
務
を
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肯
定
し
た
判
断
を
破
棄
し
、
被
告
人
を
無
罪
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
回
年
判
決
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
原
審

は
、
前
年
、
市
年
判
決
に
依
拠
し
、
被
告
人
が
、
正
犯
者
が
犯
罪
に
利
用

し
た
住
居
の
居
住
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義

務
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
回
年
判
決
は
、
被
告
人
自
身
が
迎
え

入
れ
た
わ
け
で
は
な
い
外
部
の
第
三
者
か
ら
の
危
険
に
つ
い
て
も
回
避
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
と
し
て
、

検
討
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
判
例
の
展
開
に
お
け
る
四
つ
の
「
転

(
お
)

換
点
」
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
(
後
に
考
察
す
る
が
)

住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解

の
根
拠
と
し
て
学
説
上
有
力
で
あ
っ
て
、
判
例
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
、

法
秩
序
が
住
居
の
不
可
侵
性
に
関
す
る
基
本
的
権
利
を
認
め
て
い
る
こ
と

に
基
づ
く
と
す
る
考
え
方
を
、
連
邦
通
常
裁
判
所
と
し
て
明
確
に
否
定
し

た
こ
と
、
第
二
に
、
住
居
の
居
住
者
と
し
て
の
身
分
に
の
み
基
づ
く
保
障

人
的
地
位
は
、
学
説
上
も
一
般
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た

こ
と
、
第
三
に
、
住
居
や
そ
れ
以
外
の
場
所
の
居
住
者
・
管
理
者
は
、
法

的
義
務
を
基
礎
づ
け
る
「
特
別
な
事
情
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、

そ
の
場
所
に
お
け
る
法
益
侵
害
に
対
し
て
可
罰
的
責
任
を
負
う
と
し
た
こ

と
、
そ
し
て
、
第
四
に
、
住
居
の
居
住
者
の
保
障
人
義
務
に
つ
い
て
、
住

居
が
特
別
な
性
質
あ
る
い
は
状
態
の
た
め
に
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合

に
は
、
住
居
が
犯
罪
の
実
行
を
容
易
に
す
る
手
段
と
な
り
え
な
い
よ
う
、

保
護
、
監
督
す
る
義
務
が
生
じ
る
と
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
判
例
は
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
に
つ
い
て
、

住
居
の
居
住
者
が
そ
の
場
所
に
対
す
る
処
分
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

根
拠
と
し
て
、
広
く
そ
の
場
所
内
で
の
犯
罪
に
対
す
る
阻
止
義
務
を
認
め

て
き
た
。
し
か
し
、
白
年
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
住
居

の
居
住
者
と
し
て
の
身
分
だ
け
に
基
づ
い
て
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る

こ
と
を
明
確
に
否
定
し
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
た
場
合
に
は

義
務
が
発
生
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
阻
止
義
務
の
「
限
定
化
」

の
観
点
か
ら
見
て
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
回
年
判
決
は
、
確
か
に
、
住
居
の
居
住
者
の
保
障
人
義
務

は
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
た
場
合
に
生
じ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
住
居
の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
き

た
過
去
の
事
案
に
つ
い
て
も
、
住
居
の
居
住
者
は
、
法
的
義
務
を
基
礎
づ

け
る
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
住
居
に
お
け
る
法

益
侵
害
に
対
し
て
可
罰
的
責
任
を
負
う
と
し
て
、
「
特
別
な
事
情
」
の
観

点
の
も
と
に
整
合
的
な
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ω年

判
決
や
花
年
判
決
に
つ
い
て
も
、
飲
食
庖
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
、
住
居

の
保
護
領
域
に
被
害
者
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
と
い
う
「
特
別
な
事
情
」
が

北法53(6・173)1789
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認
め
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
、
犯
罪
阻
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理

解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
回
年
判
決
は
、
世
帯

主
と
し
て
の
地
位
も
な
い
、
夫
と
し
て
の
地
位
も
な
い
、
飲
食
庖
の
経
営

も
し
て
い
な
い
、
住
居
の
保
護
領
域
に
被
害
者
を
迎
え
入
れ
て
も
い
な
い
、

と
い
う
限
定
的
な
場
合
に
つ
い
て
、
し
か
し
住
居
が
危
険
源
と
し
て
現
れ

る
場
合
に
も
義
務
が
あ
る
と
し
た
、
あ
く
ま
で
も
「
特
別
な
事
情
」
の
観

点
の
も
と
に
犯
罪
阻
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
事
案
に
す
ぎ
な
い

(M) 

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
田
年
判
決
以
後
に
お
い
て
は
、
確
か
に
、
住
居
の
居
住
者

と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
事
案
に
つ
い
て
、
住
居
の
危
険
源
性
に
関
す

る
基
準
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し
、
回
年
判
決
の
よ
う
に
、

ま
ず
「
特
別
な
事
情
」
が
住
居
の
危
険
源
性
以
外
に
存
在
す
る
か
否
か
の

検
討
を
経
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
こ
の
基
準
の
み
を
適
用
し
て
判
断

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
住
居
の
居

住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

4 

回
年
判
決
を
踏
襲
し
、
犯
罪
阻
止
義
務
を
否
定
す
る
傾
向
を
強
く

す
る
位
年
判
決
以
後
の
状
況

回
年
判
決
以
後
に
、
住
居
の
所
有
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
が
問
題
と
な
っ

た
事
案
と
し
て
、
次
の
六
つ
の
決
定
及
び
判
決
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
を
順
次
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

北法53(6.174)1790 

①
ツ
ヴ
ア
イ
ブ
リ
ユ
ツ
ケ
ン
高
等
裁
判
所
一
九
八
五
年
七
月
三
日
決

(
お
)

定
(
以
下
、
「
部
年
決
定
」
と
す
る
)
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
卯
年
決
定

の
事
案
と
同
じ
く
、
大
麻
の
栽
培
の
不
阻
止
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
事
案
は
、
被
告
人
は
長
く
二
七
番
地
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、

そ
の
隣
の
敷
地
で
あ
る
二
九
番
地
に
あ
る
建
物
に
、

B
が
暮
ら
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
両
敷
地
の
庭
も
、
と
も
に
建
物
の
裏
手
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
隣

り
合
っ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
庭
は
、

B
の
住
む
一
一
九
番
地
に
あ
る

建
物
の
居
住
者
や
、

B
自
身
、
及
び

B
の
客
人
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
(
土
地
の
真
ん
中
に
あ
る
)
庭
の

垣
根
の
裏
に
花
壇
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
大
麻
が
、
八

個
の
植
木
鉢
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
原
審
は
、
「
確
か
に
、
被
告
人
が
大
麻
を
栽

培
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
麻
は
存
在

し
て
お
り
、
被
告
人
は
、
庭
全
体
に
対
す
る
共
同
責
任
者
と
し
て
大
麻
の

栽
培
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
認
識
し

な
が
ら
黙
認
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
被
告
人
に
は
、
不
法
な
大
麻
の

栽
培
の
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
。



「不作為による共犯の限定化Jについて

こ
れ
に
対
し
て
、
回
年
決
定
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
刑
法
一
一
一
一
条
に
基
づ
け
ば
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
結
果
を
回
避
し

な
か
っ
た
者
は
、
そ
の
者
が
、
結
果
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
法
的
に
保
障

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
保
障
人
的
地
位
に
あ
っ

た
場
合
に
可
罰
的
と
な
る
。
こ
の
保
障
人
的
地
位
は
、
土
地
に
対
す
る
事

実
的
支
配
(
回

S
5
2
R
E
B
)
に
基
づ
い
て
も
生
じ
う
る
が
、
し
か
し
、

法
的
な
作
為
義
務
を
基
礎
手
つ
け
る
、
特
別
な
事
情
を
満
た
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
土
地
の
所
有
者
(
。

E
E出
g
n
r
E加
g
gヨ
四
円
)
や
住
居
の

居
住
者
と
し
て
の
身
分
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
土
地
や
住

居
が
、
特
別
な
性
質
な
い
し
は
状
態
の
た
め
に
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
、

と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
義
務
は
生
じ
、
そ
の
場
合
に
は
、
事
実
的
支
配

を
有
す
る
者
(
宮
古
谷
町
『

ι
q
r
n
F
E
m
g
n
E
D
)
は
、
土
地
や
住
居
が
犯
罪

の
実
行
を
容
易
に
す
る
手
段
と
な
り
え
な
い
よ
う
、
保
障
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
「
こ
の
こ
と
か
ら
、
犯
罪
行
為
の
手
段
と

し
て
、
土
地
や
住
居
の
特
別
な
性
質
が
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
義

務
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
土
地
や
住
居
が
単
な
る
犯
罪
の
現
場
で

あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
責
任
は
な
い
」
と
の
判
断
も
示
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
は
、
こ
の
事
案
の
庭
は
、
犯
罪
行
為
に
対
す
る
特
別
な
危
険

源
で
は
な
い
と
し
て
、
被
告
人
の
犯
罪
阻
止
義
務
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

(
お
)

②
次
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
二
年
七
月
一
一
一
一
日
決
定
(
以
下
、

「
四
年
7
月
決
定
」
と
す
る
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

事
案
は
、
女
性
被
告
人
と
正
犯
者

B
は
、
被
告
人
宅
に
お
い
て
同
棲
関

係
に
あ
っ
た
。

B
は
、
被
告
人
の
居
合
わ
せ
て
い
る
住
居
内
に
お
い
て
、

客
へ
の
麻
薬
の
譲
渡
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
告
人
の
い
る
前
で

麻
薬
を
小
分
け
に
し
た
り
も
し
て
い
た
。
ま
た
、

B
に
よ
る
覚
せ
い
剤
の

取
引
も
、
被
告
人
の
認
識
あ
る
も
と
で
、
そ
の
住
居
内
で
行
わ
れ
て
い
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
「

B
は
、
被
告
人
の
住
居
内
で
、
譲
渡
す

る
た
め
の
薬
物
を
小
分
け
に
し
、
重
さ
を
量
り
、
保
管
し
て
い
た
こ
と
を

認
め
て
い
る
が
、
被
告
人
は
、
最
終
的
に
は
こ
れ
を
黙
認
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

B
と
客
と
の
間
で
取
引
が
行
わ
れ
、

そ
の
問
、
か
な
り
の
量
の
調
合
さ
れ
た
薬
物
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
結
局
、
被
告
人
は
、

B
の
行
為
に
同
意
し
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
住
居
を
薬
物
取
引
の
た
め
に
自
由
に
使
わ
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

疑
い
は
な
い
」
と
し
て
、
被
告
人
に
、
不
法
な
薬
物
取
引
の
お
m
助
を
認
め

た。

北法53(6・175)1791

こ
れ
に
対
し
て
、
回
年
7
月
決
定
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
被
告
人
の
所
為
を
、
作
為
に
よ
っ
て
常
助
し
た
と
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
む
し
ろ
、
非
難
は
、
被
告
人
が
最
終
的
に

B
の
麻
薬
取
引
を
是
認
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し
、
さ
ら
に
そ
の
取
引
の
進
展
に
つ
い
て
、

B
と
の
同
棲
関
係
を
考
慮
し
、

黙
認
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
告
人
は
、

も
っ
ぱ
ら
不
作
為
に
基
づ
い
て
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

「
被
告
人
の
可
罰
性
は
、
被
告
人
が
、

B
の
住
居
に
お
け
る
麻
薬
取
引

の
進
展
を
、
適
切
で
期
待
さ
れ
る
措
置
に
よ
っ
て
、
法
的
に
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
被
告
人
の

B
に
よ
る
犯

罪
行
為
を
阻
止
す
る
と
い
う
保
障
人
義
務
は
、

B
と
の
個
人
的
関
係
の
内

容
に
基
づ
い
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
住
居
の
居
住
者
(
同
ロ
宮
σ邑
ロ

ι向
者
。

zza)
と
し
て
の
身
分
に
基
づ
い
て
生
じ
る
も
の
で
も
な
い
。

住
居
の
居
住
者
が
、
直
ち
に
そ
の
場
所
に
お
い
て
第
三
者
の
犯
罪
行
為
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
法
的
に
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
確
か
に
、
住
居
が
、
そ
の
特
別
な
性
質
あ
る
い
は
状
態
の
た
め

に
、
ー
外
部
か
ら
隔
絶
し
た
領
域
と
し
て
、
住
居
内
で
の
出
来
事
を
認

識
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
、
住
居
と
し
て
の
性
質
、
を
超
え
た
と
す
る

意
味
で
|
危
険
源
と
し
て
現
れ
た
場
合
に
は
、
住
居
が
犯
罪
行
為
の
実

行
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
な
り
え
な
い
よ
う
保
護
、
監
督
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
住
居
の
居
住
者
の
保
障
人
義
務
は
生
じ
る
。
し
か
し
、

被
告
人
の
住
居
が
こ
の
意
味
で
特
別
な
危
険
源
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
い

(
幻
)

う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
。

③
住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

所
有
者
が
他
人
に
物
を
貸
し
た
場
合
に
、
そ
の
物
か
ら
の
危
険
に
つ
い
て
、

(
お
)

所
有
者
は
未
だ
責
任
を
負
う
と
す
る
議
論
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対

応
す
る
か
た
ち
で
参
考
に
な
る
の
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
二
年
九

月
三

O

目
白
t
(
以
下
、
「
回
年

9
月
決
定
」
と
す
主
で
あ
る
o

す
な

わ
ち
、
貸
主
に
つ
い
て
も
、
住
居
の
危
険
源
性
に
関
す
る
基
準
を
適
用
し

た
の
で
あ
る
。
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事
案
は
、
被
告
人
は
、
自
宅
に
あ
る
ガ
レ
ー
ジ
を
正
犯
者

W
、

K
に
貸

し
た
。
そ
の
後
、

wら
は
、
盗
難
車
を
ガ
レ
ー
ジ
内
に
運
び
込
ん
だ
上
、

そ
の
盗
難
車
に
、
別
の
事
故
車
の
型
標
識
や
車
台
番
号
を
取
り
つ
け
、
車

検
証
を
手
に
入
れ
た
。
そ
し
て
、

W
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
仕
立
て
ら

れ
た
自
動
車
を
善
意
の
買
い
手
に
売
り
渡
し
た
。
被
告
人
は
、
当
初
は
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に

W
か
ら
、
ガ
レ
ー
ジ
内

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
費
を
得
て
い
る
こ

と
を
、
直
接
知
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
被
告
人
が
知
ら
さ
れ
て
以
降
に
、

W
ら
が

七
台
の
盗
難
車
に
右
記
の
措
置
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
許
容

し
た
と
し
て
、
文
書
偽
造
罪
と
の
所
為
単
一
と
な
る
、
詐
欺
罪
の
暫
助
の

成
立
を
認
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
回
年
9
月
決
定
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。



「不作為による共犯の限定化」について

「
被
告
人
が
不
作
為
に
よ
っ
て

W
ら
の
犯
罪
行
為
を
常
助
し
た
こ
と
の

可
罰
性
は
、
問
題
と
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
可
罰
性
は
、
被
告
人

が
ガ
レ
ー
ジ
内
に
お
け
る
偽
装
行
為
を
適
切
で
期
待
さ
れ
る
措
置
に
よ
っ

て
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
問
題
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
確
か
に
、
被
告

人
は
、
ガ
レ
ー
ジ
の
貸
与
に
よ
っ
て
、

wら
が
そ
こ
で
犯
罪
行
為
を
行
う

こ
と
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
行
為
の
阻
止
に
対
す

る
保
障
人
義
務
は
導
か
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
場
所
の
貸
主
も
、
住

居
の
居
住
者
と
同
様
に
、
直
ち
に
そ
の
場
所
に
お
い
て
第
三
者
が
犯
罪
を

行
わ
な
い
よ
う
法
的
に
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
も
っ
と
も
、
例
え
ば
、
そ
の
場
所
が
、
特
別
な
性
質
や
状
態
の
た
め

に
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
所
が
犯
罪
行
為
の
実
行
を

容
易
に
す
る
こ
と
に
な
り
え
な
い
よ
う
保
護
、
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
被
告
人
宅
の
ガ
レ
ー
ジ
が
、
こ
の
音

危
険
源
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
い
、
う
つ
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
し

た
。
結
論
と
し
て
、
被
告
人
の
常
助
の
罪
責
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
。

④
さ
ら
に
、
的
年
決
定
、
出
年
決
定
と
同
様
に
、
大
麻
の
栽
培
の
不

阻
止
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
、
カ
ー
ル
ス
ル
!
エ
高
等
裁
判
所
一
九
九
七

(
初
)

年
七
月
二
四
日
決
定
(
以
下
、
「
引
年
決
定
」
と
す
る
)
が
あ
る
。

事
案
は
、
女
性
被
告
人
と

S
は
、
九
五
年
四
月
か
ら
一
緒
の
家
で
生
活

を
始
め
た
。
そ
の
際
、
住
居
の
賃
貸
契
約
は
両
者
の
署
名
の
も
と
で
行
わ

れ
、
家
賃
も
収
入
に
応
じ
て
二
人
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年

半
ば
以
降
、

S
は
、
被
告
人
の
認
識
と
同
意
あ
る
も
と
で
、
こ
の
住
居
に

お
い
て
大
麻
を
栽
培
し
、
ま
た
同
様
に
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
入
手
し
、
自
己

使
用
を
し
て
い
た
。
翌
年
一
月
、

S
は
、
高
さ
四
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に

な
る
、
全
部
で
二
六
本
の
大
麻
を
取
引
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

数
個
の
植
木
鉢
に
分
け
ら
れ
、
観
賞
植
物
に
似
せ
て
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い

た
。
も
っ
と
も
、
栽
培
し
て
い
る
大
麻
の
大
部
分
は
、
タ
オ
ル
で
ド
ア
を

密
封
し
、
特
別
な
照
明
や
排
気
設
備
を
備
え
た
、
特
に
栽
培
の
た
め
に
用

意
し
た
部
屋
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

S
と
被
告
人
の
一
緒
の
寝
室
で
、
五
・

二
グ
ラ
ム
の
ハ
シ
ッ
シ
ユ
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
ハ
シ
ツ
シ
ユ
は
、

S
が

自
己
使
用
の
目
的
で
入
手
し
、
被
告
人
の
認
識
と
同
意
の
あ
る
も
と
で
、

寝
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
被
告
人
に
は
、
不
法
な
麻
薬
所
持
と
の
所

為
単
一
と
な
る
、
不
法
な
大
麻
の
栽
培
の
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
引
年
決
定
は
、
「
薬
物
の
所
持
や
栽
培
の
構
成
要
件

に
つ
い
て
は
、
禁
じ
ら
れ
た
物
に
対
す
る
単
な
る
認
識
や
、
事
実
上
の
作

用
可
能
性
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
行
為
の
片
面
的
同
意
で
は
、
共
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同
正
犯
を
認
め
る
に
不
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
告
人
が
当
該
住
居
の

共
有
者
(
玄

E
5各
自
己
)
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
共
同
正
犯
の
問

題
を
考
慮
し
て
、
異
な
る
判
断
を
導
く
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
判

例
は
、
法
的
義
務
を
基
礎
ε
つ
け
る
特
別
な
事
情
が
つ
け
加
わ
っ
た
場
合
に

の
み
、
住
居
の
居
住
者
に
、
そ
の
場
所
で
行
わ
れ
る
法
益
侵
害
に
対
す
る

刑
法
上
の
責
任
を
負
わ
せ
る
。
し
か
し
、
事
実
認
定
に
お
い
て
、
そ
の
よ

う
な
特
別
な
事
情
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告

人
に
共
同
正
犯
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。
結
論
的
に
は
、

有
助
の
可
能
性
も
否
定
し
た
上
で
、
原
審
を
破
棄
し
、
差
し
戻
し
た
の
で

ホ
町
ヲ
令
。

(
出
)

⑤
次
に
、
ベ
ル
リ
ン
高
等
裁
判
所
一
九
九
八
年
七
月
一
六
日
判
決

(
以
下
、
「
mm
年
判
決
」
と
す
る
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

事
案
は
、
九
二
年
二
月
、
被
告
人
は

M
に、

F
通
り
に
位
置
す
る
建
物

の
五
階
に
あ
る
部
屋
を
貸
し
た
(
そ
こ
に
は
、
階
段
の
吹
き
抜
け
の
上
に

あ
る
六
階
に
、
個
別
に
出
入
り
で
き
る
テ
ラ
ス
が
あ
る
)
。
九
四
年
三
月

未
明
、
未
成
年
者
で
あ
る

K
、

p
、
B
が、

Z
駅
に
い
た
が
、
な
か
で
も

K
は
売
春
相
手
を
探
し
て
い
た
。
お
り
し
も
、

M
も
性
的
行
為
の
た
め
に

少
年
を
探
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
三
人
の
少
年
に
声
を
か
け
、
お
金
を
得

る
た
め
に
一
緒
に
来
な
い
か
と
誘
っ
た
。
少
年
た
ち
は
こ
れ
に
同
意
し
、

F
通
り
ま
で

M
に
つ
い
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、
ま
ず
被
告
人
宅
を
訪
ね
た
。

ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
た
被
告
人
は
、
も
と
も
と

M
が
少
年
を
好
む
同
性
愛

者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
が
、
外
見
上
、
少
年
た
ち
が
一
六
歳
に

満
た
な
い
こ
と
も
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

M
は、

K
と

P
と
と
も
に

テ
ラ
ス
へ
行
っ
て
性
的
行
為
を
行
い
、
少
年
た
ち
は
、
そ
の
都
度
、
七
O

な
い
し
一

0
0
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
問
、
被
告
人
は
自

宅
で

B
と
談
笑
を
し
て
お
り
、
そ
の
際
、

B
は
、
自
身
が
一
四
歳
で
あ
る

と
述
べ
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
原
審
は
、
被
告
人
に
、
同
性
愛
行
為
の
罪
の
常
助

と
の
所
為
単
一
と
な
る
、
未
成
年
者
の
性
的
行
為
奨
励
の
罪
の
成
立
を
認

め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
、
被
告
人
双
方
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
原

審
は
、
検
察
の
控
訴
を
棄
却
し
、
原
原
判
決
を
破
棄
し
た
上
、
被
告
人
を

無
罪
と
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
検
察
が
上
告
を
し
た
が
、
こ
れ
を
棄
却

し
た
も
の
が
凶
年
判
決
で
あ
る
。

ま
ず
、
何
年
判
決
は
、
原
審
の
事
実
認
定
に
基
づ
け
ば
、
被
告
人
が
作

為
に
よ
り
性
的
行
為
奨
励
の
罪
に
該
当
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
不
作
為
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
「
原
審
は
、
適
切
に
も

不
作
為
に
よ
る
奨
励
も
否
定
し
た
。
す
で
に
、
住
居
の
居
住
者
は
、
さ
ら

な
る
特
別
な
事
情
を
満
た
す
こ
と
な
く
、
そ
の
場
所
で
脅
か
さ
れ
る
法
益

に
対
す
る
保
障
人
的
地
位
に
立
つ
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
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と
は
ま
さ
に
、
本
件
の
よ
う
に
、
住
居
の
居
住
者
か
ら
賃
貸
さ
れ
、
さ
ら

に
そ
の
住
居
と
は
隔
て
ら
れ
た
部
屋
で
行
わ
れ
た
法
益
侵
害
に
対
し
て
も

(
明
記
)

あ
て
は
ま
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

「不作為による共犯の限定化」について

⑥
確
認
さ
れ
る
な
か
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
後
に
認
め
ら
れ
る
の
が
、

(
お
)

冒
頭
で
紹
介
し
た
、
的
年
決
定
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
詳
し
く
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

事
案
は
、
女
性
被
告
人
は
、
ひ
ど
く
荒
れ
て
一
部
に
柵
の
設
け
ら
れ
た

庭
つ
き
の
住
宅
を
借
り
て
い
た
。
そ
の
後
、
九
七
年
一
月
に
、
被
告
人
は
、

正
犯
者

U
を
迎
え
入
れ
る
か
た
ち
で
、
被
告
人
宅
で
同
棲
を
は
じ
め
た
。

そ
の
際
、

U
は
家
賃
の
半
分
を
負
担
し
て
い
る
。
同
年
五
月
半
、
ば
、

U
は、

一
九
本
の
大
麻
を
、
自
ら
荒
地
を
整
理
し
、
保
護
の
た
め
の
金
網
も
設
け

た
庭
の
一
部
で
栽
培
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
人
の
同
意
な
く
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
被
告
人
自
身
は
、
そ
の
栽
培
を
認
識
し
な
が

ら
も
、
同
棲
関
係
を
考
慮
し
て
黙
認
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、

U
に
不
法
な
大
麻
の
栽
培
の
罪
が
成
立
す

る
と
し
、
被
告
人
を
そ
の
有
助
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
開
年
決
定
は
、
「
原
審
は
、
正
当
に
も
、
被
告
人
の

常
助
を
作
為
に
よ
る
も
の
と
認
め
て
は
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
被
告
人
は
、

そ
の
庭
を
、
大
麻
の
栽
培
を
可
能
に
す
る
た
め
に
自
由
に
使
わ
せ
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
告
人
を
、
不
作
為
に
よ
る
不
法
な
大
麻
の

栽
培
の
脅
助
と
す
る
原
審
の
判
断
は
、
法
的
に
維
持
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
不
作
為
に
よ
る
有
助
は
、
被
告
人
が
、

U
の
大
麻
の
栽
培
を
、
適
切

で
期
待
さ
れ
る
措
置
に
よ
っ
て
、
法
的
に
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
に
の
み
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
の
と
き
、
判
例
や
学
説
の
一
般
的
見
解

に
従
え
ば
、
土
地
や
住
居
の
管
理
者
・
居
住
者

2
5ち何
an宮
司
乙
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
そ
の
場
所
ま
た
は
土
地
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪

行
為
を
阻
止
す
べ
き
義
務
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
本
件
で
は
、
正
犯
者

U
は
、
敷
地
の
共
有
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
外
部
の
第
三
者
で
は

な
い
。
こ
の
こ
と
は
保
障
人
的
地
位
の
肯
定
を
阻
害
す
る
。
つ
ま
り
、

U

は
、
す
で
に
処
分
権
限
を
有
し
て
い
る
庭
で
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
保
障
人
義
務
は
、
確
か
に
、
住
居
が
、
特
別
な
性
質
あ
る
い
は
状
態

の
た
め
に
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
は
、
住
居
が
犯
罪
行
為
の
実
行

を
容
易
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
護
、
監
督
す
る
義
務
と
し
て
生
じ

る
。
し
か
し
、
本
件
は
、
そ
の
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
に
は
あ
た
ら
な
い
。

被
告
人
宅
の
庭
が
柵
に
因
わ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
庭
に
対

し
て
普
通
で
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
犯
罪
の
手
段
と
し
て

の
特
別
な
意
味
を
も
た
な
い
。
ま
た
、
同
様
に
、
大
麻
の
栽
培
は
、
住
居

や
テ
ラ
ス
な
ど
の
他
の
閉
鎖
的
な
場
所
で
も
行
わ
れ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
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土
地
や
庭
の
性
質
は
、
特
別
な
危
険
源
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
そ
の
土
地
や
庭
は
、
犯
罪
行
為
と
特
別
の
関
わ
り
を
も
っ
状
態
で

も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
の
管
理
者
が
、
そ
の
場
所
で
第
三
者
に
よ

る
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
被
告
人
に
、

U
の
犯
罪
行
為
を
阻

止
す
べ
き
保
障
人
義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
つ
回
年
判
決
以
後
に
お
い
て
、
住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務

を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
し
た
六
つ
の
事
案
を
見
て
き
た
。

そ
こ
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
田
年
判
決
以
後
の
判
例
で
は
、
確
か

に
、
回
年
判
決
が
明
ら
か
に
し
た
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る

場
合
に
は
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
基
準
は
適
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
見
ら
れ
る
基
準
の
適
用
は
、
四
年
判
決
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
場

合
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
問
止
義
務
を
め
ぐ
る

一
般
的
な
判
断
基
準
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
回
年
判
決
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
被
告
人
が
迎
え
入
れ
た
の
で

は
な
い
外
部
の
第
三
者
か
ら
の
危
険
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
回
避
す
る
義

務
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
と
し
て
、
犯
罪
阻
止
義
務
を

認
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
法
的
義
務
を
基
礎
ぞ
つ
け
る
「
特
別
な
事
情
」
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
要
件
の
も
と
で
は
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と

し
て
現
れ
る
場
合
に
も
義
務
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
判
例
は
、
む
し
ろ
、
回
年
の
両
決
定
の
よ
う
に
、
同
棲
関
係
や
貸

主
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
被
告
人
が
迎
え
入
れ
た
者
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
つ

い
て
も
、
は
じ
め
に
、
「
特
別
な
事
情
」
が
、
住
居
の
危
険
源
性
以
外
に

あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
住
居
の
危
険
源
性

に
関
す
る
基
準
だ
け
を
用
い
て
判
断
し
、
そ
の
不
存
在
を
根
拠
に
犯
罪
阻

止
義
務
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

実
際
上
も
、
例
え
ば
、
薬
物
取
引
の
不
阻
止
に
関
す
る
回
年
7
月
決
定

は
、
犯
罪
阻
止
義
務
は
「
正
犯
者
と
の
個
人
的
関
係
の
内
容
か
ら
生
じ
る

(%) 

も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
田
年
判
決
が

「
特
別
な
事
情
」
を
認
め
、
犯
罪
阻
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
例
と
し
て
挙

げ
た
、
妻
の
堕
胎
に
対
す
る
夫
の
不
阻
止
と
い
う
場
合
と
矛
盾
し
て
お
り
、

こ
こ
に
、
住
居
の
危
険
源
性
に
関
す
る
基
準
に
よ
る
二
冗
的
な
理
解
が
、

ひ
と
つ
垣
間
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
的
年
決
定
は
、
「
〔
家
賃
の
半
分
を
負

担
し
て
い
る
〕
正
犯
者

U
は
、
敷
地
の
共
有
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で

に
外
部
の
第
三
者
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
保
障
人
的
地
位
の
肯
定
を
阻

(
お
)

害
す
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
卯
年
決
定
は
、
住
居
の
居
住
者
の
義

務
を
、
外
部
の
第
三
者
か
ら
の
危
険
に
つ
い
て
の
み
検
討
し
、
さ
ら
に
住

居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
の
み
義
務
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
に
つ
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い
て
、
も
は
や
、
住
居
の
危
険
源
性
以
外
に
も
「
特
別
な
事
情
」
を
認
め

る
、
明
白
年
判
決
の
可
罰
範
囲
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
住
居
自
体
が

危
険
源
と
し
て
現
れ
る
範
囲
の
み
で
可
罰
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
理
解
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
白
年
判
決
以
後
に
お
い
て
は
、
住
居
の
居
住
者
の

犯
罪
阻
止
義
務
に
つ
い
て
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に

の
み
犯
罪
阻
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
犯
罪
阻

止
義
務
の
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
と
い
う
展
開
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

「不作為による共犯の限定化jについて

5 

ま
と
め

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
、
住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る

ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

防
年
判
決
の
こ
ろ
は
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
直

ち
に
、
そ
の
処
分
権
限
を
有
す
る
場
所
内
で
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
、
広

く
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解
が
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
花

年
判
決
に
お
い
て
は
、
自
ら
迎
え
入
れ
た
客
に
対
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
は

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
そ
の
根
拠
が
一
不
さ
れ
た
。
こ
の
意

味
で
は
、
伺
年
判
決
と
比
較
し
て
、
ひ
と
つ
の
限
定
が
図
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
な
お
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
に
基
づ

い
て
義
務
が
生
じ
る
こ
と
自
体
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
田
年
判
決
は
、
ま
ず
、
住
居
の
居
住
者
と
し
て
の
身
分
か

ら
義
務
を
認
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
居
住
者
に
そ
の
場
所

に
お
け
る
犯
罪
の
阻
止
義
務
を
課
す
に
は
、
「
特
別
な
事
情
」
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
そ
の
観
点
か
ら
、
住
居
の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
肯
定

し
た
過
去
の
判
例
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
過
去
の
判
例
に

認
め
ら
れ
る
事
情
に
加
え
て
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
た
場
合

に
も
、
な
お
「
特
別
な
事
情
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
義
務
が
生
じ
る

も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
後
の
判
例
に
お
い
て
は
、
「
特
別
な
事
情
」
が
、
住
居
の

危
険
源
性
以
外
に
あ
る
か
否
か
の
検
討
を
経
る
こ
と
な
く
、
回
年
判
決
が

示
し
た
住
居
の
危
険
源
性
に
関
す
る
基
準
が
、
広
く
住
居
の
居
住
者
を
め

ぐ
る
事
例
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
基
準
に
よ
る
二
冗
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
住
居
の
居
住
者
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
に

お
い
て
は
、
当
初
は
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻

止
義
務
を
認
め
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
が
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て

現
れ
た
場
合
に
の
み
犯
罪
阻
止
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
考
え
に
発
展
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
否
定
さ
れ
る
傾
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向
が
強
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お

い
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
は
、
「
限
定
化
」
さ
れ
た
も
の

(
お
)

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
判
例
の
展
開
は
、
学
説
の
理
論
展
開
に
裏
打
ち
さ
れ
る
か

た
ち
で
進
展
し
た
「
限
定
化
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
判
例
の
展
開

の
背
景
に
あ
る
学
説
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
学
(
幻
)

説
の
検
討
に
よ
っ
て
、
判
例
の
「
限
定
化
」
の
実
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

(
1
)
「
回
目
官
官
己
と
は
、
所
有
者
(
巴
m
g
E
B
R
)
、
占
有
者
(
切
包
?

NR)
、
あ
る
い
は
借
主
(
玄
豆
町
『
)
の
場
合
な
ど
を
含
ん
だ
、
特
定

の
権
利
に
つ
い
て
自
由
に
使
用
す
る
者
を
意
味
す
る
な
包
-

U
E
色町
p
u
g神田町
F
g
Cロ芝田『
g-君。込町『
σロn
F
A
H
〉
E
D
-
-
M
O
C
-
-
)

こ
と

か
ら
、
本
稿
で
は
、
住
居
に
つ
い
て
は
「
居
住
者
」
、
土
地
に
つ
い

て
は
「
管
理
者
」
な
ど
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
原
文
で
は
、

「E
E宮
『
」
以
外
に
も
「
回
加

g
g百
四
円
」
と
い
わ
れ
た
り
、
そ
の

対
象
も
、
「
巧

o
g
E
m
(住
居
)
」
や
「
。
四
垣
島
(
権
限
ご
で
あ

っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
の
都
度
、
原
語
も
添
え
て
お
く
(
も
っ
と

も
、
住
居
の
居
住
者
と
訳
さ
れ
る
「
当
o
z
E
a
E
Z
Zと
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
)
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
、
「
同
口
E
F
m己
に
代
表
さ

れ
る
、
特
定
の
場
所
を
支
配
す
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
場
所
内
で

行
わ
れ
て
い
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
課
せ
ら
れ
る
犯
罪

阻
止
義
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
不
作
為
に
よ
る
関
与
者

が
、
「
同
=Ezm『
」
で
あ
っ
て
も
、
「
巴
加
mzggm己
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
区
別
に
意
味
は
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
端
的
に
、
「
住
居

の
居
住
者
」
の
犯
罪
阻
止
義
務
、
と
問
題
の
提
示
を
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
支
配
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
場
所
を
広
く
意
味
し
て
い

る
の
で
、
「
住
居
」
だ
け
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

「
住
居
の
居
住
者
」
の
犯
罪
阻
止
義
務
、
と
い
う
と
き
に
は
、
土

地
な
ど
の
住
居
以
外
の
場
所
も
広
く
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
問
題

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

(
2
)
Z白押

N'mmM80
・ニ喧
-
H
g〈

-
3巾
YN-N・
(
o
r
c
N君。
-σanrmp

回目安
HF--
〈
-
-
品
目

-
A
W

唱甲・)

(3)
切の
z
g
凶()@凶唱ケ(回。国
-
C
2
・〈
-
M
品-
M
・
3
∞M
・)

(
4
)
叶
『
宮
島
町
¥
出
回

n
E
R
g
s符町田町門
Nσ
ロ口『
f
h
S〉
E
D
-
-
3
3
・
m
-
u
-
m
aロ・

-
M
 

(
5
)
Z』を

3
ま
岨
コ

8
・
(
回
。
戸
ピ
コ
〈
-
u
・叶・

3
ま
・
)

(6)
岡山。∞門誌
-
M
3
・(
m
o
-
C
2
・〈
-
-
0
・
5
3
N品
・
)
同
じ
く
飲
食
庖
経

営
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
事
案
は
、
被
告

人
が
自
己
の
経
営
す
る
飲
食
庖
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
正
犯
者
が
、

盗
品
で
あ
る
食
器
類
を
販
売
の
た
め
に
庖
内
に
並
べ
て
い
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
、
「
原
審

は
、
被
告
人
が
飲
食
庖
許
可
の
代
表
者
と
し
て
盗
品
の
陳
列
に
庖

内
を
自
由
に
使
用
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
き
、
盗
品
取
引

(
〉
宮
包
N
)

へ
の
関
与
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
正
犯
者
の
庖
内
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「不作為による共犯の限定化」について

に
お
け
る
盗
品
販
売
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
為
に
よ
っ
て

(
円
笠
岡
)
取
引
に
関
与
し
た
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮

に
被
告
人
の
所
為
が
、
放
置
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
介
入
の
不
作

為
に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
可
罰
性
は
基
礎
づ
け

ら
れ
る
」
と
し
た
。
「
そ
の
際
、
不
作
為
に
よ
る
盗
品
取
引
の
関

与
は
、
介
入
の
法
的
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
肯
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
法
的
義
務
は
、
住
居
権
に
基
づ
い
て
生
じ
る
も
の
で

は
な
く
、
営
業
法
百
四
宅
弓

σ
O
R
E
E加
)
に
基
づ
い
て
生
じ
る
」

と
し
て
、
結
論
的
に
、
飲
食
庖
の
経
営
者
は
盗
品
の
取
引
に
対
し

て
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

(7)
ま
た
、
船
年
判
決
は
、
原
審
と
同
じ
く
被
告
人
を
共
同
正
犯
と

し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
上
告
論
旨
が
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で
は
原
則
的
に
常
助

と
し
て
の
可
罰
性
が
問
題
と
な
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
「
そ

の
よ
う
な
考
え
方
は
判
例
の
見
解
と
相
容
れ
な
い
」
と
し
、
「
数

人
の
者
が
共
同
し
て
、
異
な
っ
た
方
法
で
も
っ
て
惹
起
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禁
止
さ
れ
た
行
為
に
よ
っ
て
も
、
義

務
に
反
し
た
不
作
為
よ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
行
為
や
行
為
結
果

に
対
す
る
内
的
態
度
(
意
思
方
向
(
者

2
2
5
S
E
E
m
)
、
行
為
支

配
、
行
為
結
果
に
よ
る
利
益
、
自
己
の
構
成
要
件
実
現
の
範
囲
)

に
従
っ
て
、
共
同
正
犯
、
教
唆
、
脅
助
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
惹
起

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
正
犯
と
共
犯
を
区

別
す
る
意
思
方
向
は
、
関
与
者
の
単
純
な
内
部
的
事
実
で
は
な
く
、

彼
の
表
象
を
含
む
す
べ
て
の
事
情
を
基
に
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

こ
の
伺
年
判
決
の
示
し
た
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
関
す
る
見
解

に
つ
い
て
特
に
検
討
し
、
肯
定
的
に
理
解
す
る
見
解
と
し
て
、
内

田
文
昭
「
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
」
神
奈
川
法

学
三
四
巻
三
号
(
二

O

O
一
年
)
四
O
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
て
、

神
山
敏
雄
『
不
作
為
を
め
ぐ
る
共
犯
論
』
(
一
九
九
四
年
)
四
四

頁
以
下
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
批
判
的
で
あ
る
。

(8)
穴
ロ

8
8
関
E
E
-
-

巳
S
P
R
Z
-
と
ぽ
S
E
E
R
-
4
nデ
凶

〉

E
2
・・
Ncoo-

∞-SM-
は
、
「
〔
侃
年
判
決
が
示
し
た
〕
法
的
義
務
が
、
住
居
の
居

住
者
に
も
転
用
さ
れ
た
」
と
す
る
。

(
9
)
図。
z
g
N
Jア
-0・(回。
z
e
C
3・〈
-a--0・-唱吋臥・)

(
叩
)
も
っ
と
も
、
原
審
が
被
告
人
を
正
犯
と
し
た
こ
と
の
根
拠
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
市
年
判
決
は
、
こ
の
原
審
の
判
断
に

つ
い
て
、
も
し
被
告
人
に
不
法
領
得
の
意
思
が
欠
け
て
い
る
の
だ

と
し
た
ら
、
脅
助
と
し
て
の
み
可
罰
的
で
あ
る
し
、
反
対
に
、
不

法
領
得
の
意
思
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
正
犯
か
脅
助
か
が

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
原
審
は
被
告
人
に
不
法
領
得
の

意
思
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
て
い
な
い
と
し
て
、
行
為
側
面
の

不
十
分
な
認
定
に
基
づ
き
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
い
る
。

神
山
・
前
掲
註

(
7
)
二
四
頁
は
、
こ
の
初
年
判
決
の
見
解
に

つ
い
て
、
「
切
の
国
は
、
不
作
為
に
よ
る
正
犯
と
脅
助
の
区
別
は
、

本
件
の
ご
と
く
領
得
犯
に
お
い
て
は
、
自
ら
領
得
す
る
意
思
又
は

jヒ法53(6・183)1799
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第
三
者
に
領
得
せ
し
め
る
意
思
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
と
し
て
い
る
が
、
構
成
要
件
上
、
領
得
意
思
が
な
け
れ
ば
正
犯

と
し
て
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で

は
こ
と
さ
ら
に
限
界
理
論
を
展
開
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
」
と
し

て
い
る
。

(
日
)
〉
・
曲
・
0
・
(
〉
ロ
5
・3))・∞・コ品凶・

(
ロ
)
こ
こ
で
は
、
「
法
秩
序
が
住
居
の
保
護
に
つ
い
て
特
別
な
拒
否
権

限
(
〉
σ者
四

Z
Z
P恒
三
国
)
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い

て
、
住
居
の
居
住
者
の
義
務
が
生
じ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
」
と
の
疑
問
か
ら
、
住
居
の
居
住
者
に
何
ゆ
え
義
務
が
課
さ

れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
見
解
は
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯

罪
問
止
義
務
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
の
根
拠
を
示
す
学
説
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
百
年
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
学
説
に
疑
問
を
投
げ
か

け
た
上
で
検
討
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
学
説
に
つ
い

て
は
、
本
稿
・
三
の

1
に
お
い
て
詳
し
く
考
察
す
る
。

(
日
)
参
考
に
、
河
年
判
決
を
引
用
し
た
判
決
と
し
て
、

Z
』
宅
事
∞
ア

Z
N・
(orcmE同加
E-
宮田
nE-
〈・コ・申・

3
∞
。
・
)
が
あ
る
。
事
案
は
、

友
人
が
被
告
人
宅
で
麻
薬
を
使
用
し
た
結
果
、
意
識
を
失
い
死
亡

し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
、
不
作
為
単
独
正
犯
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
医
者
を
連
れ
て
く
る
な
ど
の
救
助
措
置
を
取
ら
な

か
っ
た
被
告
人
に
つ
い
て
、
「
確
か
に
河
年
判
決
は
、
自
ら
迎
え

入
れ
た
場
合
に
保
護
の
義
務
を
認
め
て
い
る
が
、
し
か
し
、
本
事

案
は
、
他
人
に
侵
害
さ
れ
た
場
合
で
な
く
、
自
分
で
危
殆
化
を
も

た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
初
年
判
決
の
法
解
釈
に
は
影
響
さ

れ
な
い
」
と
し
、
結
論
と
し
て
作
為
義
務
を
否
定
し
て
い
る
。

(
日
)
わ
が
国
の
判
例
に
お
い
て
は
、
「
信
頼
関
係
」
に
基
づ
き
犯
罪
阻

止
義
務
を
肯
定
し
た
も
の
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
動
産
侵
奪
罪

の
常
助
を
認
め
た
、
大
阪
地
判
昭
和
四
四
年
(
一
九
六
九
年
)
四

月
八
日
判
時
五
七
五
号
九
六
頁
が
、
「
被
告
人
と
地
主
と
の
聞
に
は
、

被
告
人
が
本
件
土
地
に
隣
接
し
て
居
住
し
、
地
主
か
ら
本
件
土
地

の
一
時
的
自
己
使
用
を
黙
認
さ
れ
、
ま
た
、
買
手
、
借
手
の
問
い

合
わ
せ
に
つ
き
通
知
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
と
い
う
信
頼
関
係
」
が

あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
(
さ
ら
に
先
行
行
為
も
根
拠
と
し
て
)
、
被

告
人
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
い
る
。

(
日
)
〈
加
F
m
E
色
。
--ME泊
向
。
『
ミ
印
由
同
国
印
。
ミ
。
巴
ロ
円
F
目
『
¥
E
C〕
B
F
印
可
出
席
B
R
a
n
u
m
『

開
ハ
。
5
5
m
E
R
N
Z
B
印
円
『
民
間
町
田
町
円
N
σ
E
n
z
・
回
白
=
色
一
〉
=
加
白
2
2
=
m吋
叶

2--

a
・〉
ED--3喝、ア一山】
M-m色ロ・凶斗・

(
日
)
者
。
-
p
g
m
Z目
E
n
宮
・
国

-
2叶
@
印

M
唱。・

(
口
)
苅
年
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
は
、
後
の
検
討
で
挙
げ
る
も

の
も
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
当

5
E
a
出

g
お
g
F
E
ω

右
ゴ
・

∞
-Ma品
・
が
あ
る
。

(
同
)
も
っ
と
も
、
位
年
判
決
以
前
に
も
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻

止
義
務
が
否
定
さ
れ
た
事
案
は
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
否
者

3
2・

M
∞凶・

3
r。
∞
n
Z
2
5
m
-
Cュ・〈
-
M

一
-c

一3
3
は
、
被
告
人
宅
に

一
擢
い
入
れ
た
お
手
伝
い
の
少
女
が
、
被
告
人
宅
で
堕
胎
を
す
る
の

北法53(6・184)1800



「不作為による共犯の限定化」について

を
阻
止
し
な
か
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
法

的
に
も
契
約
上
も
阻
止
す
る
義
務
は
な
い
と
判
示
し
、
住
居
の
居

住
者
と
し
て
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
論
じ
て
は
い
な
い
。

(
問
)
〉
-P
。・(〉ロヨ・
3
)
)
@
印・凶唱一戸

(
却
)
〉
・
白
・
。
・
(
〉
ロ
B
・
3))
・∞・凶志向・

(
幻
)
ド
イ
ツ
刑
法
一
一
一
一
条
は
、
不
真
正
不
作
為
犯
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
第
二
二
条
(
不
作
為
に
よ
る
犯
行
)

①
刑
法
の
構
成
要
件
に
属
す
る
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
を
怠
っ
た

者
は
、
そ
の
者
が
結
果
の
発
生
し
な
い
こ
と
に
つ
き
法
的
に
義
務

を
負
う
場
合
で
あ
っ
て
、
か
っ
そ
の
不
作
為
が
作
為
に
よ
る
法
律

上
の
構
成
要
件
の
実
現
に
準
ず
る
場
合
に
限
っ
て
、
本
法
に
よ
り

可
罰
的
と
な
る
。
②
刑
は
、
第
四
九
条
第
一
項
に
よ
り
、
こ
れ
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
(
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部

編
「
ド
イ
ツ
刑
法
典
」
法
務
資
料
四
三
九
号
(
一
九
八
二
年
)
を

参
考
に
し
た
)
。

(
辺
)
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
一
三
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
る
。
「
第
一
三
条
①
住
居
は
、
侵
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

②
捜
索
は
、
た
だ
裁
判
官
に
よ
っ
て
、
又
は
、
急
迫
し
た
危
険
の

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
他
の
機
関

に
よ
っ
て
も
、
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
法
律
の
定
め
る
形

式
に
よ
っ
て
の
み
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
③
干
渉
と
制
限
は
、

右
の
ほ
か
、
個
人
に
対
す
る
共
通
の
危
険
又
は
生
命
の
危
険
を
防

衛
す
る
た
め
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
公
共
の
安
全
と
秩
序

に
対
す
る
急
迫
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
特
に
住
居
の

欠
乏
を
除
き
、
伝
染
病
の
危
険
を
防
止
し
、
又
は
要
保
護
少
年
を

保
護
す
る
た
め
に
、
法
律
の
根
拠
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
」
(
憲
法
調
査
会
事
務
局
編
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
萎
本
法
」

憲
資
・
総
五
四
号
(
一
九
六
一
年
)
を
参
考
に
し
た
)
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
第
一

O
二
条
(
被
疑
者
に
関
す
る
捜
索
)
正
犯
若
し
く
は
共
犯

又
は
犯
罪
庇
護
者
、
犯
罪
隠
匿
者
若
し
く
は
臓
物
犯
人
と
し
て
嫌

疑
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
逮
捕
を
目
的
と
す
る
と

き
、
又
は
証
拠
を
発
見
す
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
住
居
そ
の

他
の
場
所
又
は
身
体
若
し
く
は
所
有
物
に
つ
き
捜
索
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
第
一

O
二
一
条
(
被
疑
者
以
外
の
者
に
関
す
る
捜
索
)

①
前
条
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
犯
罪
の
証
跡

の
追
及
又
は
特
定
の
物
の
差
し
押
さ
え
を
目
的
と
し
、
か
つ
被
疑

者
、
証
跡
又
は
物
が
捜
索
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
あ
る
こ
と
を
推

測
さ
せ
る
に
足
る
事
実
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
捜
索
を
許
す
も
の

と
す
る
。
刑
法
第
二
一
九
条

a
の
罪
又
は
同
条
に
掲
げ
る
罪
を

行
っ
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
強
い
理
由
が
あ
る
被
疑
者
の
逮
捕

を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
被
疑
者
が
あ
る
建
物
に
滞
在
し
て
い

る
と
認
め
る
根
拠
と
な
る
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
建
物
内
の

す
べ
て
の
住
居
な
い
し
居
室
を
捜
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
前

項
第
一
文
の
定
め
る
制
限
は
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
場
所
又
は
被

疑
者
が
追
跡
中
に
立
ち
寄
っ
た
場
所
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
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第
一

O
四
条
(
夜
間
の
家
宅
捜
索
)
①
夜
間
に
お
い
て
は
、
住
居
、

事
務
所
又
は
閤
縁
地
の
捜
索
は
、
現
行
犯
を
追
跡
す
る
と
き
、
緊

急
を
要
す
る
と
き
又
は
逃
走
し
た
被
拘
禁
者
の
再
拘
束
の
た
め
に

す
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
②
前
項
の
制

限
は
、
夜
間
で
も
公
衆
が
出
入
り
で
き
る
場
所
及
び
刑
余
者
が
宿

泊
若
し
く
は
集
合
し
、
犯
罪
に
よ
り
取
得
し
た
物
を
保
管
し
、
又

は
賭
博
、
違
法
な
麻
薬
・
武
器
の
取
引
若
し
く
は
売
春
の
巣
窟
と

し
て
警
察
が
認
知
し
て
い
る
場
所
に
は
適
用
し
な
い
。
③
夜
間
と

は
、
四
月
一
日
か
ら
九
月
一
一
一

O
日
ま
で
は
午
後
九
時
か
ら
午
前
四

時
ま
で
の
問
、
一

O
月
一
日
か
ら
一
一
一
月
コ
二
日
ま
で
は
午
後
九
時

か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
」
(
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法

制
部
編
『
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
典
』
(
二

O

O
一
年
)
を
参
考
に

し
た
)
。

(
お
)
国
自
由
'
Z
R
E
B
m
E
S
o
-
-
M
F
r
z
E凹
-RF目
。
2
5
5
n
Z
3
2
乱回

関口
g
g
F
Eロ
刷
出
明
日
ロ
向
山
富
『
。
R
・8
ぉ
as--E口問
2

0
・
z
g
N
戸市町
m
w
h
H

・

∞
--E・
は
、
回
年
判
決
は
過
去
の
判
例
か
ら
「
方
向
転
換
」
を
し

た
と
し
て
い
る
。

(
但
)
こ
の
意
味
で
、
四
年
判
決
は
、
未
だ
「
限
定
化
」
の
途
上
に
あ

る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
回
年
判
決
が
す
で
に
過
去
の
判

例
に
対
し
て
「
限
定
」
を
な
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
見
解
と

し
て
、
回
m
g
a
M
S
E
S
g
g
p
U
-
m
dロ再開『
-mw
回目ロロ加国
a
m
z
w
g
z
E

2
5
p
o
n
E
R
F
m〈
2
8
g
o
塁打
F
W
S
H
E
C
E
E
S
E
a
s
-
N
g
t
ξ
F

3
∞h
ア

ω・凶{)市
Y

〉
毘
戸
吋
凶
・
一
。

g
G
関口司同】
mup
旬、

p
-
甲町四凶
e
M
-
A
右一
N
-

一択
EE-

pmw
・c・(〉ロヨ・(∞))・∞・
5
唱凶・

(
お
)
臼
円
〈
苫
∞
AF
品目ロ・
(
O
F
。
N毛
色

σ『En-ap
回開国
n
E
・
〈
凶
吋
-
申
∞
凶
)

(
m
m
)
Z
』者

-
3
P
ぷ
・
(
∞
。
戸
回
目
出
n
E・
〈
・
凶
一
寸
・
-
遣
い
)

(
幻
)
但
年

7
月
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
国
自
。
。
ロ
P
E
S
-
3
p

zmg・2
5
4
同盟
2
・
印
向
。
戸
制
-
凶
¥
N
0
・
が
あ
る
。

(
お
)
〈
包
・
∞
nFGロ
rm¥切
nF『G込町ミヨ『
48・回同『え伺町田町四
Nσ
ロ
nF・穴
o
g
g
m口同日.・

民
〉
E
2
・w
M
O
O
-
-

ゆ
己
・
列
島
phお
円
こ
こ
で
シ
ュ
ト
レ
l
は
、
物
を
第

三
者
に
引
き
渡
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
物
が
所
有
者
の
経
済
的
領

域
に
あ
る
以
上
、
所
有
者
と
し
て
の
地
位
や
、
そ
れ
に
伴
う
責
任

は
終
わ
ら
な
い
と
す
る
。

(
却
)
垣
宮
門
『
匝
】
唱
⑤
凶
咽
凶
。

-
H
g〈戸市山唱一
Y
M凶
・
(
切
の
出
e

回目印
n
E・
〈
凶
。
・
唱
・

-。唱
M
・
)

(却
)
z
g
N
E
m
m
-
沼市町
MYNJ可
(
。
「
。
関
R
Z
B
E
n
-
∞伺∞
nE-
〈
-Mム・吋・

3
喝、ご

(訂

)
Z
t
ξ
-
3∞・
3
唱
一
(
関
P
C
H
A
-
戸
志
・
斗
・

3
唱∞・)

(
詑
)
m
m
年
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
司
君
。

Q
F
E
E
-
事
P

F

P
メ

』zg'
国内包
m
r
g。
戸
協
-
凶
¥
N
∞
・
が
あ
る
。

(お)〉・白・
0
・(〉
=s-Q))・∞-ニ唱・

(
羽
)
〉
白
・
。
・
(
〉
ロ
ヨ
・
(
M
A
C
)
・
ω・叶。・

(
お
)
〉
-
E
・。・(〉ロヨ・
(

M

)

)

咽印・ご唱・

(
お
)
。
z
z
v
R
』白
w
o
g
-
g
g『『
mnZ・
と
-mmggロ刊『吋
mFfM-〉巴『}・
4

印
字

b
-
2
2印加担一
σ0・
3
s
e
印
∞
。
∞
・
も
、
「
今
で
は
も
ち
ろ
ん
限
定
さ
れ
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

(
幻
)
刑
事
判
例
上
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
事

北法53(6・186)1802



「不作為による共犯の限定化」について

案
で
、
「
特
別
な
事
情
」
を
認
め
た
も
の
は
確
認
で
き
な
い
が
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
間
接
的
に
そ
れ
を
肯
定
し
た
も
の
は
認
め

ら
れ
る

(
Z』を

-
3∞
・
苫

-
B〈由主
C
-
P
R
E・〈・

5
・品・

3
ヨ
)
)
。

事
案
は
、
大
使
館
で
一
時
的
に
預
か
っ
た
、
爆
弾
の
隠
さ
れ
た
カ

バ
ン
が
、
実
際
に
テ
ロ
に
使
用
さ
れ
死
傷
者
を
出
し
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
不
作
為
の
責
め
を
問
わ
れ
た
被
告

人
た
る
大
使
に
対
し
て
、
カ
ー
ル
ス
ル

l
エ
高
等
裁
判
所
が
認
め

た
勾
留
命
令
の
適
否
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
が
、
岡
高
裁
に
よ
る
、
大
使
館
建
物
の
支
配
権
限
だ
け
で
な

く
、
特
別
な
事
情
を
も
考
慮
し
た
保
障
人
的
地
位
に
よ
る
基
礎
づ

け
に
、
異
論
は
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
民
事
判
例
上
、
特
別
な
事
情
を
認
め
た
も
の
と
し
て
、

富
者

3
5・
邑
AHa-(

。戸。関
R
U
E
F
P
C
2
・〈

-
Z・凶・

3
E・)一冨口同
N

-
3∞
-
-
a
H
・
(
F
O
関
R
Z
E
E
P
C
2
〈
-E-
ご
右
主
・
)
が
あ
る
。
前

者
は
、
原
告
が
被
告
の
家
の
前
に
自
動
車
を
駐
車
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
被
告
宅
の
屋
根
か
ら
の
落
雪
の
た
め
、
自
動
車
に
損
害
が
生

じ
た
こ
と
に
つ
き
、
原
告
が
、
被
告
に
は
落
雪
を
防
止
す
る
措
置

を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
安
全
配
慮
義
務
(
〈
白
『

r
S
B
R
Z
-

包
括
6
E
n
Z
)
の
違
反
が
あ
る
と
し
て
訴
え
た
事
案
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
ヵ

l
ル
ス
ル

l
エ
高
等
裁
判
所
は
、
「
こ
の
よ
う

な
義
務
の
存
在
に
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
、
地
方
の
特
殊

性
や
天
候
状
況
、
家
屋
の
性
質
及
び
交
通
の
あ
り
様
と
い
っ
た
、

場
合
に
よ
っ
た
具
体
的
事
情
(
〈
伺
『
E
-
5
a
o
)
で
あ
る
」
と
し
、

「
地
方
の
慣
例
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
「
雪
の
多
い
地
域
で
は
交
通
関
与
者
と
落
雪
に
よ
る

危
険
が
密
接
と
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
雪
の
少
な
い
地
域

で
は
、
直
ち
に
住
居
の
所
有
者
が
落
雪
に
関
す
る
安
全
配
慮
措
置

を
取
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
見

解
は
、
「
過
去
の
道
路
使
用
者
を
め
ぐ
る
原
則
と
一
致
し
な
い
こ

と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
か
つ
て
の
見
解
で
は
、
実
際
上
す
べ
て

の
事
案
に
つ
い
て
責
任
を
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
批
判
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
安
全
配
慮
義
務
の
根
拠
づ
け
に
必
要
な
の
は
、

む
し
ろ
個
々
の
場
合
の
特
別
な
事
情

(FgoEnお
c
g
M同副
Em)
で

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
当
該
事
案
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い

な
い
」
と
し
て
、
原
告
の
訴
え
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
後

者
は
、
同
様
の
事
案
に
つ
い
て
、
前
者
の
見
解
を
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
る
。「

限
定
化
」

の
理
論
的
背
景

こ
れ
ま
で
の
、
住
居
の
居
住
者
と
犯
罪
阻
止
義
務
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
判

例
の
考
察
に
よ
っ
て
、
判
例
が
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち

に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
と
す
る
考
え
方
か
ら
、
住
居
自
体
が
危
険
源

と
し
て
現
れ
た
場
合
に
の
み
義
務
が
発
生
す
る
と
す
る
考
え
方
に
発
展
し
、

北法53(6・187)1803
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そ
の
結
果
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
強

く
な
る
と
い
う
、
「
限
定
化
」
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
判
例
の
展
開
を
支
え
た
学
説
の
展
開
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
例
の
「
限
定
化
」
の
理
論
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
実
質
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

1 

住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解

先
に
見
た
よ
う
に
、
伺
年
判
決
は
、
被
告
人
が
飲
食
庖
を
営
ん
で
い
た

と
い
う
こ
と
に
基
づ
き
、
「
被
告
人
が
処
分
権
限
を
有
す
る
場
所
内
の
秩

(1) 

序
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
被
告
人
の
支
配
す
る
そ
の

庖
内
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
阻
止
す
る
義
務
が
あ
る
と

し
た
。
ま
た
、
初
年
判
決
は
、
前
年
判
決
を
参
考
に
し
て
、
「
住
居
の
居

(2) 

住
者
に
も
適
切
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
判

決
と
も
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
の
イ
ン
ハ

l
パ
l
(
E
E
'

宮
『
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
判
例
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
住
居
の
居
住
者
を
は
じ
め

と
し
た
、
特
定
の
場
所
に
対
す
る
責
任
あ
る
地
位
に
基
づ
い
て
、
そ
の
場

所
で
行
わ
れ
て
い
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
を
肯
定
す
る

こ
と
は
、
そ
の
居
住
者
と
し
て
の
身
分
に
基
づ
く
形
式
的
な
根
拠
づ
け
の

よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
質
的
な
理
由
づ
け
が
、
学
説
に
お

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
九
七
六
年
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
シ
ュ
ト

レ
l
の
見
解
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ト
レ

l
は
、
「
法
共
同

体
(
窓
口
宮
田
明
白
B
S
M田
町
宮
内
向
)
は
、
住
居
の
平
穏
に
特
別
な
保
護
を
予
定

し
、
公
の
機
関
に
よ
る
干
渉
は
特
別
の
留
保
に
服
す
る
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
他
方
で
、
住
居
権
を
有
す
る
者
(
同
口
町
与
問
『
仏
g
Z
E匂
宮
町
同
日
)
に

は
、
彼
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
場
所
で
の
秩
序
に
配
慮
す
る
こ
と
を
期
待

(3) 

し
て
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
住
居
の
所
有
者
盲
目
加

g
s
s
q

巳ロ

g
z
g沼
田
)
は
、
窃
盗
犯
が
、
そ
の
住
居
内
に
警
察
の
捜
査
か
ら
免

れ
る
た
め
に
盗
品
を
隠
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
介
入
す
る
義
務
が
あ

る
と
例
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
の
経
営
者
も
、
客
室
で
盗
品
の
取
引

が
企
て
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
介
入
の
義
務
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
、
前
年
判
決
に
つ
い
て
も
、
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る

(4) 

の
で
あ
る
。
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ま
た
、
(
メ
ツ
ガ
l
H
)
ブ
ラ
イ
も
同
様
に
、
「
自
己
の
住
居
領
域
に
お

け
る
犯
罪
行
為
に
対
す
る
義
務
は
、
犯
罪
の
防
止
を
職
務
と
す
る
公
の
機

関
の
影
響
可
能
性
が
、
憲
法
上
の
規
定
も
あ
っ
て
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
事
情
に
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
居
の
平
穏
が
保
護
さ

れ
て
い
る
領
域
に
お
い
て
、
秩
序
に
配
慮
す
る
と
い
う
適
切
な
義
務
な
し



「不作為による共犯の限定化」について

で
は
、
こ
の
よ
う
な
法
の
享
受
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
根
拠
に
基
づ
い
て
、
正
当
防
衛
上
の
侵
害
者
(
結
果

と
し
て
の
被
害
者
)
に
対
す
る
(
不
作
為
単
独
正
犯
と
し
て
の
)
保
障
人

義
務
は
、
確
か
に
先
行
行
為
に
基
づ
い
て
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し

か
し
、
被
侵
害
者
の
住
居
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
事
実
的
に
も

法
的
に
も
他
の
救
助
の
可
能
性
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
住
居

(5) 

の
居
住
者
に
義
務
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
プ
ラ
イ
ゼ
ン
ダ
ン
ツ
も
、
住
居
や
そ
の
他
の
閉
鎖
的
な
場
所

に
対
す
る
場
所
的
支
配
布
告

B
Z
S
n
E
3
)
に
基
づ
く
責
任
が
あ
る
と

す
る
。
こ
の
と
き
、
そ
の
よ
う
な
場
所
的
支
配
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
保
障

人
的
地
位
は
、
少
な
く
と
も
場
所
の
所
有
者

(
E
E
σ
2
色白『閉
SES--nz'

宮
町
)
か
ら
の
招
待
を
受
け
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
者
に
有
利
で
あ
る
よ
う

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
他
人
の
住
居
に
、

そ
の
住
居
の
居
住
者
の
招
待
に
基
づ
い
て
訪
れ
た
者
は
、
そ
の
住
居
内
に

お
い
て
は
、
重
大
な
危
険
に
つ
い
て
味
方
に
な
る
こ
と
を
信
頼
し
て
よ
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
住
居
の
居
住
者
は
、
住
居
内
に
お
い
て
客
が
殺
害
さ
れ
る
な

ど
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
介
入
す
る
義
務
が
あ
る
」
と
し
、
初
年
判

決
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
介
入
を
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

と
も
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
「
法
が
、
一
方
で
、
住
居
の
不
可
侵
性
を
保

障
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
反
面
、
場
所
に
つ
い
て
権
限
を
有

す
る
者
(
同
口
宮
σ
R
島
町
門
知
住
吉
明
。
垣
恒
三
に
対
し
て
、
支
配
領
域
内
に
お
い

て
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
い
う
、
高
度
な
義
務
が

生
じ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
例
示
と
し
て
、
世
荷
主

(
2
2日
吉
田

-
Z
5
2
8品
)
が
、
家
族
の
構
成
員
(
妻
、
娘
、
家
事
手
伝
い

の
女
性
な
ど
)
が
住
居
内
に
お
い
て
不
法
な
堕
胎
を
企
て
て
い
る
の
を
、

故
意
に
黙
認
し
た
場
合
に
は
、
堕
胎
暫
助
と
し
て
可
罰
的
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
家
主

(zg島
町
『
吋
)
が
、
そ
の
土
地
に
警
察
か

ら
の
追
跡
を
免
れ
る
た
め
に
盗
品
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
黙
認
し
た
場

(6) 

合
に
も
、
常
助
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

同
様
に
、
ボ
ッ
ケ
ル
マ
ン
も
、
所
有
者
(
開
拓

g
Eヨ
伺
『
)
や
占
有
者

(∞
2
5
5、
管
理
者
(
〈
ロ
『
垣
島
町
『
)
、
監
視
人
(
回

2
R
Z『
)
は
、
彼

ら
の
も
つ
住
居
や
自
動
車
、
建
物
な
ど
の
場
所

(
E
E
E
E
M
W
Z
)
に
お

い
て
発
生
し
た
危
険
を
回
避
す
る
義
務
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「
被
害
者
に
関
係
な
く
彼
に
危
険
が
発
生
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

地
位
の
た
め
に
、
可
能
で
あ
る
限
り
救
助
の
介
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
彼
が
有
し
て
い
る
独
占
的
地
位
(
冨

g畠
♀
)
は
、
彼
の
も
つ
で
き

る
限
り
の
可
能
性
を
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
人
の
た
め
に
使
用
す
る
義
務

を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
例
示
と
し

て
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
事
例
で
あ
る
が
、
沖
に
出
た
船
で
は
、
船
員
は

北法53(6・189)1805
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盲
目
の
人
に
食
料
を
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
見
解
に
基
づ
い
て
、
「
他
人
を
客
と
し
て
住
居
内
に
迎
え
入

れ
た
者
は
、
客
の
保
護
も
意
の
ま
ま
に
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
重
大
な

危
険
に
つ
い
て
味
方
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
河
年
判
決

(7) 

を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
苅
年
判
決
や
位
年
判
決
が
、
住
居
の
居
住

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解
と
し
て
引
用

(8) 

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
確
か
に
、
法
律
上
は
、
住
居

に
対
し
て
特
別
な
保
護
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
ド
イ
ツ
基
本
法
一
一
一
一
条
一
項
は
、
住
居
の
不
可
侵
性
を
規
定
し
、
法

的
権
限
に
基
づ
い
て
の
み
、
国
家
機
関
は
権
利
者
の
意
思
に
反
し
て
住
居

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
(
ド
イ
ツ
基
本
法
一
一
一
一
条
二
項
、

三
項
、
及
び
ド
イ
ツ
刑
訴
法
一

O
二
条
以
下
)
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
刑
法
上

も
、
一
二
三
条
の
住
居
侵
入
罪
に
お
い
て
、
居
住
者
の
意
思
に
反
し
て
そ

の
場
所
に
滞
在
す
る
こ
と
の
可
罰
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

居
住
者
の
住
居
権
を
保
護
し
て
い
る
し
、
二
四
三
条
一
項
一
号
も
、
閉
鎖

的
な
場
所
か
ら
の
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
く
処
罰
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
三

O
六
条
二
号
も
、
現
住
建
造
物
の
放
火
に
つ
い
て
可
罰
性
を
認
め

(9) 

て
い
る
。
シ
ユ
ト
レ

l
や
(
メ
ツ
ガ

l
H
)
ブ
ラ
イ
な
ど
は
、
こ
の
よ
う

に
、
法
が
住
居
に
対
し
て
特
に
厚
く
保
護
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
公
の

機
関
か
ら
の
介
入
の
可
能
性
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ
の

保
護
の
反
射
的
効
果
と
し
て
、
自
己
の
住
居
に
お
け
る
秩
序
に
配
慮
す
る

責
任
が
あ
り
、
そ
の
居
住
者
に
は
、
自
己
の
支
配
領
域
内
に
あ
る
特
定
の

危
険
源
に
対
す
る
責
任
に
基
づ
い
て
作
為
義
務
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
と

(
印
)

し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
自
己
の
住
居
内
で
の
第
三
者
の
犯
罪
行
為

も
、
住
居
内
に
あ
る
特
定
の
危
険
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
、
犯
罪
行
為

に
対
す
る
悶
止
義
務
も
、
そ
こ
に
含
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ル
ヴ
イ
ン
ケ
ル
は
、
法
の
規
定
や
住
居
の
居
住
者

の
保
護
か
ら
だ
け
で
は
、
適
切
な
義
務
は
読
み
取
れ
な
い
と
の
疑
問
を
示

(
日
)

し
た
。
そ
の
上
で
、
別
の
観
点
に
基
づ
い
て
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
肯
定
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
法
規
定
は
、
む
し
ろ
、
住
居
の
居
住
者
の
社
会
生
活

に
お
け
る
役
割
の
重
要
性
を
指
し
示
す
の
み
で
あ
る
と
し
、
た
だ
、
そ
の

よ
う
な
法
の
保
障
に
よ
っ
て
、
住
居
と
い
う
場
所
的
社
会
的
な
支
配
領
域

が
自
己
責
任
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
義
務
が
そ
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
は
、
住
居
の
役
割

の
解
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
し
て
、
検
討
を
は
じ
め
た
。

結
論
と
し
て
、
ベ
ル
ヴ
イ
ン
ケ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
根
拠
を
明
ら
か
に

す
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
が
、
広
範
囲
に
住
居
領
域
(
君
。

Z
E怒
'
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「不作為による共犯の限定化」について

田
司
『
同
互
に
対
す
る
介
入
可
能
性
を
放
棄
す
る
と
き
、
住
居
の
居
住
者
に

は
、
住
居
内
に
お
け
る
社
会
的
平
穏
を
保
持
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
(
共

同
体
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
)
社
会
的
な
財
(
的
自

E
2
5『
)
を
保
護
す

る
こ
と
が
割
り
当
て
ら
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
分
業
さ
れ
た
個
々
の

社
会
的
機
能
、
こ
こ
で
は
住
居
の
居
住
者
(
住
居
と
い
う
場
所
的
社
会
的

領
域
の
支
配
者
)
の
社
会
的
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
役
割
は
、
さ
し
あ
た
り
、
住
居
内
に
あ
る
(
重
要
な
社
会
的

な
財
と
し
て
の
)
す
べ
て
の
法
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
社
会

倫
理
的
義
務

(
8
N
E
a
E田町
Z

2】
』

n
F
ご
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
場
合
に
法
的
義
務
と
な
る
の
か
が
問
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
、

共
同
体
に
対
す
る
社
会
倫
理
的
義
務
に
特
別
な
重
要
性
を
も
つ
に
至
ら
せ

る
、
客
観
的
な
評
価
要
素
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
、

刑
法
自
体
が
二
三
四
条
一
項
と
ご

5
六
条
二
号
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
示
唆
を
与
え
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
規
定
で
は
、
結

果
の
実
現
に
よ
っ
て
、
住
居
を
含
む
家
屋
や
そ
の
他
の
閉
鎖
的
な
場
所
の

有
し
て
い
る
、
人
や
物
に
対
す
る
保
護
機
能
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
刑
法
自
体
が
す
で
に
、
人
や

物
に
物
的
な
保
護
を
与
え
る
と
い
う
、
住
居
と
し
て
の
場
所
の
意
味
と
目

的
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
場
所
の
支
配

者
と
し
て
の
住
居
の
居
住
者
は
、
法
益
客
体
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
う
社
会
的
機
能
の
意
味
に
お
い
て
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
し
、

そ
の
よ
う
な
法
益
客
体
に
対
す
る
物
的
保
護
の
存
在
が
、
法
的
義
務
と
し

(ロ)

て
区
別
さ
せ
る
客
観
的
評
価
要
素
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ベ
ル
ヴ
イ
ン
ケ
ル
は
、
シ
ュ
ト
レ

l
や
(
メ
ツ
ガ

l
H
)
プ

ラ
イ
な
ど
の
示
す
よ
う
な
、
法
が
住
居
に
特
別
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
で
、

公
の
機
関
の
介
入
可
能
性
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
反
面
と
し
て
、
住
居
の

居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
法
が
住

居
に
対
す
る
保
護
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
居
の
居
住
者
に
役
割
と

し
て
の
義
務
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
役
割
か
ら
発
生
す
る
義
務
は
、

法
が
住
居
に
保
護
機
能
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
法
的
義
務
で
あ
る
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務

を
肯
定
し
う
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
シ
ユ
ト
レ

l
や
(
メ
ツ
ガ

l
H
)
ブ
ラ
イ
な
ど
の
よ
う
に
、
法

が
公
の
機
関
か
ら
の
介
入
に
つ
い
て
住
居
に
特
別
な
保
護
を
与
え
て
い
る

こ
と
に
基
づ
い
て
、
住
居
の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
た
と
し
て

も
、
あ
る
い
は
、
ベ
ル
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
の
よ
う
に
、
住
居
の
居
住
者
に
社
会

的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
た
と
し

て
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
他
人
の
介
入
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
、

住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
な
特
徴
に
着
目
し
て
、
住
居
の
居
住
者
に
、
す

(
日
)

べ
て
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
阻
止
義
務
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

北法53(6・191)1807 
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が
っ
て
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
の
実
質
的
な
根
拠
は
、
こ
の
住
居
の
も
つ
閉
鎖
的
・
排

他
的
な
特
徴
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2 

住
居
自
体
が
危
険
源
で
あ
る
場
合
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見

解

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
を
も
っ
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
見
解
に
、
転
換
を
迫
る
と
き

が
く
る
。
す
で
に
河
年
判
決
が
、
「
法
秩
序
が
住
居
の
保
護
に
つ
い
て
特

別
な
拒
否
権
限
(
〉
σ耳
目
町
号
包
c
m
E目
)
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
基

づ
い
て
、
住
居
の
居
住
者
の
義
務
が
生
じ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

(
凶
)
い
」
と
し
て
、
住
居
の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
の

根
拠
の
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
し
、
田
年
判
決
も
、
同
様
に
そ
の
こ
と
に

は
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
に
お
け
る
否
定
的
な
評
価
に

は
、
学
説
の
影
響
が
窺
え
る
。

ま
ず
、
シ
ュ

l
ネ
マ
ン
は
、
住
居
権
者

(
Z
2
5
n
z
Eロ冨一
σ町
『
)
の
保

障
人
義
務
を
、
犯
罪
の
防
止
を
職
務
と
す
る
公
の
機
関
の
介
入
可
能
性
が

住
居
領
域
に
お
い
て
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
と
す
る
見

(
日
)

解
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
基
本

法
三
二
条
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
住
居
権
の
保
護
は
、
差
し

迫
っ
た
危
険
や
す
ぐ
間
近
に
迫
っ
た
犯
罪
行
為
に
際
し
て
は
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
住
居
の
不
可
侵
性
に
基
づ
く
権
利
は
、
確
か
に
典
型
的
な
拒
否

権
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
権
利
の
変
容
が
あ
る
た
め
に
法
的
根
拠
と

(
同
)

は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
に
対
し
て
も
、
そ

北法53(6・192)1808 

の
よ
う
な
社
会
的
支
配
で
は
、
そ
の
不
作
為
の
、
作
為
と
の
同
価
値
性
を

(
口
)

基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
結
論
的
に
は
、
住
居

の
居
住
者
に
、
客
に
対
す
る
第
三
者
の
犯
罪
を
阻
止
す
る
保
障
人
義
務
を

認
め
る
判
例
に
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
義
務
の
た
め

に
、
住
居
の
居
住
者
が
「
警
察
官
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
者

(
E
R名
急
ー

日
円
)
」
と
み
な
さ
れ
る
の
は
到
底
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い

(MJ 

4

ゐ。

一
九
八
O
年
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
見
解
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
見
解
を
改
め
て
、
特
定
の
場
所
に
対
す
る
処
分
権
限
を

有
す
る
者
が
、
そ
の
場
所
で
行
わ
れ
て
い
る
犯
罪
行
為
を
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
場
所
に
対
す
る
責
任
あ
る
地
位
に
基
づ
い

て
法
的
義
務
を
認
め
る
見
解
は
、
「
広
き
に
失
す
る
」
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
特
定
の
支
配
領
域
に
対
す
る
権
限
だ
け
で
は
、
権
限
を
有
す
る
者

(。2
己

E
E宮
司
)
に
秩
序
維
持
者
と
し
て
の
義
務
を
認
め
る
十
分
な
根

拠
と
は
な
ら
な
い
と
も
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
批
判
の
対
象
と
な
っ

ま
た
、
シ
ユ
ト
レ

l
も、



「不作為による共犯の限定化Jについて

て
い
る
見
解
を
支
え
る
、
住
居
の
平
穏
に
対
す
る
特
別
な
保
護
に
よ
り
他

(ω) 

人
の
介
入
可
能
性
が
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
根
拠
に
対
し

て
も
、
例
え
ば
飲
食
庖
で
襲
わ
れ
た
客
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
人
里
離

れ
た
道
路
上
で
襲
わ
れ
た
と
き
よ
り
も
、
す
み
や
か
に
他
人
の
救
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
一
概
に
住
居
に
つ
い
て
介
入
可
能
性
が
制

(
初
)

限
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
「
信
頼
根
拠
」
に
よ
っ
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務

に
つ
い
て
「
限
定
化
」
の
兆
し
を
見
せ
た
苅
年
判
決
に
対
し
て
も
、
批
判

が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
テ
ン
ク
ホ
フ
は
、
住
居
の
居
住
者
が
信
頼

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
保
障
人
的
義
務
を
正
当
化

す
る
こ
と
に
十
分
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
状
況
を
取

り
出
す
か
ら
に
は
、
可
罰
性
を
限
界
づ
け
る
基
準
に
関
わ
る
問
題
と
す
べ

き
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
「
先
行
行
為
」
や
「
親
密
な
共
同
体
関
係
」
に
基

づ
く
保
障
人
的
地
位
を
基
礎
づ
け
る
に
足
る
必
要
条
件
に
行
き
着
く
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
か
ら
、
「
信
頼
根
拠
」
は
保
障
人
的

(
幻
)

地
位
を
認
め
る
に
十
分
な
条
件
と
評
価
し
え
な
い
と
批
判
す
る
。
ま
た
、

ナ
オ
ケ
も
、
%
年
判
決
の
基
礎
づ
け
で
は
、
成
立
範
囲
に
拘
束
力
が
な
い

の
で
、
保
障
人
義
務
の
違
反
に
よ
る
刑
法
一
=
一
条
の
適
用
が
広
き
に
失
す

(n) 

る
こ
と
に
な
る
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
ュ

l
ネ
マ
ン
も
、
一
時

的
に
客
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
は
、
親
密
な
生
活
共
同
体
の
意
味
に
お
け
る

保
護
機
能
に
つ
い
て
の
引
受
け
を
意
味
し
な
い
と
し
て
、

(
幻
)

判
し
て
い
る
。

苅
年
判
決
を
批

こ
の
よ
う
に
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義

務
を
認
め
る
見
解
の
根
拠
に
対
し
て
は
、
法
規
定
を
根
拠
に
す
る
こ
と
の

不
当
性
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
実
際
上
の
可
罰
範
囲
が
広
く
な
る
と
批
判
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
特
徴
は
、
犯
罪
阻

止
義
務
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
の
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
花
年
判
決
に
対
し
て
も
、
そ
の
根
拠
の
不
明
確
性
ゆ
え
に
批
判
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
支
持
を
得
て
、
現
在
で
は
、
住
居
の
居

住
者
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解
は
否
定
さ
れ

(M) 

る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
経
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務

を
め
ぐ
る
理
論
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
シ
ユ

l
ネ
マ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
。
す

な
わ
ち
、
例
え
ば
、
ベ
ル
ヴ
イ
ン
ケ
ル
が
、
住
居
と
い
う
社
会
的
支
配
領

域

(
8
N
E
q
z
g
R
Z昏

zsnF)
に
基
づ
い
て
、
住
居
内
に
あ
る
す
べ

て
の
物
的
な
法
益
客
体
に
対
し
て
保
障
人
関
係
が
あ
る
と
し
、
ま
た
、
判

例
も
、
世
帯
主

(
z
g各
包
吉
呂
田
〈

2
2
2
3
に
、
住
居
や
そ
の
他
の
支
配

し
て
い
る
場
所
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
を
岡
止
す
る
一
般
的
な
保

障
人
義
務
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
住
居
の
居
住
者
に

北法53(6・193)1809
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そ
の
住
居
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
る
と
す

る
考
え
方
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
に
、
住
居
が
居
住
者
の
社
会
的
な
支
配
領
域
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
こ

と
自
体
は
、
そ
の
不
作
為
の
、
作
為
と
の
同
価
値
性
を
満
た
す
も
の
で
は

な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
、
む
し
ろ
、
作
為
と
の
同
価
値
性
が
認
め
ら
れ
る

た
め
に
は
、
住
居
が
、
結
果
を
導
く
要
因
と
し
て
の
「
結
果
原
因

(。E
E
島
町
印
刷
『
宣
沼
田
)
」
と
し
て
判
断
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
住
居
と
犯
罪
行
為

と
の
間
に
特
別
な
関
係
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
結
論
と

し
て
、
犯
罪
阻
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
「
住
居
が
、
そ
こ
で

犯
罪
が
行
わ
れ
た
と
い
う
単
な
る
現
場
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
特
性

の
た
め
に
、
犯
罪
の
具
体
的
経
過
に
お
い
て
特
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

(
お
)

る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
例
示
と
し
て
、
被
害
者
が
殺
人
者
か
ら
逃
れ

よ
う
す
る
の
を
、
鍵
の
か
か
っ
た
家
の
ド
ア
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
住
居
の
鍵
の
か
か
っ
た
状
態

E
S刊
M
m
E
2
8
5
S
)
が
、
居

住
者
の
支
配
領
域
に
あ
る
危
険
源
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
、
保
障
人
義

務
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
場
所
に
対
す
る

支
配
は
、
そ
の
場
所
に
あ
る
危
険
源
か
ら
の
危
険
に
対
す
る
義
務
は
発
生

さ
せ
て
も
、
犯
罪
一
般
に
対
す
る
阻
止
義
務
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
家
主
(
国
言
明
宮
司
)
が
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

い
た
と
き
に
、
い
か
が
わ
し
い
客
が
他
の
客
の
札
入
れ
を
抜
き
取
ろ
う
と

し
た
り
、
あ
る
い
は
女
性
の
首
か
ら
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
は
ず
そ
う
と
す
る
の

を
、
家
主
が
目
撃
し
た
場
合
、
何
の
呼
び
か
け
も
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

被
害
者
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
決
し

(
お
)

て
犯
罪
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
シ
ュ

l
ネ
マ
ン
の
見
解
は
、
学
説
上
、
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
ル
ド
ル
フ
ィ

l
は
、
住
居

の
居
住
者
も
、
そ
の
住
居
内
に
お
け
る
第
三
者
の
犯
罪
行
為
を
保
障
人
と

し
て
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
の
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
保
障
人
的
地
位
は
、
監
督
・
命
令
権
限
に
基
づ
く
第
三
者
の
行
為
に
対

す
る
責
任
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
上

で
、
住
居
自
体
が
居
住
者
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
べ
き
危
険
源
と
し
て
現

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
結
論
的
に
、
シ
ュ

l
ネ
マ

ン
の
い
う
「
住
居
が
、
そ
こ
で
犯
罪
が
行
わ
れ
た
と
い
う
単
な
る
現
場
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
特
性
の
た
め
に
、
犯
罪
の
具
体
的
経
過
に
お
い

て
特
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
支
持
す

(
幻
)

る
の
で
あ
る
。
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シ
ユ
ト
レ

l
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
見
解
を
改
め
て
、

「
支
配
領
域
が
、
犯
罪
行
為
の
実
行
あ
る
い
は
犯
罪
結
果
の
確
保
に
対
し



「不作為による共犯の限定化jについて

て
決
定
的
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
場
合
」
に
、
犯
罪
行
為
に
介
入
す
る
と

い
う
特
別
な
法
的
義
務
が
導
か
れ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
例
示
と
し
て
、

窃
盗
犯
が
他
人
の
住
居
を
盗
品
の
隠
し
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
場
合

ゃ
、
客
室
が
犯
罪
の
取
引
に
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
権
限

を
有
す
る
者

3
2
E
-
E
Z
Z『
)
が
そ
の
場
所
に
お
い
て
違
法
な
妊
娠
中

絶
が
行
わ
れ
る
の
を
黙
認
し
た
場
合
、
さ
ら
に
は
、
住
居
の
所
有
者
が
、

隣
家
に
対
す
る
犯
罪
行
為
の
実
行
を
望
ん
で
、
隣
家
へ
の
侵
入
を
可
能
に

す
る
た
め
に
玄
関
の
ド
ア
を
閉
め
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
の
よ
う
に
、
あ

る
住
居
が
隣
家
に
対
す
る
犯
罪
の
実
行
の
開
始
現
場
と
し
て
決
定
的
な
意

(
お
)

味
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
住
居
は
犯
罪
行
為
に
対
し
て
本
質
的

な
要
素
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ユ

l
ネ
マ
ン
と

同
様
に
、
単
に
支
配
領
域
内
で
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

場
合
に
は
、
介
入
に
つ
い
て
の
特
別
な
法
的
義
務
は
生
じ
な
い
と
し
て
い

(m) 
る。
ま
た
、
ィ
ェ
シ
エ
ツ
ク
も
、
か
つ
て
の
判
例
の
な
か
に
は
、
特
定
の
場

所
に
対
す
る
責
任
あ
る
地
位
に
基
づ
い
て
、
支
配
領
域
内
で
の
犯
罪
に
対

す
る
阻
止
義
務
を
認
め
た
も
の
も
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
保
障
人
義
務
は
、
住
居
自
体
が
、
そ
の
性
質
あ
る
い
は
状
態
の
た

め
に
犯
罪
行
為
に
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
し

て
い
る
。
そ
の
例
示
と
し
て
、
ま
ず
、
あ
る
者
が
支
配
権
限
を
有
す
る
場

所
が
、
犯
罪
者
の
逃
げ
場
と
し
て
、
犯
罪
の
実
行
の
準
備
場
所
と
し
て
、

あ
る
い
は
隠
し
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
が
、
こ
れ
に
あ
て
は

ま
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
住
居
の
形
状
に
よ
っ
て
、
被
害
者
に

対
す
る
侵
害
が
容
易
に
な
っ
た
場
合
や
、
被
害
者
の
抵
抗
や
逃
走
が
困
難

(
ぬ
)

に
な
っ
た
場
合
も
、
こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
テ
ン
ク
ホ
フ
が
、
住
居
内
で
犯
罪
行
為
が
行

わ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
住
居
の
特
性
に
よ
っ
て
犯
罪
の
実
行
が
容
易
に
な

り
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
住
居
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
の
で
、
第
三
者

に
対
し
て
危
険
が
生
じ
な
い
よ
う
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い

(
訂
)

る。
以
上
の
よ
う
な
学
説
の
展
開
を
受
け
て
、
回
年
判
決
は
、
具
体
的
に

シ
ュ

l
ネ
マ
ン
ら
の
見
解
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
「
住
居
の
居
住
者
と
し

て
の
身
分
に
の
み
基
づ
く
保
障
人
的
地
位
は
、
学
説
上
も
一
般
的
に
否
定

さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
住
居
の
居
住
者
の
保
障
人
義
務
は
、

住
居
が
特
別
な
性
質
あ
る
い
は
状
態
の
た
め
に
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場

合
に
、
住
居
が
犯
罪
の
実
行
を
容
易
に
す
る
手
段
と
な
り
え
な
い
よ
う
、

保
護
、
監
督
す
る
義
務
と
し
て
生
じ
る
」
と
し
て
、
住
居
の
居
住
者
の
犯

罪
阻
止
義
務
は
住
居
の
危
険
源
性
に
基
づ
く
と
す
る
見
解
を
受
け
入
れ
た

(
幻
)

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
説
上
も
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
受
け
入
れ
は
、

(
お
)

「
申
告
ぶ
べ
き
限
定
化
と
、
不
作
為
の
可
罰
性
の
具
体
化
で
あ
る
」
と
し
て
、

北法53(6・195)1811 
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肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
わ
が
国
の
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
学
説
・

判
例
の
展
開
に
つ
い
て
、
飲
食
底
の
庖
主
は
、
犯
罪
行
為
か
ら
客
の
安
全

を
保
護
す
る
役
割
ま
で
引
き
受
け
て
は
い
な
い
し
、
法
令
も
そ
れ
を
強
制

し
て
い
な
い
と
し
、
ま
た
、
管
理
者
は
、
そ
の
場
所
自
体
が
、
生
命
・
身

体
を
侵
害
す
る
危
険
を
・
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理
機
能
か
ら
第
三
者

の
生
命
・
身
体
を
保
護
す
べ
き
義
務
が
導
か
れ
る
が
、
管
理
し
て
い
る
場

所
に
お
け
る
他
人
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
は
、
管
理
機
能
自
体
か

(
鈍
)

ら
は
導
か
れ
な
い
と
し
て
、
肯
定
的
に
理
解
す
る
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
回
年
判
決
に
よ
る
過
去
の
判
例
へ
の
評
価
と
、
学
説
に
よ
る
そ

れ
と
で
は
異
な
り
を
見
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
回
年
判
決
は
、
先
に
も
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
住
居
の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
き
た

過
去
の
事
案
に
つ
い
て
も
、
「
特
別
な
事
情
」
の
観
点
か
ら
、
整
合
的
な

理
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
上
は
、
あ
く
ま

で
も
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
の
み
義
務
が
生
じ
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
飲
食
庖
自
体
は
危
険
源
で
は
な
い
か
ら
、
飲

食
庖
の
主
人
が
庖
内
に
お
け
る
盗
品
取
引
を
阻
止
す
る
義
務
は
な
い
と
し

た
り
、
飲
食
庖
内
に
お
け
る
傷
害
を
放
置
し
た
場
合
に
は
、
刑
法
三
二
三

条

c
の
救
助
義
務
違
反
に
基
づ
い
て
の
み
可
罰
的
で
あ
る
と
す
る
。
あ
る

い
は
ま
た
、
他
人
を
住
居
内
に
迎
え
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
保
障
人
的
地

(
お
)

位
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
よ
う
な
学
説
上
の
見
解
は
、
む
し
ろ
、
「
特
別
な
事
情
」
が
住

居
の
危
険
源
性
以
外
に
あ
る
か
否
か
の
検
討
を
経
る
こ
と
な
く
、
住
居
の

危
険
源
性
に
関
す
る
基
準
に
よ
る
一
元
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
位
年
判
決
以
後
の
判
例
の
展
開
に
親
し
む
も
の
で
あ
る
。
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住
居
の
危
険
源
性
に
基
づ
く
見
解
を
批
判
す
る
見
解

以
上
の
よ
う
な
展
開
の
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
学
説
に
対
し
て
批
判
的

な
見
解
も
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ト
シ
ヤ
イ
ト
は
、
有
力
な
見

解
は
、
あ
る
場
所

(
E
E
B
-
-
n耳
目
ぽ
)
が
、
そ
の
性
質
や
状
態
の
た
め
に
、

犯
罪
行
為
に
(
例
え
ば
、
犯
罪
者
の
逃
げ
場
や
盗
品
の
隠
し
場
所
と
し
て
)

利
用
さ
れ
た
り
、
犯
罪
行
為
に
対
し
て
決
定
的
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
り
、

あ
る
い
は
犯
罪
の
具
体
的
な
経
過
に
お
い
て
特
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
場
合
に
、
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
の
で
犯
罪
阻
止
義
務
が
発
生
す
る
と

(
お
)

考
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
実
際
上
、
犯
罪
の
核
心
に
、
積
極
的
に
法
益

侵
害
行
為
を
な
す
故
意
行
為
者
が
い
る
場
合
に
、
そ
の
場
所
の
特
別
な
性

質
や
状
態
が
、
場
所
の
権
限
を
有
す
る
者

(
E
E
E
Z
Z『
)
の
可
罰
的

責
任
と
、
決
定
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
に
は
疑
問
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
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そ
の
際
、
ま
ず
、
何
が
住
居
と
し
て
の
危
険
源
た
り
う
る
の
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
こ
の
と
き
、
例
え
ば
、
殺
人
者
の
も
と
で
死
の
恐
怖
に
怯

え
る
被
害
者
が
、
大
き
な
声
で
助
け
を
求
め
て
叫
ん
で
い
た
の
に
、
住
居

の
前
を
歩
く
人
に
は
、
そ
の
住
居
に
防
音
ガ
ラ
ス
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い

た
た
め
に
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
防
音
ガ
ラ
ス
が
、

犯
罪
の
具
体
的
経
過
に
お
け
る
危
険
な
要
素
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
す
る
。

し
か
し
、
事
案
が
堕
胎
の
場
合
に
は
、
そ
の
住
居
の
特
別
な
性
質
あ
る
い

は
状
態
は
、
堕
胎
に
対
す
る
決
定
的
な
要
素
た
り
え
な
い
と
し
、
む
し
ろ
、

水
道
が
自
由
に
使
え
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
堕
胎
の
実
行
を
容

易
に
し
た
と
い
え
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
駅
の
ト
イ
レ
で
も
な
し
う
る

と
す
る
。
そ
こ
で
、
ラ
ン
ト
シ
ヤ
イ
ト
は
、
そ
う
で
あ
る
の
に
住
居
で
犯

罪
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
犯
罪
現
場
と
し
て
適
切
な
ら

し
め
る
住
居
の
決
定
的
な
性
質
は
、
他
人
の
視
線
や
介
入
か
ら
、
犯
罪
者

が
保
護
さ
れ
う
る
と
い
う
、
閉
鎖
性
に
の
み
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ラ
ン
ト
シ
ヤ
イ
ト
は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ど
の
よ
う
な
基
準

に
よ
っ
て
、
危
険
源
と
な
る
場
所
の
性
質
や
状
態
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の

か
が
明
ら
か
で
な
い
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
飲
食
庖
は
人

の
出
会
い
の
場
で
あ
っ
て
、
疑
い
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
、
腕
時
計
の
よ
う
な
盗
品
の
交
換
場
所
と
し
て
よ
く
利
用

さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
六
世
紀
の
マ
リ
ア
像
を
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
で
取
引

す
る
こ
と
は
、
否
応
な
く
人
目
を
引
く
こ
と
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

こ
の
場
合
に
は
、
第
三
者
の
目
の
届
か
な
い
、
奥
ま
っ
た
飲
食
庖
な
ど
が

適
切
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
奥
ま
っ
た
部
屋
の
閉
鎖
性

が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
ン
ト
シ
ヤ
イ
ト
は
、
こ

の
奥
ま
っ
た
部
屋
の
「
特
別
な
性
質
あ
る
い
は
状
態
」
は
、
ど
こ
の
場
所

に
で
も
内
在
す
る
、
あ
り
ふ
れ
た
閉
鎖
性
で
あ
っ
て
、
特
に
危
険
源
と
し

て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ラ
ン
ト
シ
ヤ
イ
ト
は
、
回
年
判
決
が
示
し
た
、
場

所
の
特
別
な
性
質
あ
る
い
は
状
態
の
基
準
は
、
内
容
の
な
い
も
の
と
結
論

(
幻
)

づ
け
、
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

4 

ま
と
め

l
!
「
限
定
化
」
の
実
質

ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
「
限
定
化
」
の
理
論
的
背
景
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
見
て
き
た
学
説
の
展
開
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
初
は
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪

阻
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
シ
ュ
ト
レ

l

(
一
九
七
六
年
)
や
(
メ
ツ
ガ

l
H
)
ブ
ラ
イ
な

ど
の
よ
う
に
、
法
が
公
の
機
関
の
介
入
に
つ
い
て
住
居
に
特
別
な
保
護
を

与
え
て
い
る
こ
と
の
反
面
と
し
て
、
そ
の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
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め
る
見
解
や
、
あ
る
い
は
ベ
ル
ヴ
イ
ン
ケ
ル
の
よ
う
に
、
住
居
の
居
住
者

に
社
会
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め

る
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
他
人
の
介
入
の
可
能

性
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
な
特
徴
ゆ
え
に
、
そ

の
居
住
者
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
法
自
体
が
、
差
し
迫
っ
た
危
険
に
際
し

て
は
住
居
権
の
保
護
を
認
め
て
い
な
い
な
ど
と
し
て
、
法
規
定
を
根
拠
に

す
る
こ
と
の
不
当
性
が
指
摘
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
実
際
上
の
可
罰
範
囲
が

広
く
な
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他

的
特
徴
は
根
拠
と
し
て
の
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
住
居
の
居
住
者
で

あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
と
す
る
見
解
は
、
否
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
シ
ュ

l
ネ
マ
ン
が
、
住
居
の
も
つ
特
性
の
た
め
に
、
犯
罪
の

具
体
的
経
過
に
お
い
て
特
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
住
居

自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
の
で
、
そ
の
居
住
者
に
は
犯
罪
阻
止
義
務

が
生
じ
る
と
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
見
解
は
、
学
説
上
、
大

き
な
影
響
を
与
え
、
例
え
ば
、
シ
ュ
ト
レ

l
は
、
一
九
八
O
年
に
お
け
る

見
解
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
考
え
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
住
居
の
危

険
源
性
に
基
づ
く
見
解
は
、
一
部
に
批
判
的
な
見
解
も
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、
現
在
で
は
、
支
配
的
な
見
解
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
説
の
展
開
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
例
の
「
限

定
化
」
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
不
作
為
単
独
正
犯
に
お
い
て
は
、
未
だ
、
住
居
の
居
住
者

で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
作
為
義
務
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
で

も
述
べ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
、
ル
ド
ル
フ
ィ

l
は
、
損
害
の
な
い
状
態
は
、

危
険
源
に
対
す
る
支
配
を
有
す
る
者

(2mgnZ宮
E
Z一
宮
『
)
の
、
そ
の

領
域
内
か
ら
外
部
に
危
険
が
及
ぶ
の
を
阻
止
す
る
行
為
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
者
に
は
、
危
険
源
の
支
配
を
法
が
認
め
る
こ
と
の
引
き

換
え
に
、
な
い
し
は
危
険
の
な
い
共
同
生
活
の
た
め
に
、
自
己
の
支
配
領

域
か
ら
第
三
者
へ
違
法
な
危
険
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
防
止
す
る
保

障
人
義
務
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
土
地
や
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家
屋
に
支
配
を
有
す
る
者
は
、
「
穴
」
か
ら
の
保
護
ゃ
、
危
険
な
階
段
に

お
け
る
照
明
、
家
の
欠
陥
部
分
に
対
し
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
。
あ
る
い
は
、
危
険
な
企
業
を
運
営
す
る
者
(
日
号
与
R
2口
町
田
宮
怠
寄
l

-
R
F
Oロ
回

2
5
σ
町
田
)
は
、
そ
の
運
営
か
ら
発
生
す
る
危
険
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
例
え
ば
、
高
飛
び
込
み
台
を
安
全
な
状
態
に
保

(
お
)

つ
こ
と
や
、
ス
キ

i
の
滑
走
路
を
保
全
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
は
、
学
説
上
、
住
居

の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
こ
と
は

「
広
き
に
失
す
る
」
と
理
解
さ
れ
、
他
人
の
介
入
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
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る
よ
う
な
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
特
徴
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
の
意
味

を
失
っ
た
。
そ
の
上
で
、
住
居
自
体
が
危
険
源
で
あ
る
場
合
に
の
み
犯
罪

阻
止
義
務
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
上
、
判
例

に
よ
る
住
居
の
危
険
源
性
に
関
す
る
基
準
の
適
用
場
面
に
お
い
て
は
、
作

為
正
犯
者
と
居
住
者
(
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
被
害
者
)
以
外
に
、
誰

の
介
入
も
な
い
と
い
う
状
況
(
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
性
を
有
す
る
状

況
)
の
あ
る
場
所
で
、
し
か
も
居
住
者
の
現
認
す
る
も
と
で
犯
罪
行
為
が

行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
住
居
は
単
な
る
犯
罪
の
現
場
に
す
ぎ
な
い
と

し
て
、
そ
の
居
住
者
の
不
作
為
共
犯
と
し
て
の
可
罰
性
は
否
定
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
は
、
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的

特
徴
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
犯
罪
限
止
義
務
を
根
拠
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
、
住
居
自
体
が
危
険
源
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て

(
ぬ
)

い
る
と
い
う
意
味
で
の
「
関
与
性
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

不
作
為
共
犯
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
展
開
に
つ
い
て
は
、
住
居
の
居
住

者
の
監
督
対
象
と
な
る
危
険
源
を
、
住
居
に
限
定
し
た
上
で
、
人
を
そ
こ

に
含
ま
な
い
も
の
と
し
た
、
い
わ
ば
単
な
る
危
険
源
の
整
理
・
転
換
に
す

ぎ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
、
そ
の
整

理
・
転
換
こ
そ
が
、
不
作
為
共
犯
固
有
の
問
題
と
し
て
の
可
罰
範
囲
の
「
限

定
化
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
判
例
の
「
限
定
化
」
の
実
質
を
見
た

と
こ
ろ
で
、
最
後
に
、
そ
の
「
限
定
化
」
と
わ
が
国
の
理
論
状
況
と
の
交

差
を
試
み
た
い
と
思
う
。

(
1
)
Z
』
巧
-
ま
少
コ
S
・

(
2
)
図
。
同
盟
M
、ア

-
M
-

(
3
)
臼

nFGロ
宮
訟
n
z
s
s刊見回目円
m
p
g
g『開刊日開門
Nσznz
・回ハ。
B
E
g
S
F
-
∞・

〉
E
2
・・

3斗
a
・
明
戸
列
島
ロ
・

2
・
こ
の
記
述
は
、
す
で
に
一
九
六
五
年

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
、
∞
n
g口付史的
n
Z
5
母
n
g『島内同町田町向島
RE-

-円。ョョ

g
g『
岨
ロ
〉

zp3a-〈。『
z
g
-
F同
国
・
己
∞
・
の
記
述
と
比
較

し
て
、
内
容
的
に
変
更
は
な
い
。

(
4
)
印
nFGEr史
的
門
官
。
色
町
『
¥
印
可
伺
タ
白
'
曲
目
。
・
(
〉
=
5・
3
)
)
-
m
己岨

m
E
5・ま

た
、
シ
ュ
ト
レ

l
は
、
同
様
の
見
解
か
ら
、
飲
食
屈
の
経
営
者
に

庖
内
に
お
け
る
盗
品
取
引
を
阻
止
す
る
義
務
を
肯
定
し
た
、
ラ
イ

ヒ
裁
判
所
一
九
二
四
年
一

O
月
一

O
日
判
決
(
前
章
・
註

(
6
)
、

参
照
)
に
つ
い
て
も
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
も
っ
と
も
、
同
事
案

が
、
飲
食
庖
を
経
営
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義

務
を
認
め
た
も
の
で
は
な
く
、
営
業
法
に
基
づ
い
て
生
じ
る
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

(5)
玄
mN恒
常
面
-or
印門司氏円
nnZ門戸〉--加
S
H
O
E
R
-
H
4
2
f
E〉口出・岨

3J『0
・

印
・
ま
本
来
な
ら
、
「
メ
ツ
ガ

l

H
ブ
ラ
イ
」
と
表
記
す
べ
き
で
は

あ
る
が
、
後
の
判
例
・
学
説
が
、
同
共
著
が
ブ
ラ
イ
に
よ
る
単
著

と
な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
、
同
見
解
を
「
ブ
ラ
イ
」
の
主
張
と

北法53(6・199)1815
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し
て
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
(
メ
ツ
ガ

l
H
)
ブ
ラ

イ
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
〈
加
-
-
g
n
F
Z
R
B
S
=
呂
町
ナ
』
〉

-唱吋吋印.}凶∞

ま
た
、
回
年
判
決
以
後
に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
イ
の
見
解
に
特
に

変
更
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
場
所
に
権
限
を
有
す
る
者

(
m
g
E
E
E一σ2)
に
は
、
そ
こ
で
の
秩
序
に
配
慮
す
る
義
務
が
あ

り
、
ま
た
、
正
当
防
衛
状
況
で
結
果
的
に
傷
害
を
負
っ
た
侵
害
者

に
対
し
て
、
正
当
防
衛
者
か
つ
場
所
に
権
限
を
有
す
る
者
に
は
保

障
人
的
義
務
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
、
ゃ
フ
ラ
イ
自
身
の
こ
れ

ま
で
の
見
解
は
、
回
年
判
決
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て

い
る

(
E
g
g
sロ
巴
n
r
ω
E骨
R
E
-
-
〉ロ加
2
3
2
1『m
p
-
∞・〉
EE--

3
5咽
印
凶
邑
・
)
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
、
正
当
防
衛
の
結
果
に
対

す
る
作
為
義
務
に
つ
い
て
、
佐
伯
仁
志
「
防
衛
行
為
後
の
法
益
侵

害
防
止
義
務
」
研
修
五
七
七
号
(
一
九
九
六
年
)
一

O
頁
が
、
「
正

当
防
衛
に
よ
っ
て
侵
害
者
の
生
命
に
対
す
る
危
険
を
創
出
し
、
さ

ら
に
、
侵
害
者
の
生
命
に
対
し
て
排
他
的
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
る

場
合
に
は
、
防
衛
行
為
者
に
侵
害
者
に
対
す
る
生
命
に
対
す
る
保

障
人
的
地
位
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
佐
伯
の

不
作
為
犯
論
に
つ
い
て
は
、
本
稿
・
四
の

I
、
参
照
。

(
6
)
出
色
恒
常

-MB仲間
g
e
-
E
F
印可町民加町田和円
Nσ=nF
凶()・〉
E白・

3
叶∞・∞・ゴ・

(
7
)
司
釦
巳
切
。
n
r
a
B
S
F
M
E叫『
n
n
z・〉--間四
5
2
5『
H，

mH「
凶
・
〉
E白・・

戸
市
W

吋唱.∞】品
N
.

(
8
)
初
年
判
決
も
位
年
判
決
も
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら

犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解
と
し
て
、
注
目
E
E
q
図
書
ヨ
-
g
m

mmnFZ-U2FnZNEB
白血ロ円回目-ロ

σmF
色
白
ロ
ロ
ロ
目
n
F
B口
口
口
同
町
『

-a，

田E
m
a
n
-
-
E
m
p
U
5
・
3
ヨ・∞・
2
R
を
挙
げ
て
い
る
。
同
論
文
は
、

一
九
五
七
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士
号
請

求
論
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
(
宮
津
浩
一
編

『
西
ド
イ
ツ
刑
法
学
〔
学
者
編
〕
』
(
一
九
七
八
年
)
七
八
頁
)
こ

と
か
ら
、
直
接
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

(
9
)
〈間
-
E
n
E
H仏
国
間
『
ヨ
ロ
-
8
7
N
E
盟
E
E
E
a
q
C
R
h
g丘町〈刊『
z
r
'

ロ宮田町

σ2amwロロロ刊
n
z
g
dロ同町ユ釦回目ロロ加丘町-安門
g
・
34凶∞・∞
-
E
0・

(
叩
)
〈
息
切
nyGロ
rm¥臼
nF『E
m史
的
可
刊
タ
白
ゐ
・
。
・
(
〉
ロ
ヨ
・
(
凶
)
)
ゆ
竺
凶
-
m
E
-

h
H

凶『『・

(
日
)
切
符
垣
s
r
nア曲一-釦・。・(〉
=
s
S
)
)・
ω
-
E
C

(
ロ
)
即
時
三
=
-
a
-
P
P
0
・
(
〉
ロ
ヨ
・

3))・∞
-EO弓
・
な
お
、
ベ
ル
ヴ
ィ
ン

ケ
ル
の
不
作
為
犯
論
に
つ
い
て
は
、
名
和
銭
郎
「
ド
イ
ツ
不
作
為

犯
論
史

W
」
法
経
研
究
(
静
岡
大
学
)
二
五
巻
コ
了
四
号
(
一
九

七
七
年
)
二
三
七
頁
以
下
、
堀
内
捷
三
「
不
作
為
犯
論
』
(
一
九
七

八
年
)
一

O
一
頁
以
下
、
参
照
。

(日
)
F
E
R色
0
5
F
2・
MRhwぽ町田町円
NσznF
当・〉己『]・・

3
吋
吋
ゆ
耐
己
・
列
島
国

-
N
・
も
、
家
屋
の
所
有
者
や
住
居
の
居
住
者
に
保
障
人
的
地
位
が

認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
民
法
上
形
づ
け
ら
れ
る
よ
う

な
事
実
的
支
配
(
所
有
者
、
占
有
者
、
保
有
者
)
は
、
二
次
的
な

意
味
し
か
も
た
ず
、
ま
ず
は
事
実
的
距
離

(
r
n
Z岳
町
)
次
第
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
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Z
臼
円

N
-
甲山山少印・}凶一凶目
1

・

(
お
)
こ
こ
で
は
、
Q
E
g
m
oど
P
4
M再
開
『
凹

n
E
3
E
=色
叶
町
民

F
2
4
目
n
z
p

日
E
P
3
3
咽
∞
-
h
#
g
R
に
あ
る
事
案
が
参
考
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
と
き
、
ロ
ク
シ
ン
は
、
居
住
者
は
保
障
人
で
は
な
い
が
、
彼
に

斡
助
と
し
て
の
責
任
を
認
め
る
。
特
に
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す

る
も
の
と
し
て
、
内
田
文
昭
「
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
け
る
正
犯

と
共
犯
」
神
奈
川
法
学
三
四
巻
=
百
甘
d

(

二
O
O
一
年
)
一
二
頁
以

下
が
あ
る
。
な
お
、
ロ
ク
シ
ン
の
同
論
文
に
つ
い
て
は
、
中
義
勝

「
〔
紹
介
〕
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
『
正
犯
と
行
為
支
配
』
(
一
)

合
乙
」
法
学
論
集
(
関
西
大
学
)
一
五
巻
二
号
(
一
九
六
五
年
)

一
七
二
頁
、
同
一
五
巻
=
一
号
(
一
九
六
五
年
)
七
九
頁
、
参
照
。

(
却
)
M
n
F
O
E
a
¥臼
n
F
S会
見
回
目
『
np由・釦・。・(〉=B・
(
N
C
)
)
-
m
-
u
-
列島ロ凶品・

(
却
)
回
目
ロ
明
白
包
ロ
ユ
n
F
M
m∞n
y
m
n
r
・
-
ロ
・
g
s
f
g
g
N
g
n
F
F
m
F官
仲
間
切
『

開
。
ョ
g
n
E
R
-
5
・
〉
巴
出
岨
Z
-
E
m
-
-
四
ヨ
ロ
加
温
S
J
3
咽
抑
-
3
・
-
Z
ロ
・
主
J

(
引
)
司

g
n
r
F
O
R
E
-
-
0
・
(
〉
ロ
B
・

2
S
-
∞
凶
ご
・
現
在
で
は
、
例
え
ば
、

関
ユ
相
官
釦
口
開
E
E
e
臼
円

g
p
m
n
z
・
〉
口
開
m
u
s
g
ロ
R
4
2
ア
凶
〉
E
2
・
4
M
o
c
c
e

∞
-
S
凶
・
も
、
住
居
自
体
の
危
険
源
性
に
基
づ
く
見
解
を
支
持
し
て

い
る
。

(
犯
)
穴
EF--E・

o・
(
〉
=
ヨ
(
ど
)
)
・
∞
-
S
M
・
も
、
「
こ
の
よ
う
な
住
居
の

所
有
者
の
監
督
的
保
障
人
義
務
の
限
定
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が

学
説
上
の
議
論
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

(
お
)
。
g
G
関
8
-
u
n
p
』
〉
】
唱
∞
凶
ゆ
印
・
さ
M
-
ま
た
、
相
内
E
F
F
白
-
H
H

・。・(〉ロヨ・

3
5・
∞
-
S
凶
・
も
、
「
こ
の
受
け
入
れ
は
、
学
説
上
、
広
く
支
持
さ

れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
し
、
m
E三方
E
-
E
「
。
・
(
〉
ロ
ヨ
・
(
M
吋
)
)
咽

∞
-
2・
も
、
「
沼
年
判
決
の
か
つ
て
の
判
例
か
ら
の
方
向
転
換
は
賛

成
を
得
る
も
の
で
あ
る
」
と
司
評
価
し
て
い
る
。

(
鈍
)
神
山
敏
雄
「
保
障
人
義
務
の
類
型
」
法
学
会
雑
誌
(
岡
山
大
学
)

四
四
巻
一
号
(
一
九
九
四
年
)
二
九
頁
以
下
。
な
お
、
市
年
判
決

に
つ
い
て
、
神
山
は
、
「
家
主
に
自
己
の
管
理
す
る
場
所
で
の
犯
罪

行
為
を
阻
止
す
る
義
務
は
課
さ
れ
な
い
と
み
れ
ば
、
残
る
は
被
害

者
と
の
関
係
で
結
果
保
障
人
義
務
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
か
で
あ
る
」

(
同
三
一
頁
)
と
し
た
上
で
、
「
被
告
人
は
、
被
害
者
を
客
と
し
て

引
き
受
け
、
し
か
も
飲
酒
に
よ
っ
て
酔
い
つ
ぶ
れ
た
被
害
者
を
自

己
の
支
配
内
に
お
い
て
い
る
以
上
、
被
害
者
の
生
命
・
身
体
・
持

物
の
安
全
が
彼
に
依
存
し
、
そ
の
保
護
は
被
告
人
に
強
く
期
待
さ

れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
い
え
よ
う
0

・
:
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
被

告
人
に
保
障
人
的
地
位
を
認
め
る
根
拠
は
十
分
に
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
し
(
同
『
不
作
為
を
め
ぐ
る
共
犯
論
」
(
一
九
九
四
年
)
一
一
二

頁
以
下
)
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
田
・
前
掲
註
(
お
)
四
一

頁
以
下
も
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
判
例
の
展
開
に
肯
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
山
中
敬
一
『
刑
法
総
論
I
』
(
一
九
九
九
年
)
二
二
七
頁

は
、
「
〔
人
の
危
険
行
為
に
関
す
る
〕
監
督
義
務
は
、
任
意
か
つ
合

理
的
な
判
断
能
力
を
も
っ
た
成
人
た
る
第
三
者
に
つ
い
て
は
、
そ

も
そ
も
、
そ
の
行
為
が
、
共
犯
と
し
て
も
危
険
創
出
と
い
え
る
か

ど
う
か
を
ま
ず
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
「
居

酒
屋
の
庖
主
が
、
客
が
酪
町
す
る
と
暴
力
を
振
る
い
た
が
る
性
癖
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を
も
つ
の
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
者
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
伏
せ
て
い

る
他
の
客
に
殴
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
り
つ
つ
、
阻
止

し
な
か
っ
た
場
合
、
傷
害
罪
の
斡
助
と
な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
島
田
聡
一
郎
「
不
作
為
犯
」
法

学
教
室
二
六
三
号
(
二

O
O
二
年
)
一
一
八
頁
も
、
「
責
任
能
力
者

を
監
督
し
、
特
に
そ
の
故
意
の
犯
罪
行
為
を
阻
止
す
る
保
障
人
的

地
位
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
地
位
を
認

め
る
こ
と
は
法
秩
序
に
よ
り
犯
罪
を
行
わ
な
い
こ
と
を
期
待
さ
れ

て
い
る
人
格
を
『
危
険
物
』
と
同
視
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

(
お
)
N回
』

刊

明

n
F
2
ぞ
者
包
加
伺
E
-
U
F
円
z
n
Z
円
目
白
加
盟
S
P
m
n
y
門
田
・
〉
=

関

OEO-=n『4n-fu〉Eコ・・-沼市山内ゲ印・。一NJ?

(
お
)
そ
れ
ぞ
れ
、
r
R
Z
n
F
白
・
目
・
。
・
(
〉
ロ
5
3
0
)
)
吻
協
己
-
河
内
】
=
・
主
一

ω
n
E
G
E
r
m
¥
ω
円
買
G
a
m
w
『
¥
白
押
『
町
内
y
h
F
P
。
・
(
〉
ロ
ヨ
・
(
N
C
)
)
喝
一
三
凶
-
m仏
pu品・一

白
n
F
E
口
町
吉
田
口
口
・
。
E
ロ
己
E
口
弘
。
『
g
N
O
ロ
(
白
血
。
(
〉
ロ
ヨ
・
(
]
晶
)
)
)
咽
的
・
凶
E
-

が
参
考
と
さ
れ
て
い
る
。

(

幻

)

【

UF
ユ2
0
同
法
「
白
口
【
日
出
向
F
g
a
F
N
R
喝
さ
Z
m
g
a
F
己
目
『
。
R
S
B
=

-
U
H
t
n
z
g
g
田
〈
m
g
E者
0
2
E
n
z
q
g
己
-
ロ
ロ
加
5
σ
町
田
Z
E
E
再
開
=
河
出
E
E
'

-
5
7
r
E
g
-
-
唱
∞
少
凹
ま
弓
そ
の
他
に
も
、
。
5
5
E
E
n
2
2
7
・

g
g
p
m
n
z
・
と
一
加
伺
同
U
2
5
『
叶
2
E
A
・
〉
E
P
N
C
C
C
岨
的
凶
∞
凶
が
、
「
我
々

は
住
居
内
に
お
い
て
警
察
官
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
者
(
巨
器
官
I

E
Z
)
で
は
な
い
」
と
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
ま
た
、
。
E号
q

E
r
o
σ
F
∞
R
え
お
n
z
-
〉
z
m
m
H
g
m
-
2
2
4
白
F
N
・
〉
E
コ
・
∞
【
E
ι
-
S
E
E
M
m
m
w
σ
m
-

-3凶
咽
聞
き
∞
叫
・
も
、
同
様
に
批
判
的
で
あ
る
。

(
お
)
閉
山
巴
与
。
f
z
S
向
。
否
、
∞
白
ヨ
8
ミ
。
ロ
ロ
岳
町
『
¥
E
C〕
BFPHW・。(〉=SE(MAH))・

掛-凶
4

同NE-Na『『・

(
却
)
学
説
の
例
一
不
に
お
い
て
は
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら

直
ち
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
。
フ
ラ
イ
ゼ
ン
ダ
ン
ツ
(
句
呂
田
g
l

eロN・
Z-。・
2
ロ
ヨ
・
(
品
)
)
唱
印
・
ゴ
)
も
、
住
居
自
体
が
危
険
源
で
あ

る
こ
と
を
求
め
る
イ
エ
シ
エ
ツ
ク
2
2
n
z
R
F
白
・
白
・
0
・(〉ロヨ・

30))e
仰

-
u
e
m
E
主
)
も
、
盗
品
が
住
居
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
両
者
と
も
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し

て
、
学
説
上
の
具
体
的
な
帰
結
の
差
異
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
限
定
化
」
を
支
え
た

理
論
の
転
換
は
、
む
し
ろ
、
実
際
の
判
例
の
適
用
場
面
に
お
い
て

こ
そ
、
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。

四

ド
イ
ツ
判
例
の

「
限
定
化
」
と
わ
が
国
の
理
論

状
況

こ
れ
ま
で
に
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
「
限
定
化
」
の
事
実
を
明
ら
か

に
し
、
さ
ら
に
、
学
説
に
見
た
そ
の
理
論
的
背
景
に
よ
っ
て
、
「
限
定
化
」

の
実
質
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
こ
の
ド
イ
ツ
判
例
の
「
限
定

化
」
の
実
質
を
、
わ
が
国
の
不
作
為
共
犯
を
め
ぐ
る
理
論
状
況
に
反
映
さ
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研究ノート

せ
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
学
説
の
展
開
と
、
そ

の
展
開
に
対
応
す
る
判
例
の
展
開
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

1 

学
説
の
展
開

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
不
作
為
共
犯
の
成

(
l
)
 

立
要
件
に
つ
い
て
特
に
考
察
し
た
も
の
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ず
、
不
作

為
単
独
正
犯
を
含
む
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
だ
け
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
不
作
為
犯
論
に
お
い
て
、
最
も
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
き
た

作
為
義
務
の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
、
当
初
は
、
形
式
的
規
範
的
に
理
解
す

る
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
か
つ
て
、
牧
野
英
一
は
、
作
為
義

務
が
、
法
令
上
形
式
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
(
例
え
ば
、
親
権
者
は

子
を
養
育
す
る
義
務
が
あ
る
)
、
法
律
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
る
場
合
(
電

車
の
信
号
手
は
危
険
の
あ
る
と
き
に
信
号
を
な
す
義
務
が
あ
る
て
さ
ら

に
、
そ
の
よ
う
な
形
式
的
な
基
準
の
ほ
か
に
、
不
作
為
が
公
の
秩
序
又
は

善
良
の
風
俗
に
反
す
る
場
合
に
、
そ
の
作
為
義
務
の
違
反
が
不
作
為
犯
を

(2) 

構
成
す
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
小
野
清
一
郎
も
、
不
真
正
不
作
為
犯

は
、
二
疋
の
構
成
要
件
結
果
の
発
生
を
防
止
す
べ
き
法
律
上
の
義
務
を
有

す
る
者
が
、
結
果
の
発
生
を
阻
止
し
う
る
の
に
、
そ
の
防
止
の
た
め
の
相

当
な
行
為
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
成
立
す
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
法
律
上

の
義
務
は
、
法
令
、
契
約
に
基
づ
く
場
合
や
、
社
会
的
道
義
観
念
に
基
づ

き
、
当
該
刑
罰
法
規
の
解
釈
上
、
義
務
あ
る
者
と
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
認

(3) 

め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
時
を
経
て
、
構
成
要
件
要
素
と
し
て

(
4
)
 

の
保
障
人
的
地
伎
の
概
念
が
確
立
し
て
か
ら
も
、
例
え
ば
、
福
田
平
は
、

「
保
証
者
的
地
位
」
は
、
法
令
の
規
定
か
ら
認
め
ら
れ
る
場
合
(
例
え
ば
、

親
権
者
の
子
に
対
す
る
監
護
義
務
)
、
契
約
・
事
務
管
理
な
ど
の
法
律
行

為
か
ら
認
め
ら
れ
る
場
合
(
例
え
ば
、
契
約
に
よ
っ
て
幼
児
の
養
育
を
引

き
受
け
た
場
合
)
、
慣
習
上
・
条
理
上
か
ら
認
め
ら
れ
る
場
合
、
先
行
行

(
5
)
 

為
か
ら
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
塚
仁
も
、
同
様

に
、
作
為
義
務
の
法
的
根
拠
と
し
て
、
法
令
の
規
定
に
明
示
さ
れ
て
い
る

場
合
、
契
約
・
事
務
管
理
な
ど
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
る
場
合
、

北法53(6・204)1820

慣
習
ま
た
は
条
理
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
大
塚
は
、
慣
習
ま
た
は
条
理
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
場
合

と
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
な
い
し
公
序
良
俗
に
よ
っ
て
発
生
す
る
作
為
義

務
で
あ
る
と
し
、
そ
の
例
示
と
し
て
、
監
護
者
の
地
位
に
基
づ
く
作
為
義

務
、
管
理
者
の
地
位
に
基
づ
く
作
為
義
務
、
売
主
な
ど
の
地
位
に
基
づ
く

(
6
)
 

作
為
義
務
、
先
行
行
為
に
基
づ
く
作
為
義
務
、
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
法
令
、
契
約
、
条
理
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、

形
式
的
規
範
的
に
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
を
理
解
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、

批
判
が
強
い
。
例
え
ば
、
法
令
を
根
拠
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
る
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病
人
が
看
護
す
る
者
が
い
な
い
た
め
に
死
亡
し
た
と
し
て
も
、
民
法
八
七

七
条
の
扶
養
義
務
者
に
直
ち
に
不
作
為
に
よ
る
殺
人
が
成
立
す
る
わ
け
で

(
7
)
 

は
な
い
し
、
医
師
は
法
律
に
よ
る
往
診
義
務
を
負
う
が
(
医
師
法
一
九
条

一
項
)
、
正
当
な
理
由
な
く
往
診
を
拒
ん
だ
た
め
、
患
者
が
死
亡
し
た
と

(
8
)
 

し
で
も
、
直
ち
に
殺
人
罪
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

契
約
に
つ
い
て
も
、
契
約
に
よ
っ
て
嬰
児
を
預
か
っ
た
者
が
、
食
物
を
与

え
ず
餓
死
さ
せ
た
場
合
に
も
、
た
と
え
そ
の
契
約
が
無
効
で
あ
り
、
ま
た

は
期
間
を
過
ぎ
て
い
た
と
し
て
も
、
不
作
為
に
よ
る
殺
人
を
認
め
う
る
場

(
9
)
 

合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
基
本
的
に
は
、
は
た
し
て
民

法
上
、
行
政
法
上
の
義
務
の
不
履
行
が
、
刑
法
上
の
責
任
を
も
問
え
る
根

(
叩
)

拠
に
な
り
う
る
の
か
と
す
る
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
条
理
に

つ
い
て
も
、
限
界
の
不
明
確
性
、
あ
る
い
は
理
論
的
根
拠
に
欠
く
と
し
て

(
日
)

批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
形
式
的
規
範
的
な
根
拠
に
基
づ

き
判
断
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
刑
法
上
の
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
と
し

て
、
そ
の
理
由
づ
け
に
問
題
が
あ
る
と
し
、
可
罰
範
囲
の
限
界
も
不
明
確

(ロ)

に
な
る
と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
の
上
に
、
堀
内
捷
三
は
、
実
質
的
事
実
的
理
解
と
し

(
日
)

て
の
「
具
体
的
依
存
性
説
」
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、

母
親
の
食
物
不
供
与
に
よ
る
子
供
の
生
命
に
対
す
る
法
益
侵
害
が
刑
法
上

禁
止
さ
れ
る
の
は
、
民
法
上
の
扶
養
義
務
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
母

親
の
食
物
供
与
行
為
に
子
供
の
生
命
の
保
持
が
依
存
し
て
い
る
と
い
う
、

依
存
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
を
結

(M) 

呆
と
の
関
係
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
依

存
性
は
、
母
親
の
子
供
に
対
す
る
食
物
供
与
行
為
の
反
復
・
継
続
性
を
媒

介
と
し
て
成
立
し
た
、
食
物
供
与
行
為
の
通
常
性
及
び
排
他
性
に
基
づ
き

発
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
そ
の
依
存
性
は
、
母
親
が

子
供
に
対
す
る
食
物
供
与
行
為
を
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う
「
引
受
け
的

行
為
」
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な

事
実
上
の
「
引
受
け
的
行
為
」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
①

法
益
の
維
持
・
存
続
を
図
る
、
つ
ま
り
結
果
発
生
を
阻
害
す
る
条
件
行
為

で
あ
る
、
「
結
果
条
件
行
為
」
の
存
在
・
開
始
、
②
そ
の
結
果
条
件
行
為

の
反
復
・
継
続
と
い
う
事
実
の
存
在
、
③
法
益
保
護
に
つ
い
て
他
人
の
干

(
日
)

渉
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
、
排
他
性
の
確
保
、
と
い
う
三
要
件
を
掲
げ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
、
要
件
②
と
要
件
③
は
、
「
行
為

を
反
復
・
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
排
他
的
関
係
が
成
立
し
、
他
方
、

排
他
性
が
強
い
場
合
に
は
、
反
復
・
継
続
性
を
容
易
に
認
定
し
う
る
場
合

(
日
山
)

が
多
い
」
こ
と
か
ら
、
重
畳
的
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
三
要
件
に
基
づ
い
て
作
為
義
務
の
有
無
を
判
断

す
る
と
さ
れ
た
実
質
的
事
実
的
理
解
は
、
西
田
典
之
に
よ
り
さ
ら
に
進
展

す
る
こ
と
と
な
る
。
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ま
ず
、
西
国
は
、
堀
内
に
対
し
て
、
第
一
に
、
結
果
条
件
行
為
の
開
始

の
要
件
と
、
そ
の
反
復
・
継
続
性
の
要
件
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
二
に
、

(
げ
)

結
果
条
件
行
為
の
開
始
の
要
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
批
判
す
る
。
す
な

わ
ち
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
堀
内
は
、
具
体
的
な
適
用
場
面
に
お
い
て
、

ひ
き
逃
げ
に
関
し
て
救
助
を
引
き
受
け
た
場
合
に
「
引
き
受
け
的
行
為
」

(
凶
)

が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
と
き
、
何
ゆ
え
保
護
の
反
復
・

継
続
性
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
る
の
か
と
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
継
続
的
保
護
関
係
と
一
時
的
保
護
関
係
を
統
一
的
要
件
の
も
と
に
包

摂
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後

者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
交
通
事
故
の
加
害
者
が
、
当
初
か
ら
遺
棄
の

意
思
で
被
害
者
を
車
内
に
閉
じ
込
め
て
走
行
中
、
殺
意
を
生
じ
て
死
亡
さ

せ
た
と
い
う
場
合
に
、
そ
こ
で
は
排
他
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
に
、
救

助
の
意
思
で
は
な
い
た
め
結
果
条
件
行
為
の
開
始
が
認
め
ら
れ
ず
、
不
作

為
犯
は
不
成
立
と
な
る
。
し
か
し
、
救
助
意
思
で
も
っ
て
車
内
に
収
容
し

た
場
合
に
は
不
作
為
犯
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
と
比
較
し
て
、
そ
の
帰

結
が
、
結
果
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
は

疑
問
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
排
他
性
の
確
保
は
、
救
助
の
意

思
で
も
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
の
上
に
、
西
国
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
明
ら
か
に

(
ゆ
)

す
る
。
す
な
わ
ち
、
不
真
正
不
作
為
犯
は
、
文
理
上
「
作
為
」
を
予
定
し

て
い
る
と
解
さ
れ
る
構
成
要
件
に
解
釈
上
当
然
に
含
ま
れ
る
と
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
当
該
不
作
為
が
作
為
に
よ
る
構
成
要
件
実

現
と
同
価
値
で
あ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
を
類

型
的
に
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
作
為
犯
の
特
徴
は
、
行
為
者

が
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
法
益
侵
害
の
結
果
へ
と
向
か
う
因
果
の
流
れ

を
設
定
し
た
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
不
作
為
犯
は
、
す
で
に
発
生
し

て
い
る
結
果
へ
の
因
果
の
流
れ
に
介
入
せ
ず
、
結
果
を
防
止
し
な
い
と
い

う
消
極
的
態
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
作
為
と
不
作
為
の
同
価
値
性

を
担
保
す
る
要
素
と
し
て
は
、
不
作
為
者
が
そ
の
因
果
の
流
れ
を
掌
中
に

収
め
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
因
果
経
過
を
具
体
的
・
現
実
的
に
支
配

し
て
い
た
と
い
う
要
素
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
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に
、
ど
の
範
囲
で
、
そ
の
結
果
へ
の
因
果
の
支
配
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
、

次
の
ふ
た
つ
の
場
合
に
区
別
し
て
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は
、
不

作
為
者
が
、
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
排
他
的
支
配
を
有
し
、
ま
た
は
設

定
し
た
場
合
(
「
事
実
上
の
排
他
的
支
配
」
を
有
す
る
場
合
)

0

も
う
ひ
と

つ
は
、
支
配
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
で
、
結
果
へ
と
向
か
う
因
果
経
過
を

事
実
上
支
配
す
る
場
合
(
「
支
配
領
域
性
」
を
有
す
る
場
合
)
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
排
他
的
支
配
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
作
為
者
が
結
果
へ
の
因
果
の
流
れ
を
掌
中
に
収
め
て
い
る
と
い
え
、
さ

ら
に
そ
の
よ
う
な
支
配
を
自
ら
設
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
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排
他
的
支
配
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
問
題
な
く
作
為
義
務
を
肯
定
で

き
る
と
す
る
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
自
宅
内
に
捨
て

子
を
さ
れ
た
場
合
に
ま
で
救
助
義
務
を
認
め
る
こ
と
は
、
結
果
の
支
配
と

い
う
観
点
か
ら
は
作
為
と
同
視
す
る
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
妥
当
な
結
論

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
二
疋
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、

加
え
て
、
不
作
為
者
こ
そ
が
作
為
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
規
範
的
要
素

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
規
範
的
要
素
と
は
、

親
子
、
建
物
の
所
有
者
、
賃
借
入
、
管
理
者
の
よ
う
に
、
そ
の
身
分
関
係
・

社
会
的
地
位
に
基
づ
き
、
社
会
生
活
上
、
継
続
的
に
保
護
・
管
理
義
務
を

負
う
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
と
す

る
の
で
あ
る
。

実
質
的
事
実
的
理
解
に
立
つ
論
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
西
田
の

見
解
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
排
他
的
支
配
が
あ
る
と
作
為
と
不
作
為
が
同
置
さ

れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
二
疋
の
解
答
が
与
え
ら
れ
た
。
た
だ
、

そ
の
一
方
で
、
排
他
的
支
配
を
設
定
す
れ
ば
常
に
作
為
義
務
が
生
じ
る
の

か
、
あ
る
い
は
規
範
的
に
作
為
義
務
を
負
う
と
す
る
範
囲
に
明
確
な
限
界

性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
批
判
し
て
、
さ
ら
な
る
実
質
的
事
実
的
理
解

(
初
)

を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
佐
伯
仁
志
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
佐
伯
は
、
事
実
上
の
引
き
受
け
に
よ
っ
て
作
為
義
務
が
認

め
ら
れ
る
場
合
を
、
例
え
ば
、
自
分
の
家
に
引
き
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
他

人
の
保
護
の
可
能
性
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
場
合
や
、
引
き
受
け
に
よ
っ
て

他
の
者
が
隣
人
の
保
護
を
信
頼
し
て
保
護
を
止
め
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、

引
き
受
け
に
よ
っ
て
法
益
に
対
す
る
危
険
を
新
た
に
創
出
し
た
か
、
存
在

し
て
い
た
危
険
を
増
大
さ
せ
た
場
合
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
つ

ま
り
、
排
他
的
支
配
の
獲
得
に
よ
っ
て
危
険
を
創
出
し
た
か
ら
、
そ
の
引

き
受
け
に
つ
い
て
保
障
人
的
地
位
が
肯
定
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
と
き
、
な
ぜ
排
他
的
支
配
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ

に
つ
き
、
な
ぜ
危
険
の
創
出
が
求
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
作
為
と
不
作
為
の

同
価
値
性
を
保
障
す
る
の
は
、
因
果
の
経
過
を
不
作
為
者
が
掌
中
に
収
め

て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
法
益
に
危
険
を
加
え
る
行
為
を
し
な
け
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な

(
幻
)

い
と
い
う
「
自
由
主
義
に
基
礎
を
置
く
刑
法
の
大
原
則
」
か
ら
の
要
請
に

基
づ
く
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
実
質
的
事
実
的
理
解
に
お
い
て
は
、
作
為
義
務
が

認
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
作
為
犯
と
の
向
価
値
性
を
満
た
す
要
素
で
あ

る
、
因
果
経
過
を
不
作
為
者
が
掌
中
に
収
め
て
い
る
と
い
う
状
態
が
必
要

で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
他
人
の
介
入
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
意

味
を
も
っ
、
法
益
に
対
す
る
排
他
的
支
配
の
要
件
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

北法53(6・207)1823



研究ノート

以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
い
て
は
、
作

為
義
務
の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
、
当
初
の
形
式
的
規
範
的
理
解
か
ら
、
実

(
辺
)
(
お
)

質
的
事
実
的
理
解
へ
と
展
開
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
の
展
開
に
対
応
し
て
、
不
作
為
共

犯
に
お
い
て
も
、
犯
罪
阻
止
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
、
明
確
に
、
排
他

的
支
配
の
要
件
を
求
め
る
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
林
幹
人
は
、
ま
ず
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
い
て
、
作

為
義
務
の
発
生
根
拠
を
め
ぐ
る
形
式
的
規
範
的
な
理
解
を
批
判
し
た
上
で
、

堀
内
や
西
田
、
佐
伯
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
一
部
批
判
を
加
え
な
が
ら
も
、

法
益
と
の
事
実
的
関
係
に
基
づ
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
基
本
的
に
妥
当
と

す
る
。
そ
の
上
で
、
自
ら
他
人
が
救
助
し
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
被
害
者

を
追
い
込
み
な
が
ら
、
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、

法
益
に
対
す
る
排
他
的
支
配
を
自
ら
設
定
し
た
場
合
に
、
作
為
義
務
が
生

じ
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
や
デ
パ
ー
ト
の
安
全
体
制

を
確
立
し
て
い
な
い
と
い
う
監
督
過
失
の
場
合
の
よ
う
に
、
危
険
源
の
支

配
を
自
ら
設
定
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
危
険
が
現
実
化
し

な
い
よ
う
に
一
定
の
作
為
を
す
る
義
務
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
し

て
い
る
。
結
論
と
し
て
は
、
自
ら
法
益
ま
た
は
危
険
源
に
対
す
る
排
他
的

(μ) 

支
配
を
設
定
し
た
と
き
に
、
作
為
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
単
独
正
犯
の
場
合
と

同
じ
根
拠
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
明
確
に
、
こ
の
排
他
的
支
配

の
設
定
を
根
拠
と
す
る
見
解
を
維
持
す
る
。
こ
の
と
き
、
不
作
為
共
犯
に

は
、
被
害
者
に
対
す
る
関
係
で
、
そ
の
法
益
を
保
護
す
る
義
務
が
あ
る
場

合
と
、
違
法
行
為
を
行
う
者
と
の
関
係
で
、
彼
の
違
法
行
為
を
阻
止
す
る

義
務
が
あ
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
、
例
え
ば
、

自
分
の
子
供
が
第
三
者
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
法
益
に
対
す
る
排
他
的
支
配
が
問
題
と

な
る
。
後
者
で
は
、
例
え
ば
、
会
社
組
織
内
に
お
い
て
自
分
の
部
下
が
違

法
行
為
を
行
う
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
危
険
源
の
支
配

者
と
し
て
の
地
位
か
ら
、
違
法
行
為
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
り
う
る
と
し

(
お
)

て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
わ
が
国
の
学
説
に
お
い
て
は
、
不
作
為
共
犯
に

お
い
て
も
、
排
他
的
支
配
の
要
件
を
重
要
視
す
る
見
解
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

2 

判
例
の
展
開

こ
の
よ
う
な
学
説
の
展
開
に
対
応
し
て
、

不
作
為
共
犯
を
め
ぐ
る
わ
が

初
は

E!o 
寸ー

説
と
同
様

法同
令包様
やの

条G展
理-開
、が

先認
行め
11';;-;;ら
為れ
にる
基
づす
いな
てわ
、ち

あ
る当

国
の
判
例
に
お
い
て
も
、
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(
明
日
)

い
は
、
被
告
人
の
職
務
内
容
な
ど
に
基
づ
い
て
、
形
式
的
規
範
的
理
解
に

よ
り
判
断
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
学
説
上
、
実
質
的
事
実
的
理
解
が
有
力

と
な
る
に
従
っ
て
、
排
他
性
な
い
し
依
存
性
の
観
点
を
取
り
入
れ
て
判
断

す
る
判
例
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

(
ぬ
)

例
え
ば
、
大
阪
高
裁
昭
和
六
二
年
一

O
月
二
日
判
決
は
、
債
権
の
回
収

を
め
ぐ
っ
て
、
暴
力
団
組
長
で
あ
っ
た
被
告
人
が
、
正
犯
者
ら
と
共
謀
し

て
、
被
害
者
を
投
致
・
監
禁
し
、
場
所
を
か
え
な
が
ら
被
害
者
の
隠
し
財

産
の
所
在
を
聞
き
出
そ
う
と
暴
行
・
脅
迫
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
結
局
、

ひ
と
気
の
な
い
土
砂
採
取
場
に
お
い
て
、
被
告
人
が
現
場
を
離
れ
て
い
る

聞
に
、
正
犯
者
が
被
害
者
を
殺
害
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
判
示
し
た
。
ま
ず
、
犯
行
に
至
る
経
緯
、
犯
行
の
態
様
を
述
べ
た

上
で
、
被
告
人
が
犯
行
現
場
か
ら
離
れ
た
と
き
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
に

認
め
る
。
第
一
に
、
山
林
内
に
兇
器
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
被
告
人
の

制
止
さ
え
な
け
れ
ば
、
正
犯
者
が
す
で
に
抵
抗
の
気
力
を
失
っ
て
い
る
被

害
者
を
殺
害
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
体
力
的
及
び
身
分

的
に
被
告
人
よ
り
劣
る
正
犯
者
は
、
被
告
人
が
殺
害
阻
止
の
構
え
を
崩
さ

な
い
限
り
、
被
害
者
の
殺
害
に
は
及
ば
な
い
。
第
三
に
、
犯
行
現
場
の
山

林
内
に
は
、
被
告
人
の
ほ
か
に
、
正
犯
者
に
よ
る
被
害
者
の
殺
害
を
阻
止

し
う
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
結
論
的
に
、
こ
の
よ
う
な
事
実
関

係
に
基
づ
い
て
、
被
告
人
に
は
、
正
犯
者
か
ら
の
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
取
っ

て
く
る
旨
の
依
頼
に
応
じ
る
こ
と
な
く
、
同
席
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、

正
犯
者
に
よ
る
被
害
者
の
殺
害
を
阻
止
す
る
義
務
が
あ
っ
た
と
し
た
の
で

(
出
)

あ
る
。

(
幻
)

ま
た
、
釧
路
地
裁
平
成
一
一
年
二
月
一
一
一
日
判
決
は
、
内
縁
の
夫
が
わ

が
子
に
せ
っ
か
ん
を
加
え
る
の
を
阻
止
せ
ず
、
結
果
的
に
子
供
が
死
亡
し

た
事
案
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
基
づ
い
て
、
母
親
た
る
被
告
人

に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
被
告
人
は
、
三
歳

六
ヶ
月
で
あ
る
被
害
者
の
唯
一
の
親
権
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
仁
、
被

害
者
は
栄
養
状
態
が
悪
く
、
極
度
の
る
い
痩
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
、
第
三

に
、
内
縁
の
夫
は
、
被
害
者
や
被
害
者
の
兄
に
対
し
て
毎
日
の
よ
う
に
激

し
い
せ
っ
か
ん
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
、
第
四
に
、
被
告
人
は
、
本
件

せ
っ
か
ん
の
直
前
、
内
縁
の
夫
が
被
害
者
に
暴
行
を
加
え
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
第
五
に
、
内
縁
の
夫
が
本
件
せ
っ
か
ん

に
及
ぼ
う
と
し
た
際
、
室
内
に
は
、
内
縁
の
夫
と
被
害
者
の
ほ
か
に
は
、

四
歳
八
ヶ
月
の
被
害
者
の
兄
、
生
後
一

0
ヶ
月
の
被
害
者
の
妹
及
び
被
告

人
し
か
お
ら
ず
、
被
害
者
へ
の
内
縁
の
夫
か
ら
の
暴
行
を
阻
止
し
う
る
者

は
、
被
告
人
以
外
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て
、

「
被
害
者
の
安
全
の
確
保
は
、
被
告
人
の
み
に
依
存
し
て
い
た
状
態
に
あ

り
、
か
っ
、
被
告
人
は
、
被
害
者
の
生
命
の
安
全
が
害
さ
れ
る
危
険
な
状

態
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
に
は
、
内
縁
の
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夫
が
被
害
者
に
対
し
て
暴
行
に
及
ぶ
こ
と
を
阻
止
す
べ
き
作
為
義
務
が

(
お
)

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
釧
路
地
裁
判
決
の

(M) 

控
訴
審
判
決
で
あ
る
、
札
幌
高
裁
平
成
一
二
年
三
月
一
六
日
判
決
も
、
こ

れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
理
由
に
基
づ
い
て
、
被
告
人
に
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め

(
お
)

て
い
る
。

(
お
)

さ
ら
に
、
大
阪
高
裁
平
成
一
三
年
六
月
一
一
一
日
判
決
は
、
子
供
を
こ
た

つ
の
天
板
に
た
た
き
つ
け
て
殺
害
す
る
、
実
行
正
犯
者
た
る
妻
の
事
案
で

あ
る
が
、
妻
の
共
謀
性
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
、
夫
に
不
作
為
的
関
与
を

認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
も
被
告
人
と
並
ん
で
被
害
者
の
親
権
者
で

あ
り
、
本
件
犯
行
当
時
、
そ
の
場
で
被
告
人
の
犯
行
を
制
止
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
乳
幼
児
ら
を
除
く
と
、
夫
た
だ
ひ
と
り
で
あ
っ
た
の
に
、

あ
え
て
阻
止
せ
ず
、
そ
の
殺
害
を
容
認
し
た
と
し
て
、
夫
の
不
作
為
的
関

与
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
わ
が
国
の
判
例
に
お
い
て
も
、
犯
罪
が
行
わ
れ

て
い
る
現
場
に
お
い
て
、
そ
れ
を
阻
止
で
き
る
者
は
被
告
人
以
外
に
は
い

な
か
っ
た
と
い
う
、
排
他
性
な
い
し
依
存
性
の
観
点
に
基
づ
い
て
犯
罪
阻

止
義
務
を
肯
定
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

3 

「
限
定
化
」
と
排
他
性

わ
が
国
の
不
作
為
共
犯
を
め
ぐ
る
理
論
展
開
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
説
で
は
、
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
い
て
、

当
初
、
形
式
的
規
範
的
に
作
為
義
務
の
発
生
根
拠
が
理
解
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
後
に
、
刑
法
上
の
作
為
義
務
を
認
め
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
妥
当

で
は
な
い
と
す
る
批
判
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
質
的
事
実
的
理
解

が
有
力
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
作
為
犯
と
の
同
価
値
性
を
満
た
す
た
め
、

因
果
経
過
を
不
作
為
者
が
掌
中
に
収
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
す
る
こ
と

か
ら
、
他
人
の
介
入
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
排
他
性
の
要
件
が
、
作
為

義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

不
作
為
共
犯
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
排
他
性
の
要
件
を
犯
罪
阻
止
義

務
の
発
生
根
拠
と
し
て
重
要
視
す
る
見
解
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
学
説
の
展
開
に
対
応
し
て
、
判
例
の
展
開
に
お
い
て
も
、
当
初

の
形
式
的
規
範
的
な
根
拠
に
基
づ
く
判
断
か
ら
、
そ
の
現
場
に
犯
罪
行
為

を
阻
止
で
き
る
の
は
被
告
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
、
排
他
性
な
い
し

依
存
性
の
観
点
を
考
慮
し
て
犯
罪
阻
止
義
務
を
肯
定
す
る
も
の
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
不
作
為
共
犯
を
め
ぐ
る
現
在
の
わ

が
国
の
理
論
状
況
に
お
い
て
は
、
不
作
為
関
与
者
が
犯
行
現
場
を
排
他
的

に
支
配
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
犯
罪
阻
止
義
務
の
発
生
根
拠
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
理
論
状
況
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
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お
い
て
は
、
学
説
上
、
当
初
は
、
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
特
徴
を
根
拠

と
し
て
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
見

解
が
有
力
で
あ
っ
た
も
の
の
、
や
が
て
、
根
拠
と
し
て
の
住
居
の
閉
鎖
的
・

排
他
的
特
徴
は
、
批
判
を
受
け
、
そ
の
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

上
で
、
住
居
自
体
が
危
険
源
と
し
て
現
れ
る
場
合
に
の
み
犯
罪
阻
止
義
務

が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

ド
イ
ツ
判
例
が
こ
の
よ
う
な
学
説
の
展
開
を
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
、
住

居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
「
限
定
化
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
有
力
説
と
、
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
有
力
説
は
、

ど
ち
ら
も
他
人
の
介
入
可
能
性
が
減
少
す
る
と
い
う
排
他
性
に
基
づ
い
て

義
務
が
生
じ
る
と
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
は
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
は
否
定
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
不
作
為
関
与
者
の
有
す
る
「
犯
行
現
場
に

対
す
る
排
他
的
支
配
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
義
務
発
生
の
根
拠
と
な

り
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
不
作
為
関
与
者
の
有
す
る
、
犯
行
現
場
に
対
す
る
「
排
他
性
」

が
、
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
い
て
有
力
と
さ
れ
て
い
る
見
解
に
基
づ

い
て
、
犯
罪
阻
止
義
務
を
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
排
他
的
支
配
が
作
為
義
務
を
発
生
さ
せ
る
根

拠
と
し
て
、
他
人
の
介
入
可
能
性
が
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
(
他
人
の

介
入
可
能
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
排
他
的
支
配
が
認
め
ら
れ
、
義
務
が
発

生
す
る
)
。
そ
の
意
味
で
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
場
合
で
、
自
宅
に
不
作

為
者
以
外
に
誰
も
い
な
い
と
い
う
状
況
で
は
、
他
人
の
介
入
可
能
性
が
な

い
の
で
、
問
題
な
く
排
他
的
支
配
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
で
は
、
被
告
人
以
外
に
他
人
が
そ
の
場
に
存
在
し
て
い
た
場
合
に
、

そ
の
排
他
的
支
配
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

と
き
、
そ
の
他
人
が
、
①
救
助
行
為
を
し
て
い
た
場
合
、
②
何
も
し
て
い

な
か
っ
た
場
合
、
③
法
益
侵
害
行
為
を
し
て
い
た
場
合
、
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
西
国
典
之
は
、
け
ん
か
を
し
た
際
の
ス
ト
ー
ブ

の
転
倒
に
よ
り
出
火
し
、
相
手
方
が
消
火
に
努
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

(

幻

)

(

お

)

ず
、
被
告
人
が
逃
走
し
た
場
合
に
は
、
排
他
的
支
配
を
認
め
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
す
で
に
他
人
が
救
助
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
入
(
救
助
)

可
能
性
の
不
存
在
が
否
定
さ
れ
る
の
で
、
排
他
的
支
配
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
、
子
供
が
海
で
溺
れ
て
い

る
と
き
、
他
に
救
助
可
能
な
者
が
多
数
い
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
放
置
し

(
却
}

て
い
る
父
親
は
、
排
他
的
支
配
を
有
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
他
人
が
い
る
限
り
、
介
入
可
能
性
が
否
定
さ
れ
な
い
の
で
、
排
他
的

支
配
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
③
他
人
が
法
益
侵
害
行
為
を
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
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て
、
林
幹
人
は
、
不
作
為
共
犯
に
つ
い
て
も
排
他
的
支
配
に
基
づ
い
て
犯

罪
阻
止
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
③
の
場
合
に
も
、

「
排
他
的
支
配
」
を
認
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
正
犯

者
が
犯
罪
行
為
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
不
作
為
者
以
外
に
他
人
(
正

犯
者
)
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
排
他
的
支
配
」
を
認
め
る
こ
と
の
理

由
と
し
て
は
、
実
行
正
犯
者
に
は
「
救
助
の
期
待
可
能
性
」
が
な
い
の
で
、

実
行
正
犯
者
を
除
い
て
「
排
他
的
支
配
」
を
考
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
か

(
刊
)

ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
刑
法
自
体
が
中
止
犯
規
定
を
認
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
規
範
論
上
も
、
実
行
正
犯
者
自
身
を
救
助
の
主
体
と
し

て
認
め
る
こ
と
を
、
必
ず
し
も
否
定
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
、
実
行
正
犯
者
を
除
い

て
排
他
的
支
配
を
検
討
す
る
必
然
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
、
現
に
犯
罪
を
行
っ
て
い
る
者
を
除
い
て
「
排
他
的
支
配
」

を
肯
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
父
と
母
が
意
思
を
通
じ
て
子

供
を
見
殺
し
に
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
の
犯
罪
性
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
「
他
方
を
除
い
て
」
排
他
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

(
M
U
)
 

き
な
く
な
る
と
し
て
、
そ
の
方
法
論
的
な
問
題
を
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
不
作
為
関
与
者
の
有
す
る
「
犯
行
現
場
に
対
す
る

排
他
的
支
配
」
に
は
、
他
人
の
介
入
(
救
助
)
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え

な
い
こ
と
に
な
り
、
義
務
発
生
の
前
提
と
し
て
の
排
他
的
支
配
の
存
在
自

体
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
わ
が
国
の
学
説
で
は
、
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
け
る
排
他

的
支
配
の
意
味
に
お
い
て
、
作
為
犯
と
の
同
価
値
性
の
観
点
か
ら
、
結
果

へ
の
因
果
の
流
れ
を
掌
中
に
収
め
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
悶
果
経
過
を
具

体
的
・
現
実
的
に
支
配
し
て
い
た
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
(
逆

に
い
え
ば
、
義
務
を
肯
定
す
る
た
め
に
因
果
の
掌
握
を
求
め
て
い
る
)
。

こ
の
と
き
、
不
作
為
関
与
者
の
有
す
る
「
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
的
支

配
」
が
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
排
他
的
支
配
を
有
し
て
い
る
の
か
が
問
題

と
な
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
は
、
そ

の
よ
う
な
因
果
の
掌
握
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
現
実
的
に
因
果
の
流
れ
を
設
定
し
て
い
る
作
為
正
犯
者
が
い
る

以
上
、
背
後
に
位
置
す
る
不
作
為
関
与
者
が
、
た
と
え
「
排
他
的
支
配
」

を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
具
体
的
・
現
実
的
に
因
果
を
掌
握

し
て
い
る
排
他
的
支
配
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味

で
、
「
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
的
支
配
」
は
、
義
務
を
根
拠
づ
け
る
ほ

ど
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
は
、
排
他
性
の
内
容
か
ら
見
て
、

他
人
の
介
入
の
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
因
果
の
掌
握
も
認
め
ら
れ

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
で
有
力
と
さ
れ
て
い
る

見
解
に
基
づ
い
て
考
え
た
と
き
、
不
作
為
関
与
者
の
有
す
る
「
犯
行
現
場
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に
対
す
る
排
他
的
支
配
」
は
、
犯
罪
阻
止
義
務
を
基
礎
づ
け
う
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
「
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
的
支
配
」
か
ら
犯
罪
阻
止
義
務
を

認
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
妥
当
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
学
説
で
は
、
シ
ユ
ト
レ

l
が
、
住
居

の
居
住
者
と
し
て
の
身
分
に
基
づ
い
て
、
住
居
内
に
お
け
る
犯
罪
行
為
に

(
必
)

対
す
る
阻
止
義
務
を
認
め
る
見
解
は
、
「
広
き
に
失
す
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
住
居
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
問
止
義
務
を
認
め
る

見
解
は
、
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
特
徴
に
基
づ
く
と
す
る
考
え
方
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
他
人
の
介
入
が
な
い
と
い
う
「
犯
行

現
場
に
対
す
る
排
他
性
」
に
基
づ
い
て
犯
罪
阻
止
義
務
を
認
め
る
と
す
る

こ
と
が
「
広
き
に
失
す
る
」
、
と
い
う
意
味
で
も
理
解
で
き
る
。

こ
の
「
広
き
に
失
す
る
」
と
い
う
否
定
的
側
面
は
、
例
え
ば
、
住
居
内

で
第
三
者
が
被
害
者
に
暴
行
を
加
え
て
い
る
と
き
、
住
居
自
体
の
危
険
源

性
に
基
づ
き
犯
罪
阻
止
義
務
の
有
無
を
判
断
す
る
な
ら
ば
不
可
罰
と
な
る

が
、
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
性
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
な
ら
ば
可
罰
的

と
さ
れ
る
、
と
い
う
場
合
の
よ
う
に
、
単
に
、
あ
る
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い

る
際
の
不
作
為
関
与
者
の
可
罰
範
囲
が
、
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
性
に

基
づ
き
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
だ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
不
作
為
共
犯
に
つ
い
て
は
、
適
用
さ
れ
る

犯
罪
類
型
の
幅
が
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
よ
う
に
、
殺
人
、
放
火
、
詐
欺

が
主
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
限
ら
れ
た
適
用
領
域
を
有
す
る
の
と
は
異

な
り
、
殺
人
、
放
火
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
不
動
産
侵
奪
、
横
領
、
密

輸
入
、
麻
薬
譲
り
渡
し
、
選
挙
犯
罪
、
刀
剣
類
の
不
法
所
持
な
ど
、
作
為

に
よ
っ
て
実
行
が
可
能
で
あ
る
犯
罪
類
型
全
般
に
わ
た
っ
て
適
用
さ
れ
る

(
幻
)

と
い
う
特
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
不
作
為
共
犯
の
適
用
領

域
が
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
そ
れ
よ
り
、
著
し
く
広
く
な
る
と
い
う
意
味

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
的
支
配
に
基
づ
く
犯
罪

阻
止
義
務
の
基
礎
づ
け
は
、
こ
の
よ
う
に
不
作
為
共
犯
の
適
用
領
域
が
著

し
く
広
く
な
る
上
に
、
さ
ら
に
、
第
一
の
意
味
に
お
い
て
も
広
い
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
重
の
意
味
で
、
可
罰
範
囲
が
「
広
き
に
失
す
る
」

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
排
他
的
支
配
に
基
づ
く
基
礎
づ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
広
い
可
罰

範
囲
を
も
た
ら
す
と
い
う
帰
結
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
に
対
し
て
何
ら
か
の

制
限
論
理
を
加
え
ん
と
す
る
こ
と
も
、
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

そ
こ
で
、
西
田
は
、
不
作
為
者
こ
そ
が
作
為
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
規

範
的
要
素
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
身
分
関
係
・
社
会
的
地
位
に

基
づ
き
、
社
会
生
活
上
、
継
続
的
に
保
護
・
管
理
義
務
を
負
う
場
合
に
限

(
H
H
)
 

定
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
付
加
的
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
ま

っ
て
作
為
義
務
(
犯
罪
阻
止
義
務
)
を
基
礎
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
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上
、
そ
の
付
加
的
要
件
こ
そ
が
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
基
礎
づ
け
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
排
他
性
を
根
拠
と
し
て
求
め
て
い
た
こ
と
の
意
味
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
犯
行
現
場
に
対
す
る
排
他
的
支
配
」
に
よ
る
犯
罪

阻
止
義
務
の
基
礎
づ
け
は
、
可
罰
範
囲
が
著
し
く
広
く
な
る
一
方
、
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
制
限
す
る
の
も
合
理
的
で
は
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
、
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
後

者
の
問
題
か
ら
す
る
と
、
排
他
的
支
配
を
、
作
為
義
務
を
根
拠
づ
け
る
要

件
と
し
て
で
は
な
く
、
不
作
為
単
独
正
犯
の
成
立
要
件
の
ひ
と
つ
と
し
て

(
必
)

の
、
正
犯
性
の
要
件
と
し
て
解
釈
す
る
見
解
は
、
そ
の
範
囲
で
意
味
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
不
作
為
関
与
者
の
有
す
る
「
犯
行
現
場
に
対
す
る

排
他
的
支
配
」
に
基
づ
い
て
犯
罪
阻
止
義
務
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
、
そ

の
「
排
他
性
」
の
内
容
か
ら
も
、
そ
の
妥
当
性
か
ら
も
、
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
、
犯
行
現
場
に
対
す
る

排
他
性
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
可
罰
性
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で

は
な
い
。
こ
の
帰
結
は
、
そ
の
反
面
で
、
一
般
的
な
不
作
為
犯
論
に
お
い

て
有
力
と
さ
れ
て
き
た
根
拠
で
は
、
不
作
為
共
犯
の
可
罰
性
の
基
礎
づ
け

に
お
い
て
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(1)
神
山
敏
雄
「
保
障
人
義
務
の
類
型
」
法
学
会
雑
誌
(
岡
山
大
学
)

四
四
巻
一
号
(
一
九
九
四
年
)
一
頁
は
、
作
為
義
務
を
、
「
結
果
保

障
人
義
務
」
、
「
危
険
源
保
障
入
義
務
」
、
「
犯
罪
阻
止
保
障
人
義
務
」

に
分
類
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
不
作
為
共
犯
と
し
て
の
「
犯
罪
阻

止
保
障
人
義
務
」
を
考
察
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
結
果
保
障
人

義
務
」
に
該
当
す
る
事
案
の
な
か
に
も
、
不
作
為
共
犯
が
問
題
と

な
る
場
合
は
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
基
礎
と
し
て
の
作
為
義
務

の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
は
、
同
「
保
障
人
義
務
の
理
論
的
根
拠
」

森
下
忠
先
生
古
稀
祝
賀
『
変
動
期
の
刑
事
法
学
(
上
)
』
(
一
九
九

五
年
)
一
八
九
頁
、
参
照
。

(
2
)
牧
野
英
一
『
刑
法
総
論
』
(
一
九
四
O
年
)
一
四
九
頁
以
下
。
ま

た
、
公
の
秩
序
、
善
良
の
風
俗
の
観
点
に
基
づ
い
て
不
作
為
単
独

正
犯
の
成
立
を
認
め
た
判
例
と
し
て
、
大
判
昭
和
一
三
年
(
一
九

三
八
年
)
一
一
一
月
一
一
日
刑
集
一
七
巻
二
三
七
頁
が
あ
る
。
事
案
は
、

被
告
人
が
、
神
棚
に
二
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
礼
拝
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
う
ち
の
一
本
が
傾
い
て
お
り
転
落
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
建
物
が
焼
般
す
れ
ば
保
険
金
を
取
得
し
う
る
こ
と

か
ら
、
失
火
を
装
う
こ
と
を
企
図
し
、
家
屋
が
全
焼
す
る
こ
と
を

認
識
し
な
が
ら
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
そ
の
結
果
、
家
屋
一
棟
を
全

焼
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
野
清
一
郎

「
判
批
」
刑
事
判
例
評
釈
集
一
巻
(
一
九
四
一
年
)
一
二
四
頁
以

下
は
、
こ
の
大
審
院
が
、
「
具
体
的
場
合
ニ
於
テ
公
ノ
秩
序
善
良
ノ

風
俗
ニ
照
ラ
シ
社
会
通
念
上
当
然
二
疋
ノ
措
置
ニ
出
テ
サ
ル
ヘ
カ
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ラ
ス
ト
認
メ
ラ
ル
ル
場
合
敢
テ
其
ノ
措
置
ニ
出
テ
サ
ル
コ
ト
」
を

可
罰
的
不
作
為
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、

不
作
為
犯
を
違
法
性
の
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
道
義

上
の
義
務
で
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
を
構
成

要
件
該
当
性
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
す
る
と
、
個
々
の
構

成
要
件
に
つ
き
、
い
か
な
る
場
合
に
そ
の
不
作
為
に
よ
る
行
為
と

な
る
の
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
公
序
良
俗
論
で
は
、
刑
法
に
お
け
る
不
作
為
犯
の
問
題
を

解
決
す
る
基
準
と
し
て
適
切
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
解

は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
保
障
人
説
が
唱
え
ら
れ
る
以
前

に
、
不
作
為
犯
を
構
成
要
件
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
(
不
作
為
犯
が
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
で
あ
る
と
す

る
小
野
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
同
「
構
成
要
件
充
足
の
理
論
」
同

『
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
』
(
一
九
五
三
年
)
二
三
六
頁
以
下
〔
初

出
は
、
『
松
波
先
生
還
暦
祝
賀
論
文
集
』
(
一
九
二
八
年
)
三
三
七

頁
〕
、
参
照
)
。

(3)
小
野
清
一
郎
『
刑
法
講
義
」
(
一
九
三
六
年
)
九
O
頁
以
下
。
も
つ

と
も
、
次
の
ふ
た
つ
の
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は
、
例
え
ば
、
火
災
の
際
に
、
そ
の
場
に
い

る
も
の
は
、
官
吏
の
求
め
に
よ
っ
て
消
火
に
尽
力
す
べ
き
一
般
的

警
察
権
を
有
す
る
が
、
そ
の
求
め
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
傍

観
し
て
応
じ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
警
察
犯
処
罰
令
二
条
二
七
号

に
該
当
す
る
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
不
作
為
に
よ
る
放
火
罪

と
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
自
己
の
行

為
に
よ
り
結
果
発
生
の
危
険
を
生
ぜ
し
め
た
者
は
、
そ
の
結
果
の

発
生
を
防
止
す
べ
き
道
義
上
ま
た
は
条
理
上
の
義
務
を
有
し
、
あ

る
い
は
法
律
上
に
お
い
て
も
、
そ
の
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
が
、
し
か
し
、
一
般
的
に
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
法
律
上
の

義
務
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
4
)
た
だ
、
保
障
人
説
自
体
は
、
作
為
義
務
の
内
容
や
発
生
根
拠
の

理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
(
中
谷
瑳
子
「
不
真
正
不
作
為
犯
の
問
題
性
に
関
す
る
一
考
察

(
二
・
完
)
」
法
学
研
究
(
慶
応
義
塾
大
学
)
一
二
O
巻
二
一
号
(
一

九
五
七
年
)
四
八
頁
、
堀
内
捷
コ
一
『
不
作
為
犯
論
』
(
一
九
七
八

年
)
二
一
一
O
頁)。

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
、
保
障
人
説
が
唱
え
ら
れ
て
以
降
、
作
為

義
務
の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
機
能
的
二
分
説
が
有

力
と
な
っ
た
(
〈
包
・
〉
B
E
P
E
E
S
P
E
n
u
o
m
g
E
C
T
ι
q
C
干

丹
市
ユ
釦
回
目
=
ロ
回
関
与
巾

-
H
r
r
y
}唱
凶

喧

.

∞

-
M∞
凶

.

∞

n
F
G
ロ
F

円
四
¥
臼
n
F同

.α門戸四円¥印門司開タ

印
円
『
白
]
「
同
町
田
町
四
N
σ
E
n
F
・閃
0
5
5
0ロ
門
田
F
N
。・〉
E
2
・場
M
O
O
-
唱
。
]
凶
岨
閉
山

ι
=
・唱・)。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
山
中
敬
一
『
刑
法
総
論

I
』
(
一
九
九
九

年
)
二
二
四
頁
以
下
が
、
機
能
的
二
分
説
を
支
持
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
機
能
的
二
分
説
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
、
中
森
喜
彦
「
作

為
義
務
・
保
障
義
務
・
保
障
人
的
地
位
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
二
三
一
二

号
(
一
九
八
二
年
)
五
一
頁
が
、
「
機
能
的
分
類
は
現
象
面
に
着

目
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
こ
に
属
せ
し
め
ら
れ
た
下
位
の
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各
事
例
は
、
形
式
的
三
分
説
に
お
け
る
と
は
異
な
り
、
限
界
づ
け

の
役
割
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
批
判
的

な
見
解
も
見
ら
れ
る
。

(
5
)
福
田
平
『
刑
法
総
論
』
(
一
九
六
五
年
)
八
二
頁
以
下
。

(6)
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
(
総
論
)
』
(
再
版
、
一
九
七
五
年
)
一
二

七
頁
以
下
。

(
7
)
西
田
典
之
「
不
作
為
犯
論
」
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
『
刑
法
理
論
の

現
代
的
展
開
総
論
I
』
(
一
九
八
八
年
)
八
五
頁
。

(
8
)
佐
伯
仁
志
「
保
障
人
的
地
位
の
発
生
根
拠
に
つ
い
て
」
香
川
達

夫
博
士
古
稀
祝
賀
『
刑
事
法
学
の
課
題
と
展
望
』
(
一
九
九
六
年
)

九
七
頁
。

(
9
)
西
田
・
前
掲
註

(
7
)
八
五
頁
。

(
叩
)
山
口
厚
「
問
題
探
究
刑
法
総
論
』
(
一
九
九
八
年
)
三
五
頁
、

山
中
・
前
掲
註

(
4
)
一一一一一一頁。

(
日
)
山
口
・
前
掲
註
(
叩
)
三
五
頁
、
佐
伯
・
前
掲
註

(
8
)
九
八

頁。

(
ロ
)
堀
内
・
前
掲
註

(
4
)
二
四
九
頁
以
下
は
、
作
為
義
務
の
実
体

に
関
す
る
議
論
を
、
不
作
為
者
と
被
害
者
と
の
関
係
に
基
づ
き
解

明
す
る
見
解
と
、
不
作
為
者
と
結
果
と
の
関
係
に
基
づ
き
解
明
す

る
見
解
に
分
類
す
る
。
そ
の
上
で
、
形
式
的
規
範
的
理
解
を
含
む
、

前
者
の
理
解
は
、
不
作
為
者
と
被
害
者
と
の
社
会
的
諸
関
係
に
基

づ
き
作
為
義
務
が
創
設
さ
れ
、
違
法
性
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
不
作
為
犯
の
処
罰
理
由
は
、
そ
の
社
会
的
諸
関
係
の
保

護
な
い
し
維
持
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
社
会
的
諸
関
係
は
、
社
会
倫
理
あ
る
い
は
信
頼
関
係

な
ど
に
よ
る
一
般
的
、
概
括
条
項
に
基
礎
を
置
か
ざ
る
を
え
な
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
的
に
、
作
為
義
務
の
発
生
事
由
と
し
て
、

法
律
、
契
約
、
先
行
行
為
と
と
も
に
、
条
理
、
慣
習
ま
で
も
指
摘

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

(
日
)
堀
内
の
「
具
体
的
依
存
性
説
」
に
つ
い
て
は
、
堀
内
・
前
掲
註

(
4
)
二
四
九
頁
以
下
、
同
「
不
作
為
犯
論
」
中
山
研
一
ほ
か
編

「
現
代
刑
法
講
座
(
一
)
』
(
一
九
七
七
年
)
三
O
八
頁
以
下
、
同

「
刑
法
総
論
』
(
二
0
0
0
年
)
五
七
頁
以
下
、
参
照
。

(
U
)
も
っ
と
も
、
堀
内
は
、
作
為
義
務
を
結
果
と
の
関
係
で
理
解
す

る
と
し
て
も
、
不
作
為
の
因
果
関
係
を
問
題
に
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
不
作
為
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
何
か
二
疋
の
こ
と
を
し

な
い
こ
と
と
結
果
発
生
と
の
聞
に
条
件
関
係
が
存
在
す
る
限
り
、

因
果
関
係
の
肯
定
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
作
為
義
務
に
よ
る
帰
属
主
体
の
特
定
を
、
結
果
と
の
関
係
に

お
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
堀
内
・
前

掲
註

(
4
)
二
五
一
頁
)
。

(
日
)
堀
内
・
前
掲
註

(
4
)
二
六
O
頁
は
、
「
排
他
性
の
確
保
と
は
、

因
果
の
流
れ
を
掌
中
に
収
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
挙
げ
る
西
田
・
前
掲
註

(
7
)

九
O
頁
の
見
解
と
一
致
す
る
。
西
田
は
、
作
為
犯
と
の
同
価
値
性

の
観
点
か
ら
、
特
に
、
排
他
性
の
有
す
る
こ
の
側
面
に
着
目
す
る
。
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「不作為による共犯の限定化」について

(
凶
)
堀
内
・
前
掲
註

(
4
)
二
六
O
頁
以
下
。

(
げ
)
西
国
・
前
掲
註

(
7
)
八
八
頁
以
下
。

(
問
)
堀
内
・
前
掲
註

(
4
)
二
五
六
頁
以
下
。

(
日
)
西
田
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
西
田
・
前
掲
註

(7)

下
、
参
照
。

(
却
)
佐
伯
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
・
前
掲
註

(
8
)

以
下
、
参
照
。

(
幻
)
山
口
厚
「
不
作
為
犯
論
」
法
学
教
室
一
七
七
号
(
一
九
九
五
年
)

六
二
頁
(
山
口
・
前
掲
註
(
叩
)
三
=
一
頁
に
同
じ
)
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。

(
辺
)
冒
頭
で
も
挙
げ
た
が
、
井
田
良
「
不
真
正
不
作
為
犯
論
」
現
代

刑
事
法
三
号
(
一
九
九
九
年
)
九
三
頁
は
、
作
為
義
務
の
発
生
根

拠
と
し
て
、
法
益
に
対
す
る
排
他
的
支
配
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
、

学
説
上
、
見
解
の
一
致
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
お
)
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
事
実
的
理
解
に
対
し
て
、
山

中
敬
一
「
不
作
為
犯
論
の
体
系
的
再
構
成
」
刑
法
雑
誌
三
六
巻
一

号
(
一
九
九
六
年
)
九
二
頁
は
、
「
規
範
的
な
要
素
を
払
拭
し
た

事
実
上
の
引
受
概
念
か
ら
、
規
範
的
な
保
障
義
務
が
い
か
に
し
て

根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
法
理
論
的
論
証
に
問
題
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
葛
原
力
三
「
不
真
正
不
作
為
犯
の
構
造
の

規
範
論
的
説
明
の
試
み
」
刑
法
雑
誌
三
六
巻
一
号
(
一
九
九
六
年
)

一
三
三
頁
も
、
「
危
険
、
信
頼
あ
る
い
は
支
配
と
い
っ
た
事
実
概

念
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
が
た
め
に
、
法
的
義
務
の
発
生
根
拠
の

八
九
頁
以

一O
八
頁

説
明
と
し
て
は
充
分
な
説
得
力
を
有
す
る
と
は
言
い
難
い
」
と
し

て
い
る
。
他
方
、
酒
井
安
行
「
不
真
正
不
作
為
犯
の
い
わ
ゆ
る
因

果
論
的
構
成
の
可
能
性
と
限
界
」
『
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論

文
集
(
一
)
』
(
一
九
九
八
年
)
一
四
三
頁
は
、
山
中
、
葛
原
の
指

摘
を
肯
定
し
た
上
で
、
「
引
受
け
と
い
う
事
実
的
概
念
か
ら
出
発

す
る
な
ら
ば
、
作
為
義
務
に
つ
な
げ
る
よ
り
も
、
因
果
的
惹
起
と

い
う
や
は
り
事
実
的
な
要
素
を
求
め
る
ほ
う
が
自
然
な
よ
う
に
思

わ
れ
る
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
不
作
為
の
因
果
論
的
構
成
に
そ
の

解
決
の
道
を
求
め
る
(
し
か
し
、
結
論
と
し
て
は
、
不
作
為
の
因

果
論
的
構
成
は
、
不
真
正
不
作
為
犯
の
否
定
、
作
為
犯
へ
の
還
元

に
帰
着
す
る
と
し
て
い
る
)
。

な
お
、
不
作
為
の
因
果
論
的
構
成
と
は
、
不
真
正
不
作
為
犯
に

実
在
的
な
因
果
性
(
結
果
惹
起
性
)
を
求
め
よ
う
と
す
る
見
解
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
梅
崎
進
哉
「
い
わ
ゆ
る
不
真
正
不
作

為
犯
の
因
果
論
的
再
構
成
」
九
大
法
学
四
四
号
(
一
九
八
二
年
)

二
二
頁
以
下
、
同
「
刑
法
に
お
け
る
因
果
論
と
侵
害
原
理
』
(
二

0
0
一
年
)
二
五
六
頁
以
下
、
及
び
梅
崎
進
哉
・
宗
岡
嗣
郎
『
刑

法
学
原
論
』
(
一
九
九
八
年
)
一
一
九
頁
以
下
、
参
照
。
梅
崎
を

支
持
す
る
見
解
と
し
て
、
名
和
銭
郎
「
不
作
為
犯
論
の
歴
史
と
現

代
的
課
題
」
法
政
論
集
(
名
古
屋
大
学
)
一
二
三
号
(
一
九
八
八

年
)
一
七
二
頁
以
下
。

(
剖
)
林
幹
人
『
刑
法
総
論
」
(
二
0
0
0
年
)
一
六
O
頁
以
下
。

(
お
)
林
・
前
掲
註

(
M
)
四
四
三
頁
以
下
。
ま
た
、
林
の
見
解
に
つ
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い
て
は
、
同
「
国
家
公
務
員
の
作
為
義
務
」
現
代
刑
事
法
四
一
号

(二
O
O
二
年
)
二
四
頁
以
下
も
、
参
照
。

も
っ
と
も
、
不
作
為
犯
論
は
一
般
的
な
不
真
正
不
作
為
を
対
象

に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
作
為
犯
論
の
一
部
に
位
置
す
る
不

作
為
共
犯
に
お
い
て
も
、
そ
の
不
作
為
犯
論
の
結
論
が
妥
当
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
学
説
が
、

不
作
為
共
犯
に
お
い
て
、
特
に
そ
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
論
じ
る

見
解
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
が
、
不
作
為
共

犯
に
お
い
て
も
基
本
的
に
単
独
正
犯
の
場
合
と
同
じ
根
拠
に
基
づ

く
と
し
て
、
排
他
的
支
配
の
要
件
を
不
作
為
共
犯
に
お
い
て
も
適

用
し
た
こ
と
に
は
、
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

(
お
)
法
令
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
も
の
と
し
て
、
大
判
昭
和
三
年
(
一

九
二
八
年
)
三
月
九
日
刑
集
七
巻
一
七
二
頁
〔
投
票
関
渉
罪
脅
助
〕
、

大
判
昭
和
一
九
年
(
一
九
四
四
年
)
四
月
三
O
日
刑
集
二
三
巻
八

一
頁
〔
詐
欺
耕
助
〕
、
高
松
高
判
昭
和
四
O
年
(
一
九
六
五
年
)
一

月
二
一
日
下
刑
集
七
巻
一
号
一
頁
〔
銃
万
法
違
反
脅
助
〕
が
あ
る
。

(
幻
)
条
理
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
も
の
と
し
て
、
最
判
昭
和
二
九
年

(
一
九
五
四
年
)
三
月
二
日
裁
判
集
刑
九
三
号
五
九
頁
〔
公
然
わ

い
せ
つ
暫
助
〕
、
高
松
高
判
昭
和
四
五
年
(
一
九
七
O
年
)
一
月

一
三
日
刑
月
二
巻
一
号
一
頁
H

判
時
五
九
六
号
九
八
頁
〔
業
務
上

横
領
有
助
〕
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
木
村
栄

作
「
判
批
」
研
修
二
六
七
号
(
一
九
七
O
年
)
五
二
頁
が
、
被
告

人
の
常
助
行
為
は
、
黙
認
し
た
と
い
う
不
作
為
で
は
な
く
、
払
一
民

請
求
に
応
じ
預
金
を
払
い
戻
す
と
い
う
作
為
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
部
)
先
行
行
為
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
も
の
と
し
て
、
大
阪
地
判
昭

和
四
四
年
(
一
九
六
九
年
)
四
月
八
日
判
時
五
七
五
号
九
六
頁
〔
不

動
産
侵
奪
有
助
〕
が
あ
る
。
ま
た
、
本
判
決
は
、
同
価
値
性
の
観

点
に
基
づ
い
て
、
被
告
人
を
脅
助
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
、
阿
部
純
二
「
判
批
」
判
例
時
報
五
九
六
号
(
一
九
七
O

年
)
一
四
六
頁
は
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
つ
い
て
義
務
内
容
に

よ
っ
て
区
別
す
る
見
解
か
ら
は
、
本
件
に
つ
い
て
は
正
犯
と
解
し

て
も
差
し
支
え
な
か
っ
た
と
し
、
「
同
価
値
性
の
要
件
は
、
不
純

性
不
作
為
犯
の
成
立
一
般
(
正
犯
で
あ
れ
共
犯
で
あ
れ
)
に
必
要

と
さ
れ
る
要
件
で
あ
っ
て
、
不
純
性
不
作
為
犯
に
お
け
る
正
犯
と

共
犯
を
区
別
す
る
標
準
と
し
て
は
作
用
し
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
疑
問
を
示
し
て
い
る
。

(
却
)
職
務
内
容
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
も
の
と
し
て
、
大
判
昭
和
一

三
年
二
九
三
八
年
)
四
月
七
日
刑
集
一
七
巻
二
四
四
頁
〔
詐
欺

需
助
〕
(
評
釈
と
し
て
、
司
波
賓
「
判
批
」
刑
事
判
例
評
釈
集
一

巻
(
一
九
四
一
年
)
一
一
一
二
頁
)
、
高
松
高
判
昭
和
二
八
年
(
一

九
五
三
年
)
四
月
四
日
高
刑
特
報
三
六
号
九
頁
〔
窃
盗
常
助
〕
が

あ
る
。前
者
で
は
、
保
険
代
理
屈
主
た
る
被
告
人
の
、
保
険
金
詐
取
行

為
に
対
す
る
黙
認
が
問
題
と
な
っ
た
。
不
作
為
単
独
正
犯
に
お
け

る
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
大
塚
仁
・
川
端
博
編
『
新
・
判
例
コ
ン
メ

ン
タ

l
ル
(
一
)
』
〔
神
山
敏
雄
〕
(
一
九
九
六
年
)
一
二
五
頁
が
、
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「
詐
欺
罪
の
法
益
は
財
産
で
あ
り
、
不
作
為
に
よ
る
財
産
侵
害
を

問
題
に
す
る
に
は
、
当
該
財
産
を
保
護
す
べ
き
法
的
作
為
義
務
も

問
題
に
な
ろ
う
が
、
と
こ
ろ
が
、
不
作
為
に
よ
る
詐
欺
罪
を
認
め

る
判
例
・
通
説
は
、
こ
の
点
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
も
っ
ぱ
ら
不
作
為
に
よ
る
欺
同
を
問
題
と
し
て
い
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
不
作
為
共
犯
に
お

け
る
詐
欺
に
関
し
て
は
、
大
審
院
が
、
欺
同
さ
れ
る
側
に
立
つ
保

険
代
理
庖
主
の
背
信
的
所
為
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま

さ
に
神
山
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
財
産
保
護
義
務
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
後
者
は
、
同
僚
か
ら
窃
盗
へ
の
協
力
を
依
頼
さ
れ
た
工

場
の
倉
庫
係
に
つ
い
て
、
「
被
告
人
が
こ
れ
を
制
す
る
で
も
な
く

会
社
の
当
該
係
の
者
に
連
絡
す
る
等
の
措
置
に
も
出
で
ず
こ
れ
を

看
過
し
却
っ
て
そ
の
態
度
に
よ
っ
て
暗
黙
の
承
諾
を
与
へ
同
僚
に

窃
査
の
決
意
を
固
め
し
め
そ
の
機
会
を
容
易
な
ら
し
め
た
」
と
し

て
、
不
作
為
に
よ
る
心
理
的
諮
助
を
示
唆
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
判

例
に
お
け
る
不
作
為
に
よ
る
心
理
的
暫
助
に
関
す
る
事
案
と
し
て
、

玄
U
m
右
巴
ム

g
-
B。
戸
切
g
n
E
〈・

3
-
u・
]
温
ど
が
あ
る
。
し

か
し
、
不
作
為
に
よ
る
心
理
的
脅
助
に
つ
い
て
は
、
「
不
作
為
」

が
作
為
義
務
の
違
反
に
基
づ
く
と
す
る
一
般
的
見
解
に
従
え
ば
、

作
為
義
務
の
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
「
不
作
為
」
そ
れ
自

体
で
処
罰
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
不
作
為
」
か
ら
独
立

し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
不
作
為
に
よ
る
心
理
的
帯
助
を
問
題
と
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

(
ぬ
)
大
阪
高
判
昭
和
六
二
年
(
一
九
八
七
年
)
一

O
月
二
日
判
タ
六

七
五
号
二
四
六
頁
〔
殺
人
有
助
〕
。

(
出
)
本
件
に
お
い
て
は
、
犯
行
状
況
に
お
け
る
依
存
性
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
被
告
人
が
犯
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
深
く
関
与
し
て

い
た
こ
と
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
判
例
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
共
同
暴
行
の
先
行
行
為
に
基
づ
い
て
犯
罪
阻
止

義
務
を
認
め
た
事
案
と
し
て
、
間
円
〈
否
認
-
N
-
∞
・
(
図
。
戸
押
印
nE-
〈・

M
M
・
-
M

】
喧
∞
-
・
)
山
田
四
〈
-
唱
∞
少
凶
唱
・
(
図
。
z
e
d
コ・〈
-
M
凶・

-
0
・-甲山町凶・)山

富
者

ss・-
M
怠
・
(
図
。
z
-
C
2
・
〈
M

U

P

-

3

ご
が
あ
る
(
内
田
文

昭
「
不
真
正
不
作
為
犯
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
」
神
奈
川
法
学
三

四
巻
三
号
(
二

O
O
一
年
)
四
二
頁
以
下
は
、
正
犯
と
共
犯
の
区

別
の
観
点
か
ら
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
五
年
判
決
を
検
討
し

て
い
る
)
。
し
か
し
、
先
行
す
る
共
同
暴
行
に
基
づ
い
て
犯
罪
阻

止
義
務
(
作
為
義
務
)
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
山
敏
雄
「
不

作
為
を
め
ぐ
る
共
犯
論
』
(
一
九
九
四
年
)
四
四
一
頁
は
、
連
邦

通
常
裁
判
所
一
九
八
一
年
決
定
に
関
し
て
、
「
単
に
先
行
行
為
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
保
障
人
義
務
を
認
め
る
こ
と
は
、
実
質
的

根
拠
な
し
に
倫
理
的
観
点
か
ら
当
為
的
処
理
を
す
る
も
の
」
と
し

て
批
判
的
で
あ
る
。
ま
た
、
林
幹
人
「
判
批
」
判
例
時
報
二
ハ
四

三
号
(
一
九
九
八
年
)
二
四
九
頁
も
、
名
古
屋
地
判
平
成
九
年
(
一

九
九
七
年
)
三
月
五
日
判
時
一
六
一
一
号
一
五
三
頁
が
、
先
行
す

る
暴
行
に
基
づ
く
作
為
義
務
の
違
反
と
し
て
不
作
為
に
よ
る
殺
人
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(
単
独
正
犯
)
を
肯
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
故
意
で
暴
行
傷

害
を
負
わ
せ
た
者
に
は
す
べ
て
被
害
者
を
救
助
す
る
法
的
な
義
務

が
あ
り
、
そ
れ
を
怠
っ
た
結
果
と
し
て
被
害
者
が
死
亡
し
た
と
き

に
は
す
べ
て
不
作
為
に
よ
る
殺
人
罪
の
成
立
を
認
め
る
の
は
明
ら

か
に
行
き
す
ぎ
で
あ
〔
る
ご
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
中
止

犯
の
限
度
で
し
か
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
沼
)
釧
路
地
判
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)
二
月
一
一
一
日
判
時
一

六
七
五
号
一
四
八
頁
〔
傷
害
致
死
智
助
l
無
罪
〕
。

(
お
)
も
っ
と
も
、
釧
路
地
裁
は
、
被
告
人
は
暴
行
を
阻
止
す
べ
き
作

為
義
務
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
尽
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
し
か
し
、
そ
れ
を
実
力
で
も
っ
て
阻
止
し
よ
う

と
し
た
場
合
に
は
、
負
傷
を
し
て
い
た
相
当
の
可
能
性
が
あ
っ
た

こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
胎
児
の
健
康
に
ま
で
影
響
の
及
ん
だ
可
能

性
も
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
阻
止
を
す
る
の
が
極
め
て
困
難
な

心
理
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
、
と
い
う
、
暴
行
を
阻
止
す
る
の
が
著

し
く
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
被
告
人
の
不

作
為
は
、
作
為
に
よ
る
傷
害
致
死
常
助
と
の
同
価
値
性
を
満
た
さ

な
い
と
し
て
、
被
告
人
を
無
罪
と
し
て
い
る
。

(M)
札
幌
高
判
平
成
一
一
一
年
(
二
0
0
0
年
)
三
月
一
六
日
判
時
一

七
一
一
号
一
七
O
頁
H
判
タ
一

O
四
四
号
二
六
三
頁
〔
傷
害
致
死

幣
助
〕
。

(
お
)
こ
の
釧
路
地
裁
・
札
幌
高
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
は
、
両
判
決
が
、

被
告
人
に
期
待
さ
れ
る
作
為
の
程
度
に
関
し
て
異
な
る
見
解
を
一
不

し
た
こ
と
か
ら
、
学
説
上
、
不
作
為
に
よ
る
脅
助
の
因
果
性
の
問

題
と
し
て
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
木
村
匡
良

「
判
批
」
警
察
公
論
五
四
巻
一
O
号
(
一
九
九
九
年
)
九
三
頁
以

下
、
松
生
光
正
「
判
批
」
法
学
教
室
二
三
四
号
別
冊
付
録
判
例
セ

レ
ク
ト
卯
(
二
0
0
0
年
)
一
一
一
一
頁
、
高
橋
則
夫
「
不
作
為
に
よ

る
叡
助
犯
の
成
否
」
現
代
刑
事
法
一
四
号
(
二
0
0
0
年
)
一

O

二
頁
、
村
越
一
浩
「
判
批
」
研
修
六
二
四
号
(
二
0
0
0
年
)
二

O
頁
以
下
、
松
生
光
正
「
判
批
」
法
学
教
室
二
四
六
号
別
冊
付
録

判
例
セ
レ
ク
ト
∞
(
二
O
O
一
年
)
三
二
頁
、
橋
本
正
博
「
判
批
」

ジ
ユ
リ
ス
ト
一
二
O
二
号
(
二
O
O
一
年
)
一
四
九
頁
、
内
田
・

前
掲
註
(
幻
)
四
六
頁
以
下
、
中
森
喜
彦
「
判
批
」
現
代
刑
事
法

二
九
号
(
二
O
O
一
年
)
九
七
頁
以
下
、
参
照
。

ま
た
、
児
童
虐
待
の
観
点
か
ら
、
こ
の
事
案
を
検
討
し
た
も
の

と
し
て
、
日
高
義
博
「
児
童
虐
待
と
不
作
為
犯
」
警
察
学
論
集
五

三
巻
一
二
号
(
二
0
0
0
年
)
六
一
頁
、
林
弘
正
「
児
童
虐
待
と

不
作
為
犯
論
」
現
代
刑
事
法
四
一
号
(
二
O
O
二
年
)
三
二
頁
が

あ
る
。

(
お
)
大
阪
高
判
平
成
二
二
年
(
二
O
O
一
年
)
六
月
二
一
日
判
タ
一

O
八
五
号
二
九
二
頁
。

(
幻
)
東
京
地
判
昭
和
三
八
年
(
一
九
六
三
年
)
四
月
一
五
日
判
タ
一

四
七
号
九
一
頁
。

(
お
)
西
田
・
前
掲
註

(
7
)
九
一
頁
以
下
。

(
却
)
西
田
・
前
縄
註

(
7
)
九
二
頁
、
佐
伯
・
前
掲
註

(8)
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O
頁
以
下
。
も
っ
と
も
、
鎮
日
征
樹
「
刑
事
製
造
物
責
任
に
お
け

る
不
作
為
犯
論
の
意
義
と
展
開
」
本
郷
法
政
紀
要
八
号
(
一
九
九

九
年
)
三
五
二
貝
は
、
他
者
か
ら
の
救
助
可
能
性
が
排
除
さ
れ
る

状
態
は
、
容
易
に
救
助
可
能
な
者
が
複
数
い
る
場
合
に
も
成
立
し

う
る
と
し
て
い
る
。

(
刊
)
島
田
聡
一
郎
「
不
作
為
犯
」
法
学
教
室
二
六
三
号
一
一
六
頁
、

参
照
。

(
H
U
)

島
田
・
前
掲
註
(
刊
)
一
一
五
頁
以
下
。

(但
)
ω
n
z
o
=
r史
的

n
F
a
ι
町
立
印
可

8
・
的
同
『
白
『
加

mmm門
N
F
E
n
F・
相
内

o
g
g
m
Z
E
-
-
N
0・

〉ロ白・・

3
∞0
・抑己・
mRHPU
品・

(
日
)
神
山
・
前
掲
註
(
幻
)
二
頁
、
参
照
。

(
H
H
)

西
田
・
前
掲
註

(
7
)
九
一
頁
。

(
必
)
山
口
厚
「
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
三
判
決
と
刑
事
過
失
論
」
ジ
ユ
リ

ス
ト
一
一
一
一
六
号
(
二
O
O
二
年
)
一
七
頁
以
下
、
同
「
共
犯
論

の
現
状
と
課
題
」
法
学
教
室
二
六
六
号
(
二
O
O
二
年
)
三
八
頁

以
下
(
特
に
、
「
不
作
為
の
共
犯
に
つ
い
て
は
、
排
他
的
支
配
の

要
件
が
妥
当
し
な
い
こ
と
に
な
〔
る
ご
と
し
て
い
る
)
、
島
田
・

前
掲
註
(
刊
)
一
一
四
頁
以
下
。

五

お
わ
り
に

以
上
が
、
本
稿
の
考
察
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
判
例
に
お
い
て
、

住
居
の
居
住
者
の
犯
罪
阻
止
義
務
が
、
住
居
の
閉
鎖
的
・
排
他
的
特
徴
が

根
拠
と
し
て
の
意
味
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
限
定
化
」
さ
れ
る
に
至

る
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
わ
が
国
の
不
作
為
共
犯
の
理
論
状
況
に
お
い
て
、

排
他
的
支
配
の
要
件
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
不
作
為
共
犯
で
い
わ
れ
る
「
犯

行
現
場
に
対
す
る
排
他
的
支
配
」
は
、
犯
罪
阻
止
義
務
を
基
礎
づ
け
る
根

拠
と
し
て
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ

う
に
、
現
状
へ
の
指
摘
を
す
る
に
と
ど
め
、
不
作
為
共
犯
の
積
極
的
な
可

罰
根
拠
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
不
作
為
共
犯
の
成
立
要
件
ヤ
可
罰
性
の
限
界
に
つ
い
て
は
、

学
説
上
、
あ
ま
り
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
東
京
高

(
l
)
 

裁
平
成
一
一
年
一
月
二
九
日
判
決
や
、
釧
路
地
裁
平
成
一
一
年
二
月
一
一
一

(2) 

日
判
決
、
そ
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
、
札
幌
高
裁
平
成
一
二
年
三
月
一
六

(
3
)
 

日
判
決
が
、
不
作
為
共
犯
に
関
す
る
判
決
を
相
次
い
で
明
ら
か
に
し
て
以

来
、
学
説
上
、
に
わ
か
に
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
本
稿
の
考
察
が
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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研究ノート

(
1
)
東
京
高
判
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)
一
月
二
九
日
判
時
一

六
八
三
号
一
五
三
頁
〔
強
盗
致
傷
有
助
|
無
罪
〕
。

(2)
釧
路
地
判
平
成
一
一
年
(
一
九
九
九
年
)
二
月
一
一
一
日
判
時
一

六
七
五
号
一
四
八
頁
。
本
稿
・
四
の

2
、
参
照
。

(
3
)
札
幌
高
判
平
成
一
一
一
年
(
二

0
0
0
年
)
=
一
月
一
六
日
判
時
一

七
一
一
号
一
七
O
頁
H

判
タ
一
O
四
四
号
二
六
三
頁
。
本
稿
・
四

の
2
、
参
照
。
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